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【第一章　竜のいる世界で】







　　　　　　　　　１



　夢のなかの出来事であった。

　だが、ハルこと春はる賀が晴はる臣おみは知っていた。

　これがただの夢ではなく、かつて実際に起きた死闘であることを。数百年、あるいは千年以上も昔、成層圏を舞台に繰りひろげられた決戦であると。

　眼下には、青い海と土色の大地が広がっていた。

　おそらく高度は四万メートル前後。

　遠くを見やれば、地平線が丸みを帯びている。ここまでの高みに来れば、地球が丸いという事実を視覚で確認できるのだ。

　人類の戦闘機もいまだ戦場となしえぬ高高度で、二体の超生物が対たい峙じする。

「気が昂たかぶるな。このときを待ちわびていたぞ、女王よ！」

「ふ……っ。妾わらわの使い走りにでもなればいいものを、無駄に活いきがいい」

　挑む側は雪のごとき白さであり、叫びに鋭気をみなぎらせる。

　受けて立つ側は紅ぐ蓮れん色を身にまとい、鷹おう揚ように微苦笑をこぼしている。

　それは白と紅、対照的な二色でいろどられたドラゴン同士の決闘であった。どちらも体長二〇メートル前後の巨きよ躯くである。

　が、白きドラゴンは細身であり、より俊敏そうな体つきだった。

　背に生える長大な翼を大きく左右に広げた姿には、虚空の覇者と呼ぶにふさわしい威風が漂っている。胸部や肩の表皮は外骨格化し、青水晶造りの甲かつ冑ちゆうにも見えた。

　対して、紅あかきドラゴンはより屈強そうな体つきだった。

　白竜よりもひとまわり大きく、逞たくましく、がっしりとしている。やはり胸部が外骨格化し、黄金製の甲冑めいていた。また、頭部に生える九本の角も全て黄金色であった。

　そして、両者の戦いぶりは容姿と同じほどに対照的だった。

「我が刻印『天てん狼ろうの箭や』に告ぐ。我、雪ゆき風かぜはこれより屠と竜りゆうの矢と罷まかり成なる！」

「我が刻印『南天の弓ゆみ星ぼし』よ、妾わらわの手に屠竜の弓を！」

　白きドラゴンは《矢の秘ひ文も字じ》を、紅きドラゴンは《弓の秘文字》を所有する。

　それぞれが右みぎ掌てに宿す竜りゆう弑ごろしのルーンへ、口こう訣けつをもって命じた。次の瞬間、『矢』の使い手は青白い光を全身から発し、真上に向けて飛ひ翔しようをはじめる。『弓』の使い手は紅き左手に黄金造りの長弓を出現させる。

　かくして、超常の戦闘がはじまった。

　真上に飛んだ白きドラゴンは、十分な高度と距離を稼いだところで──

　敵めがけて一直線に飛び込んでいった。ぐんぐんと加速を続け、音速の壁をあっさりと越え、目にもとまらぬ速さで標的をめざす。

　矢のごとき飛翔。白竜は青白く光る自らの体を『矢』と変えたのだ！

　この超音速を、紅きドラゴンが『弓』で迎え撃つ。

　左手でかまえる金色の弓に、右手に顕あらわれた黄金の矢をつがえ、ひょうと射る。この射撃と同時に、天より流星雨──否、流星にも見える千筋もの閃せん光こうが降ってきた。光の雨は白きドラゴンを射ぬくための弾幕だった。

　矢と化した白竜は、まず黄金色の射撃をあっさりと避よけた。

　しかし、降りそそぐ千の閃光雨をかわすため、超音速で飛翔しながらも左右に蛇行、急旋回、上下動、急制動など、ありとあらゆる空中機動を行わねばならなかった。

　そのスピードはもはや稲妻の域であった。

　電光の速度で回避を続けながら、白きドラゴンは標的を射貫くため天翔ける。

　対して、狙われる側の紅きドラゴンは二射目を放つ。

　今度の矢は弓弦を離れるなり、すぐに九頭竜の形をした焔ほのおに変化し、白き稲妻を燃やし尽くすため飛んでいった。

　焔ほのおの竜が頸くびをぐっとのばし、九方向から迫る。

　これをかいくぐるため、白き稲妻はジグザグに飛ぶ。

　──自らを飛び道具と成なして飛ひ翔しようする白竜と、神弓の射手である紅竜の決戦。弓と矢は竜りゆう弑ごろしのルーンのなかでも、対を成す特殊な二字なのだ。

　それゆえか、双方の継承者は必要以上にたがいを意識し合うときがあった。

　それゆえに、この戦いは両者にとって特別であった。

　ハルが知るよしもない情報である。が、この夢を見せてくれた仕掛け人──普通人・春はる賀が晴はる臣おみを魔道にいざなう『魔導の杖』が教えてくれた。

　しかし今回。特別であるべき決戦は、あっけない形で終結した。

　成層圏を舞台にする激しい撃ち合いと空中戦のさなか、紅あかきドラゴンが不意に動きを止めたのである。

　紅ぐ蓮れん色の手から黄金の弓と矢が消え、その身を守る『不朽の加護』も消えた。

　直後、白きドラゴンが雷らい霆ていのごとく一直線に突っ込んでくる。青白い光につつまれた白き巨きよ躯くは砲弾さながらだった。

　そして激突。紅蓮色のドラゴンは大きく吹っ飛ばされる。

　ダメージの甚大さゆえか、胸部を守る黄金の外骨格が砕け散る。黄金で隠されていた部分があらわになった。紅竜の胸には──大穴が開いていた。

　実は、戦う前から深ふか傷でを負っていたのだ。

　紅きドラゴンはどうにか持もち堪こたえ、地上に墜落することなく空中に浮きつづけ、毅き然ぜんたる眼光で白き攻撃者をにらむ。が、その巨躯に宿っていた魔力は短い間に大きく目減りし、もはや浮いているだけで精一杯というありさまだった。

「妾わらわの覇道もここまでか……」

　自嘲と苦笑を声ににじませ、紅きドラゴンはつぶやく。

　戦う前から、結果はわかっていた。竜王としての長き生のなかで心しん金がねに負った傷は深く、すでに寿命が尽きたも同然であったのだ。

　むしろ死に瀕ひんした体で、よくここまで戦えたものだとハルは思う──。

「小娘よ、悪いがもう遊びにはつきあえん。先に逝く妾を薄情と罵るなよ。それは偉大な女王である妾にとって、耐えがたい侮辱だ」

　確定した死を前にして、紅蓮色の女王はこともなげに冗句を吐く。

　その剛ごう毅きさが白きドラゴンの動きを止めさせた。追撃にかかろうとしていた『矢』の使い手は「むっ」とつぶやき、敵の雄姿を黙って見つめる。

「この頸をおまえにくれてやるのも、骸むくろを下げ郎ろうどもにくれてやるのも口くち惜おしい。どうしても欲しければ、自力で探し出せ。紅蓮の女王たる妾が最期に遺のこす置きみやげだ！」

　笑いながら、紅きドラゴンは己の右手を胸の穴に突っ込んだ。

　そこから引き抜いたのは、輝く紅玉。竜族の拳と同じほどのサイズで、大きな亀裂が入っている。ドラゴン上位種──いや、偉大なドラゴン王の心しん金がねであった。

「さらばだ、雪ゆき風かぜの姫。最も若き竜王、屠と竜りゆうの矢の使い手よ！」

　紅あかき女王は紅玉を下方へ投げ捨てた。隕いん石せきさながらに落下していく。

　その先は青き海と土色の大地。自らの最重要器官を投棄したあと、竜王の巨体は砂のようにバラバラと崩れ去っていく……。

　弓と矢の継承者同士、ふたりの戦いが思わぬ形で決着した瞬間──

　ハルはハッと目を覚ました。

　軽自動車の運転席である。昨夜も夜更かししたせいで眠気が抑えがたく、「二〇分だけ寝るよ」と車を路肩に寄せ、仮眠を取っていたのだ。

　隣の助手席では、春はる賀が晴はる臣おみの『助手』をつとめる後輩が微笑ほほえんでいた。

「もういいんですか、先輩？　まだ一〇分しか経たっていませんよ？」

「ん……ああ。もう大丈夫。だいぶすっきりしたよ」

　あくびをかみ殺しながら、ハルは答えた。

　実際、わずかな午ご睡すいのおかげで十分に思考力を取りもどした。何より白しら坂さか羽は純ずみが天使仕様のスマイルを向けてくれている。

　ああ、今日も可愛かわいいなあという不ふ埒らちな物思いで、頭の回転が加速していく。

　ハルは大きくうなずいて、ハンドルを握りしめた。今日は学校が終わったあと、《S.A.U.R.U.サウル》新しん都と支部『弥み勒ろく堂どう』で着替えて、旧東京租そ借しやく地ちへ“〝遠征”〟しにきたのだ。

　すでに両りよう国ごく橋ばしのゲートを越え、租借地内の小こ伝でん馬ま町ちようであった。



　パヴェル・ガラドと戦ってから、半月が経過していた。

　もう五月も下旬。梅雨を前にして、湿気がすこし増してきた。海外暮らしの長いハルにとっては、ひさしぶりに体験する日本の梅つ雨ゆだ。

「じゃあ、ここの砂を袋に集めればいいんですね？」

「うん。分別とかは気にしないで、がっと入れちゃっていい。持ち帰ってから、砂金をより分ける要領で目当ての物ブツだけ取り出すから」

　羽純を連れて訪ねたのは、旧東京駅のエントランスだった。

　竜りゆう弑ごろしのルーンを得た場所であり、悪あく路ろ王おうの誕生儀式を行った場所だ。魔術的視覚を発動させてから、ハルは『時計仕掛けの魔術師クロックワーク・マギ』を取り出した。それから《魔力検知》の魔術を使い、微細な魔力も見逃すまいと目を凝らす。

　結果、隅の方にたまっていた大量の白い砂に目をつけ、採取をはじめたのだ。

　渡しておいたチャック付きビニール袋を開けながら、羽純が訊たずねてきた。

「あの、砂金をより分けるって、どういうふうに……？」

「目の細かな網を使って、ふるいにかけたりする。大昔のギリシア式に羊を使う方法もあるけどね。羊ってのは古来、富や黄金のシンボルでもあるんだ」

「ひ、羊が金を見つけるんですか!?」

「砂金が出る川に入ってさ、羊毛を川底に置いとくんだよ。毛皮にひっかかる砂金を集めて、一いつ攫かく千せん金きんを狙う。あと、羊は飼育しやすい動物だから。家畜がたくさんいるほど単純に金持ちって理屈も成なり立つね」

　豆知識を教えると、羽は純ずみはいちいち感動した体ていでうなずいてくれる。

　その仕草が微笑ほほえましく、可愛かわいらしく、ついつい『トレジャーハンター』としての知識を徒つれ然づれに語ってしまうハルだった。

　このあとも同じ要領で、しばらく“〝砂”〟の採取を行った。

　それなりの量が確保できたところで、ハルたちは旧東京駅を出て、軽自動車にもどる。

「今日はこのまま帰って、さっきおっしゃった分別の作業ですか？」

　羽純は『是非おつきあいさせてください』と言いたげだった。だが、ハルは助手席の後輩にあえて異なる提案をした。

「よかったら、その前にこっちの練習もしてくかい？」

「い、いいんですか……？」

「そりゃもちろん。誰だれに迷惑をかけるわけでもないし」

「でしたら是非！」

　目を輝かせて、羽純がよろこぶ。

　ここ最近、彼女と共に旧東京へ来ることが多かったのだが──。

　あるとき、高校生ながら気ままにハンドルを握る先輩の隣で『大人になったら、わたしも免許を取りたいんです。どこにでも自由に行けるのって、きっと楽しいですよね』と後輩がつぶやいた。

　直後、ハルは羽純を運転席にすわらせ、“〝指導”〟をはじめたのだ。

　私有地の畑で子供に車を運転させる農家のノリだった。ほかに人も車もいない竜族租そ借しやく地ちだから可能な練習だ。この暴挙、単に羽純のよろこぶ顔が見たいという理由もあるが、やはり運転手が多いに越したことはない。

　それにもしかしたら──。

　万一のことが起きたとき、この技術が羽純の命を救うかもしれない。

　ひそかに不吉なことも考えながら“〝教習”〟を終え、東京新しん都とへ帰ってきた。羽純は夕食前までに帰したかったので、そのまま車で自宅へ送り、解散となった。

　明けて翌日。平日なので、ふつうに学校へ行く。

　学食でランチの力うどんを食べていたとき、ハルはふと気づいた。

「考えてみたら、放課後はもう一〇日以上も白しら坂さかといっしょなんだな」

「「…………」」

　つぶやいたら、物言いたげな視線を向けられた。

　同席するアーシャことアナスタシア・ルバシヴィリと十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめの視線である。

「ず、ずいぶん羽は純ずみさんとべったりじゃないですか。晴はる臣おみらしくない」

　アーシャがやや険のある口調で言った。

「基本的に、人間関係のわずらわしさを避けて通るのが晴臣流でしょう？」

「そのとおりだけど、白しら坂さかは可愛かわいいし」

「か、かわ──晴臣のくせになんてリア充っぽいセリフを……」

「それに聞き分けがいいから、面倒なことはたいしてない。だから、僕は全力で彼女を甘やかすことにしてるんだ」

「おまけに開き直った!?」

　愕がく然ぜんとするアーシャの隣で、織姫はため息をついた。

「じゃあ春はる賀がくん。わたしはあの子の『姉さま』として言うわね」

　日替わり焼き魚定食を食べ終えていた彼女は、箸を置きながら言う。

「羽純に変なこと教えるの、程ほどにしておいて欲しいというか……。知ってる？　あの子、春賀くんに教わったことを毎晩メモに書き出して、復習しているの」

「さすが白坂、まじめでいい子だなあ」















「すこし見せてもらったら、美容整形とかボトックス注入とか書いてあって……」

「ああ。何日か前、いっしょにテレビを見てたときだ。とある女性タレントの表情が不自然に硬くて動かないのを、白しら坂さかが不思議がってたからさ。そういう技術のメリットとデメリットをちょっと語ってみたんだ」

「せ、せっかく清らかな羽は純ずみの心に、黒い知識をあまり吹きこまないで！」

「いやいや。こういうことを何も知らない方が逆に不安だよ」

「そうかもしれないけど、あのメモ帳、たった半月で一冊終わりそうになってるのよ。もうちょっと手加減してくれてもいいんじゃないかしら！」

　織おり姫ひめに苦言を呈されて、ハルは「そういうものか」と頭をかいた。

　気の向くままに脈絡なく教えすぎたのかもしれない。助手だの弟子を持ったことがないので、加減がわからなかったのだ。

「わかったよ。なるべく気をつけてみる」

「う、うん。そう言ってもらえると、わたしも助かるわ」

　礼を言いつつも、織姫は浮かない顔だった。

「十じゆう條じよう地じ、まだ何か気になることが？」

「ち、ちがうのっ。ただ──そう、ただアーシャさんが珍しいお弁当を食べているから。どこで買ってきたのか、気になっちゃって！」

　なぜかごまかすように、織姫は話題を変えた。

　奇妙に思いながらも、ハルは幼なじみの弁当に視線を転じる。創作和食だった。野菜の天ぷら──に見えるフリット各種、だし巻き玉子、カリフォルニアロール、ウコンを使ったと思われる黄色い炊き込みご飯などがプラスチック容器に入っている。

「さすが織姫さん。目の付けどころがいいですね」

　食べ物の話題になったからか、ようやくアーシャが落ち着きを取りもどした。

「これは学校の近くだと私イチオシの店、『リトル・ブッダ』で買ったものです」

「えっ？　でも、あそこってインドカレーのお店じゃないの？」

「はい。あの店の料理長、実はインドの和食レストランで修業したネパール人で、カレーよりも“〝なんちゃって和食”〟の方が得意分野なんです。カレーの方が売れるから、そっちで商売しているだけで。一週間ほど通いつめて、聞き出しました」

「それでわざわざ弁当を特注したのか……」

　食にこだわるアーシャがやりそうなことなので、ハルはうなずいた。

　一方、織姫はすこし納得していない面持ちだった。

「ネパールの料理長なのにインドの看板出すの、いいのかしら……？」

「でも、日本のインドカレー屋ってインド人がやってる店ばかりじゃないよ」

「私の見たところ、ネパールやパキスタン出身の料理人も多いですね」

「その辺の事情にはあちらの人たちに日本での就労ビザを融通するブローカーのあれこれがからんでくるから、意外と複雑なんだけど」

「そういう豆知識が巡り巡って、羽は純ずみにもレクチャーされているのね……」

　ハルとアーシャで口々に語ったら、織おり姫ひめは言ってくれた。

　あきれるべきか、感心するべきか。迷っているような困り顔をして。



　　　　　　　　　２



　今日の放課後は、また《S.A.U.R.U.サウル》支部の『弥み勒ろく堂どう』へ行く予定だった。

　しかし、学校を出る前にハルは図書館の地下を訪ねた。

　新しん木き場ばにあった『魔女の館』はドラゴン上位種ソスとの戦いで焼けてしまった。その代替施設が、《S.A.U.R.U.》出資で設立された胡こ月げつ学がく園えんの図書館地下なのだ。

　前の『館』にあった書物や呪具も、こちらへ運搬済みだった。

　軽くチェックしてみようと思い、来てみたのだ。例によって羽純を連れて。

　倉庫代わりのフロアは、学校の教室四つ分のスペースだった。スチール製の棚がずらりとならんでいる。棚板の上に雑然と置かれるのは、古い刀剣や武具、金属製品、装飾品、古文書に絵巻など。下手をするとガラクタにしか見えない。

　実際、古物や骨こつ董とうに興味がない人々にはガラクタと等価だろう。

　薄汚れていたり、破損していたり、錆さびついていたりで、まったく見ばえがしない。ハルは所蔵品の目録を手にそれらのガラクタ類を眺めた。

「本当は学芸員みたいな人間を置いて、きちんと管理する予定だったらしい」

「どうして、そうならなかったんですか？」

　うしろにくっついている羽純に訊きかれて、ハルは肩をすくめた。

「蒐しゆう集しゆう品のなかに『呪いのなんとか』がまぎれこんでいたらしくてね。せっかく採用した管理者がふたり続けて謎の急死を遂げたんだ」

「そ、そんなことが……」

「呪いの品は《S.A.U.R.U.》が手配して処分したけど、以来、この役職は空席のまま。蒐集品も倉庫に放りこむだけで放置されたまま」

「全然知りませんでした……」

「ここから目当ての物を探すだけでも一苦労だなあ」

「あ、あの。わたしにもできることがあったら、何でも言いつけてくださいっ」

　助手志願の後輩はけなげに言ってくれたが、ハルはかぶりを振った。

「知識も要るし、鑑定の魔術とかも使う作業だから、白しら坂さかにはまだ早いかな」

「はい……。じゃあ、せめてコーヒーとかいれさせてくださいね」

「うん。そのときはよろしく頼むよ」

　ハルが言うと、羽は純ずみは「はい！」と微笑ほほえんでくれた。

　その笑顔のまぶしさだけで、うす暗い照明が三割増しに明るくなった気さえする。

　もしかすると、この心清らかな後輩にお茶くみを頼めば、その癒やし効果だけで作業効率も二〇％以上アップするかもしれない。

　ハルがひそかにうなずく横で、しかし、羽純はすこしだけ表情を曇らせた。

「ところで先輩、ちょっとお訊ききしてもいいですか？」

「ああ、うん。何だい、いきなり？」

「今度はわたしにできることのお話なんですけど。この間もお願いした、わたしと水み無な月づきに先輩の文字の力を使わせて欲しい件について……」

「あれは──ええと、あれも白しら坂さかにはまだちょっと早いよ」

「で、でも、姉さまのときみたいに試すだけでもっ」

　パヴェル・ガラドとの戦いのあと、羽純から熱心に頼まれた。

　自分にもルーンの力を託して欲しいと。それをハルは『誰だれにでもまかせられる力じゃないから』とやんわり断ったのだ。

　しかし、ひそかに確信があった。たぶん羽純なら問題ないと。

　もしかしたら、後輩の方もうっすらと成功を予感しているのだろうか。だから聞き分けのいい彼女にしては珍しく、この話を蒸し返したのかも……。

「あの文字の力はよくも悪くも強すぎるからさ。まあ、今のところ差し迫って戦う必要もないわけだし、無駄にもてあそぶのはやめておこうよ」

　ともあれ、ハルはまたもとぼけて、断りを入れるのだった。

　いずれ決断を下さなくてはいけない。しかし、今はまだ猶予期間を楽しんだっていいじゃないか──。そう考えながら。



　文化部の部室が集まるクラブハウスは、図書館の隣に建っている。

　その三階の文芸部で、アーシャは『師』と対面していた。奇しくも、春はる賀が晴はる臣おみと白坂羽純が図書館の地下にもぐっているのと同じ頃である。

「ふうん。春賀のやつ、あの中等部の娘ことそんなにべったりなの……」

　高等部の生徒ながら教員より貫かん禄ろくあふれる謎の人物・Ｍ部長。

　文芸部・ＵＦＯ研・演劇部・マスコミ研・科學特捜部の全てを部長としてひきいる、推定体重一四〇キロの怪人にして『母』であった。

　ちなみに、今日の彼女は割かつ烹ぽう着ぎに白しろ頭ず巾きんという家政婦さんスタイルだ。

「は、はい。前途ある清らかな女子が晴臣なんかを先輩とか呼んじゃってるんです！」

「だとしたら危険ね。あの娘こ、春賀の毒牙にかかっちゃうかもよ」

「えっ？　草食動物の見本みたいな晴はる臣おみにかぎって、そんな甲か斐い性しようないと思いますが」

「バカね。あいつは薄皮一枚はぎ取れば、結構なエロスを内に秘めている男よ。アタシが保証するわ。ああいう目をしたやつは、意外とばっちり助平根性を隠し持っているの」

「え、エロスっ？　それなんて肉体の門!?」

　Ｍ部長の含がん蓄ちく深げな金言にふれて、アーシャはうろたえた。

「こ、こういうとき、私はどうすればいいんでしょう？　羽は純ずみさんの上履きに画が鋲びよう入れたりは人として問題ありますから、晴臣の頭に黒板消しを落としたりとか!?」

「んー。相手がいる問題だし、むずかしいわねー」

「そこを何とか、もう一声っ」

「どうにかして春はる賀がとふたりきりで会うくらいしか、対策はないんじゃない？　あの羽純って娘と一騎打ちしても、今のアンタじゃ勝ち目ないし」

「ぎゃふん！」

　アーシャを一刀で斬り捨ててから、Ｍ部長はついでのように付け足す。

「あとはアレを受講するとか。並み居るライバルを出し抜いて、スナイパーのごとく標的を射止めるための黒い恋愛テクニック講座」

「そんな講義があったんですか？　もっと早く教えてくれてもよかったのに」

「だってアンタ、基本すらできてないもの。今の段階で学んでも、覚えたテクニックを使いこなせるわけないわ。むしろ自滅の原因になるんじゃない？」

　さとすように言われたが、アーシャは『フッ』とニヒルに微笑ほほえんだ。

　心配してくれる気持ちはありがたい。しかし、自分はこれでも世界中の戦場を転戦してきた女。この程度の試練、どうとでも切り抜けられるはず。

「みくびらないでください。シエラネバダの軍事教練キャンプで過ごした厳しい訓練尽くしの一か月と比べれば、どうということもありません」

「ま～たディープな過去を白状したわね……ま、いいわ。じゃあ試してあげる」

　ため息をむふーっと吐き出してから、Ｍ部長は言った。

「あなたは今、合コンに参加中です。メンバーは男女五名ずつ計一〇名」

「ふむふむ」

「ただし、男のなかで優良といえる人材はひとりだけ。彼の隣に誰だれがすわるかで今、女五人の間で熾し烈れつな暗闘が勃発しています。さあ、あなたはどうしますか!?」

「なるほど。いつものシミュレーションですね」

「そういうこと。ほかの女子に一服盛るとかはなしよ」

「そんな真ま似ね、誰がするものですか」

　設問の意図をつかめば、もう怖いものは何もない。

　戦術的にベストであろう選択肢を、アーシャは瞬時に思い浮かべた。

「私なら、ターゲットの男性にこそ筋きん弛し緩かん剤ざいを一服盛って無力化します。抵抗する術すべをなくした彼にいち早く接近後、介抱すると称して外へ連れ出すんです。そこから先は、煮るのも焼くのも私の自由。もう勝ったも同然です！」

「はい失格～。基礎講座を卒業するのはまだまだ先のようね」

「ええっ!?」



　放課後、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめは文化部クラブハウスを訪ねた。

　三階のＵＦＯ研部室に来たのだが、無人だった。もっとも、級友の春はる賀が晴はる臣おみがいないことは予想どおりだ。彼は今日、従姉妹いとこの羽は純ずみと何かしているらしい……。

　部室のパイプ椅子に腰かけて、ふぅとため息をつく。

　こういう憂ゆう鬱うつは、人生ではじめての体験だった。どうにも受け入れがたい。

　胸のなかの『もやもや』を織姫がもてあましていると、部室のドアが開いた。割かつ烹ぽう着ぎ姿のＭ部長が入ってくる。

「あら、来てたの。腹ぺこ留学生なら一五分くらい前に帰ったわよ」

「いえ。アーシャさんを捜しに来たわけじゃなくて、今日も相談があるんです。……あ、わたしのじゃなくて、友達の悩み事ですけどっ」

　あわてて付け足して、織姫はごまかした。

　すると、Ｍ部長は『むーん』と鼻息を吐き出して、肩をすくめる。

「ああ、はいはい。例の三角関係で悩んでいる女友達の件ね」

「そのとおりですけど、実は最近、四角関係みたいになってきました……。その友達の従姉妹が、相手の男の子にすごくなついてしまったんです」

「……へえ」

「そのこと自体は問題ないと、友達は思っているそうです。ただ、従姉妹と男の子がすごく仲がいいのを見聞きすると、胸のなかがもやっとしてきて」

「もやっと嫉しつ妬としちゃうわけね」

「は、はい。それでつい言わなくてもいい文句を男の子に言ってしまったり、そういう自分がイヤで自己嫌悪したりで……」

　悩みを打ち明けた勢いで、織姫はめったにしないことをした。

　しょんぼりとうなだれ、肩を落としたのである。それを見て、部長は言った。

「だとしたらアレよ。選択肢はふたつしかないんじゃない？　そういう『もやもや』を全部おなかにためこんで黙っているか、戦って敵を押しのけるか」

「て、敵なんていません！」

「何言ってんの。従姉妹でも友達でも恋こい仇がたきに変わりないわよ。よかったら講義してあげましょうか？　並み居るライバルを出し抜くための黒い恋愛テクニック講座」

　予想外の言葉を聞いて、織おり姫ひめは目を丸くした。

「く、黒い？」

「いい男とか高めの男ってのはね、とっくに決まった相手がいるものなの。そこらにフリーで落ちているヤツなんて、ほとんどの場合ダメダメな物件なワケ」

「ご、ごめんなさい。そういう言い方、わたし好きじゃありません」

「ナチュラルに“〝いい子”〟発言するわねえ……。ま、参考にするかどうかは置いといて、物は試しで講座を聴いてみない？　教室編、合コン編、デート編、寝室編、旅行編、結婚準備編ってな感じで、いろいろあるわよ」

「えっと……。お気持ちだけ受け取らせてください」

　実を言えば、聴講して参考にしたい気持ちはゼロではなかったのだが。

　すこし考えてから、織姫は決然と顔を上げ、きっぱりと答えた。

「その男の子も従姉妹いとこも、わたしにとってはみんな大切な人たちですから。欲張りで無む茶ちやな考えかもしれないですけど……やっぱり、みんなで仲よくできるのがいいです」

　みんな仲よく。口にしてみると、胸のもやもやがすこし晴れたような──。

　それが不思議と爽快で、織姫は大きくうなずいた。

「さすが、お日さまみたいな娘は言うことも大きいわねえ」

　気づけば、Ｍ部長がやさしいというより鷹おう揚ようなまなざしになっていた。

　子供のわがままを聞いて、『仕方ないわねえ』と肩をすくめる母親のように。

「でも、アンタの場合はそうやって大きくかまえているのが正解かもしれないわね。太陽はでっかく光り輝いているだけで、いちばんまぶしい存在になれるわけだし」

「す、すいません。わたし、そんなに大それたものじゃ──」

　恐縮しかけて、織姫はハッとした。あわてて言い直す。

「ええと、今の相談はわたし個人のことじゃなくて、友達の……」

「あー、はいはい。そうだったわね。ま、アンタじゃなくてアンタの友達はもともと持ってる戦力がケタちがいだから、それくらいのハンデ抱えてちょうどいい案あん配ばいでしょうよ」

「案配、ですか？」

「そうそう。……アンタたちの場合、アンタが現状維持するだけで誰だれも勝ち目がない戦力差なんだから。従姉妹ちゃんが超覚醒すれば一騎打ちになるかもだけど……」

　部長は途中から、もごもご口のなかでつぶやくだけになった。

　何を言っているのか聞き取れず、織姫は「？？？」と首をかしげた。が、今のやりとりで不思議なほど心がすっきりしている。

　Ｍ部長に感謝しつつ、織姫は部室を辞して、クラブハウスも出た。

　ひさしぶりに足取り軽く、下校をはじめる。校門に向かう途中で、ベンチにすわるアーシャを見かけた。先輩魔女にして何かと不器用なグルジア人少女は思い詰めた表情でうつむき、ぶつぶつ胡う乱ろんなことをつぶやいている。

「こうなったら晴はる臣おみを拉致して、湖こ畔はんの別荘に監禁……。社会とのつながりを物理的に断ち切ることで、羽は純ずみさんの干渉を回避するのが良策なのかも──」

　織おり姫ひめはさっきの部長と同じことをした。

　仕方ないわねと肩をすくめ、鷹おう揚ようなまなざしでアーシャを見つめたのである。

　それから微苦笑し、ベンチに近づいて声をかけた。

「アーシャさん。わたし、これから春はる賀がくんたちのところに行って、今日やる予定のお仕事を手伝おうと思うんだけど。よかったら、いっしょに来ない？」

「!?　本当ですか、織姫さんっ」

　ハッと顔を上げるアーシャにうなずきかけ、織姫は携帯端末を取り出した。

　羽純に電話して、これからすぐに合流すると伝えるためだった。



　　　　　　　　　３



　図書館の地下に寄ったあと、ハルは羽純を連れて新しん都と環状線に乗った。

　東ひがし駒こま形がたの《S.A.U.R.U.サウル》支部『弥み勒ろく堂どう』に顔を出すためだ。古書店の体裁を取っているが、店主にして組織の連絡員はほとんど常駐していない。

　だが、今日はちがう。雑居ビル四階のせまい店には珍しく見けん城じよう玄げん也やがいた。

「いよう少年。昼にメールしたばかりなのに早いな」

　イケメンと呼んでも誇大広告にならない青年である。しかし、着崩したワイシャツにネクタイ、無精ひげ等がなぜか“〝ワイルド”〟に見えない。

　むしろ、“〝だらしない”〟という印象が第一に来る人物だった。

　見城はレジの上にＡ４サイズの細い段ボール箱を置いた。古文書を保存するために中性段ボールで製造されたものだ。ハルの注文した品がなかには収まっている。

　入荷したというメールが今日の昼頃、携帯端末に届いたのだ。

「高校生だから、授業が終われば基本ヒマなんだ」

「いいことじゃないか。おれも閑かん古こ鳥どりが鳴いてる古本屋に毎日ひきこもって、暇とサボりを謳おう歌かしたいよ。天気のいい午後はビルの屋上で昼寝とかしてさ」

「あ、あの……いつもは外で《S.A.U.R.U.》のお仕事をされているんですか？」

　口をはさんだのは、最年少の中学生だった。

　見城と羽純は顔見知り同士だが、親密というほどではない。何年も東京新都を守護してきた中学生の魔女はＶＩＰであり、術じゆつ務む顧問クラスの《S.A.U.R.U.》メンバーとしか接点がなかったからだ。

　が、羽純はひかえめなくせに好奇心旺盛で人見知りしない性格である。

　おずおずと、しかし、しっかり訊ききたいことを質問する。その振る舞いが気に入ったのか、見けん城じようはにやっと笑い、うなずいた。

「ああ。我が新しん都と支部は《S.A.U.R.U.サウル》のなかでも特に零細でね。おれひとりしか常駐メンバーがいないから、外であれこれ雑用しなくちゃいけないのさ。……ただ、その辺もどうやら変わっていきそうだがね」

「変わる？　どういうことだい、見城さん？」

　ハルのタメ口を気にすることもなく、パートタイム古書店主は答えた。

「ほれ、半月前に環太平洋エリアの撃墜王にして大幹部さまが来ただろ？」

「グレッグ先生──マスター・グレゴリーのご令嬢か」

「実は彼女、まだ新都にいんのさ。組織の仕事にさりげな～く口を出したり、手を出したりしながらな。今じゃ東日本の《S.A.U.R.U.》でいちばんの実力者になっている。おまけに、上う手まいこと新都支部を増員する算段までつけちまった」

「じゃあ、柊ひいらぎさんは？」

「柊の姐あねさんも今じゃミス・グレゴリーの直属みたいなもんだ。ま、この黒船のおかげで、おれも近々フルタイムで店に居すわれるようになりそうだがね」

「ああ、人が増えるから……」

「ミス・グレゴリーはな、これから新都が日本の──いや、環太平洋エリアの対ドラゴン最前線になると考えているようだ。そのときにそなえての仕込みなんだろうよ」

「…………」

　思いがけないうわさ話と荷物を受け取り、ハルと羽は純ずみは店を出た。

　羽純の携帯端末に電話がかかってきたのは、東ひがし駒こま形がたの駅へ向かう途中だった。



「今日の用事はもう終わってたんだけどなあ」

「べつにいいじゃない。みんないっしょに晩ご飯を食べられたんだから」

　ハル、織おり姫ひめ、アーシャ、羽純の四人は結局、東駒形の駅前で落ち合った。

　今日はもう家に帰るだけだったのだが、せっかくなので近くのファミレスに入り、夕食をすませたのである。

　魔女の仕事があるとき以外はめったに外食しないという羽純も、今日は従姉妹いとこの織姫がいっしょだからと家に電話し、家族公認での参加となった。

　めったにない体験のためか、羽純はいつも以上に笑顔だった。

「ふふふふ。こうやってお友達だけで、外で食べるのって楽しいですね」

「次はこの近くにある私イチオシの中華に行きましょう。香港ほんこん仕込みの本格的な広東かんとん料理が食べられる穴場なんです」

「ああ、あのサソリの唐揚げとか出す店か」

　アーシャの提案にうなずいていると、羽は純ずみが目を丸くする。

「サソリって食べられるんですか!?」

「さくさくしてて美う味まいよ。スナック感覚でビールのお供に大人気」

「ち、ちょっと恐こわいけど、興味あります……」

「でも、日本人女子の初心者にはハードル高いかもなあ。十じゆう條じよう地じならともかく」

「ど、どうしてわたしならいいの、春はる賀がくん!?」

「だって十條地なら強いし、逞たくましいし、なんだって食べられそうだ」

「たぶん誉ほめられているのはわかるけど、そう言われる自分が微妙に悔しいわ……」

　用事もなく集まったせいか、四人の会話はたわいない。

　それがハルには不思議と居心地よかった。この半月、ずっと竜だのルルク・ソウンの秘ひ文も字じだのについて考えてきた反動かもしれない。

　また、織おり姫ひめとアーシャの笑顔がいつもより晴れやかに思える。

　このところ、浮かない顔が多いようにも見えたので、すこし気になっていたのだが、今夜はやけに晴れ晴れとした印象だった。

　その後、四人は駅で別れることにした。

　新しん木き場ば方面の環状線に乗る織姫と羽純は、ふたりで改札を通り抜けていく。

　ハルとアーシャが乗るのは、逆の鐘かねヶが淵ふち方面。さっそく改札をくぐろうとした矢先、アーシャに制服の袖を引かれた。

「は、晴はる臣おみ。こ、このあと夜景のきれいなレストランにでも行きませんか!?」

「……食べたばかりだし、二度目の夕食につきあうのはさすがに無理だよ」

　どうやら、幼なじみはまだ満腹ではないらしい。

　慎重に断りを入れたら、アーシャはハッとして言い直した。

「い、今のはナシです。やり直します。ふたりで夜のドライブにでも──」

「見けん城じようさんのところで買った本を読みたいから、今日は勘弁……」

「これもナシ！　ええと、あれです。そう、ルサールカ。あの子のことで折り入って相談があります。つきあってもらえますね？」



　結局、ハルとアーシャは両国の胡こ月げつ学がく園えんにもどった。

　広い場所で“〝作業”〟したかったので、学校がよろしかろうとなったのだ。すでに夜の二一時を過ぎているため、校内で誰だれかと出くわす可能性も低い。

　アーシャと共に塀を乗り越え、学園の敷地内に侵入をはたす。

　校舎の職員室以外、照明はついていない。ハルは懐中電灯をカバンから取り出した。ボールペンと同じサイズのスティック型で、かさばらないのがいい。

　こういう便利グッズを常備しているのは、単に宝探し屋の性分である。

　ささやかな明かりを頼りに、ハルとアーシャはグラウンドにやってきた。夜空を見あげれば、雲の間で七割方満ちた月がぼうっと輝いていた。

「じゃあ、出しますね」

　アーシャが右手をすっと差し出した。手のひらを地面に向けている。

　直後、グラウンドの白い砂に蒼あお白じろい魔獣の姿が映し出された。全長十数メートルのワイバーン型リヴァイアサンである。もちろんルサールカだった。

　すこしぼやけているが、ビデオで撮ったように鮮明な映像だ。

　ルサールカはとぐろを巻いて、こんこんと眠っている。蒼きリヴァイアサンの肉体ではなく魂──蛇じや霊れい体たいがいかなる状態にあるかを、アーシャは視覚化してみせたのだ。

　月明かりを浴びた地面がスクリーン代わりである。

「もう軽く呼ぶだけじゃ起きません。ルサールカの意識はこのところずっと深い昏こん睡すい状態にあります。遠からぬうちに永眠してしまうでしょう」

「一時はすこし持ち直したのになあ……」

　竜りゆう弑ごろしの力を注がれたことで、ルサールカは一時的な回復を見せた。

　しかし、パヴェル・ガラドとの戦闘以降、ふたたび状態が悪化していた。竜弑しの継承者との戦いはそれだけ負担だったのだろう。

「ただ春先とちがって、今の私たちには治療の望みがあります」

「新生の儀式、か」

「はい。羽は純ずみさんの水み無な月づき──あそこまで痛めつけられた『蛇』も復活できたのなら、ルサールカだって十分いけるはずです。協力してくださいね、晴はる臣おみ？」

「いいよ。あの胡う散さんくさい自称悪魔が首を縦に振ればだけど」

「そこを振らせるのが、晴臣の仕事です」

「あと、儀式に必要なだけの魔力が確保できれば、だね。かなりの量と濃度が要るみたいだから、いつでもできるわけじゃないんだ」

「……晴臣。もしかして、あまり乗り気じゃないんですか？」

　さすがに幼なじみは察しがいい。アーシャはいぶかしむように目を細めた。

　微妙な言いまわしとそっけない態度から、春はる賀が晴臣の心情を汲くみ取とったのだ。ハルは肩をすくめて、思うところを口にした。

「乗り気ではあるよ。ルサールカが復調すれば、ものすごく頼もしいし。でも、そうなったら最後、のんびり隠居暮らしをするのはだいぶ先になりそうでねえ……」

「隠居──ああ。あの計画、まだ晴臣のなかでは生きてたんですか？」

　アーシャがきょとんと目を丸くした。

「竜弑しの秘ひ文も字じなんて持たされているのに？　こう言うとアレですけど、楽隠居するどころか畳の上で死ねない可能性の方が遥はるかに高いような……」

「それを言われると、正論すぎてつらいなあ」

「仕方ありません。選ばれし勇者の宿命というやつです」

　ハルがしんみりつぶやくと、アーシャはほんのかすかに微笑ほほえんだ。

　深刻な問題をシリアスに悩んでいたら切りがない。そういう事柄を、ふたりは昔から悪ノリめいた調子で、あえて笑い話にしてきた。

　たぶん、幼なじみは今度もそうするつもりなのだ。

　与よ太た話ばなしのネタにする方が、まだハルの精神の均衡を保てるだろうと配慮して。

「ま、そういうことなら、この件はすこし保留してあげます。そのうちイヤでも向き合う問題でしょうし、それに──」

　このとき、アーシャはちらっとハルを見つめた。物言いたげに。

「最近、夜更かし続きで寝不足みたいですしね」

「８ビットＣＰＵ時代のＲＰＧが今の携帯端末用に復刻しているのを見つけて、ハマってるんだ。ムービーどころか声も入ってない、ドット絵がちまちま動くようなやつ」

　ハルは適当なことを言いながら、あくびをかみ殺した。

　やることが多いので、ここ最近は毎日三時間ほどしか寝ていないのだ、

「キャラを作ったら有り金みんな巻き上げてパーティー追放。カジノじゃ裏技で荒稼ぎ。貯ためまくったゴールドで最強装備を買ったり、能力値アップのポーション買い占めたり。今時のゲームじゃできないようなことをいろいろ試しているよ」

「それ、世界を救う勇者一行がすることじゃないですねえ」

「いやあ。僕のパーティーには勇者いないから。それに、たかだが四、五人のグループで世界を救うのって根本的に無理すぎるミッションだよ」

「そこでまじめにがんばるから、ああいう人たちは勇者になれるんですよ」

　与太話をしながら、さりげなくアーシャは手を一振りしていた。

　地面からルサールカの姿が消える。そのまま何事もなかったようにハルの隣にいるアーシャ。しれっとした顔で、『蛇』の話題など舌先にも乗せない。

　このあたりのつきあいのよさは、やはり腐れ縁の幼なじみであった。

　一から十まで語らずとも、こちらの思うところを漠然と察してくれる居心地のよさ。何も気を遣う必要がない気安さ。実にありがたい。

　が、ここで雑談するふたりの方へ、見なれぬ少女が近づいてきた。

　金髪の白人だ。年齢は一六、七歳。学園の校庭だというのに私服姿だった。

　ゆったりしたシルエットの、胸元のあいた黒いワンピース。両手に白レースの手袋をつけている。

　黒と白の組み合わせが、やけにミステリアスな印象だ。

「ごきげんよう、アーシャ。それにはじめまして、春はる賀がさん」

　ワンピースの少女は声をかけるなり、優美な仕草で一礼してみせた。

　容姿の方も優美だった。細ほそ面おもての美少女である。アンティークドールの造形にも似た繊細な美貌で、柔和そうな笑みを浮かべていた。

　箱入り育ちのおしとやかなお嬢さま、深窓の令嬢──。

　ただ微笑ほほえむだけで、そのような雰囲気を振りまいている。実際、さっきのあいさつも優雅な言葉遣いで、おっとりとしていた。

「ごあいさつが遅れて、ごめんなさい。でも聞いて。私、日本に来てから馬車馬のようにずっと働いていたの。過労死するかと思ったんだから。でも、大親友のアーシャなら、『全然気にしてない。お疲れさま、ルナ♪』って笑顔で言ってくれるはずよね？」

「ひ、ひさしぶりに会うなり、またそのノリですか……」

　アーシャは眉間にしわを寄せ、金髪の少女を見つめた。

　そしてハルに言う。いかにも気乗りしない口ぶりで、憂ゆう鬱うつそうに。

「紹介します。彼女はルナ・フランソワ・グレゴリー。《S.A.U.R.U.サウル》所属の特級魔女マスターマギで、環太平洋エリアの主席研究員。私の知り合いです」

「まあ。親友の上に『大』をつけなきゃ駄目じゃない、アーシャ」

　にっこり微笑んで、魔女仲間をたしなめるルナ・フランソワだった。
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「とりあえず、私、今はこういう肩書きなの」

　と、ルナ・フランソワが差し出したのは名刺だった。

　ハルたちはめったに使わない、ビジネス用のきちんとしたものだ。白地に《S.A.U.R.U.サウル》のロゴが入っている。“〝Luna Francois Gregory”〟というアルファベット表記の上に『関東支局・支局長代理』の一文があった。

「支局長……代理？」

「ええ。昨日、前支局長は家庭の事情と健康上の問題から引退を表明したの。そこで不ふ肖しようこの私が指名されて、しばらく代理をつとめることになったのよ。ふふっ」

「ちょ～っと待ってください！」

　いぶかしむハルの前で微笑ほほえむ支局長代理に、アーシャがつっこんだ。

「どうしてルナがそんな要職に指名されるんですか!?　アメリカから来たばかりの、日本とは縁もゆかりもない余よ所そ者ものなのに！」

「そこはほら、《S.A.U.R.U.》での等級も魔女としての階かい梯ていもいちばん上だし」

「それを言うなら、私はルナとどちらも同じランクですっ」

「じゃあ、たぶん人徳──あ、ごめんなさい。決してアーシャが私と比べて劣っているとかではないの。でも、生まれながらにリーダーの資質を持っている人と、そうでない人の差って、やっぱりあるから……」

「あ、あいかわらずしれっと自分を持ちあげますね」

　気の毒そうに言うルナ・フランソワの前で、アーシャは仏頂面になった。

「どうせ、いつもみたいに裏で工作したり、取引したり、圧力かけたりして、自分が仕事をやりやすいよう細工したくせに……」

「また根拠のない決めつけで人をおとしめて──。アーシャったら、いつもそう」

　悲しげに目を伏せるルナ・フランソワ。

　愁うれいをふくむ横顔には、悲劇のヒロインめいた悲愴感がある。それを眺めて、銀髪の幼なじみは『むーっ』と不服そうにうなる。なるほど。

　ハルはうなずいた。このふたりはこういう関係なのかと。

　どうやらルナ・フランソワ、野生の申し子であるアーシャと対照的な性格らしい。

「春はる賀がさん。今日は組織を──《S.A.U.R.U.》を代表して、お話をしに来たの。テーマはずばり、あなたとの契約改定について」

「契約って、もしかして僕と《S.A.U.R.U.》の？」

　いきなりルナ・フランソワに話を振られて、ハルはきょとんとした。

　現在、《S.A.U.R.U.》との関係はシンプルだ。守秘義務がある以外は、仕事一件ごとに短期の契約を結ぶくらい。会社組織でいえば契約社員のようなものだ。

「ええ。春はる賀がさんは今、きわめて特殊な立場にあるでしょう？」

「まあ、妙な文字とか持たされているしねえ……」

「そこを踏まえて、契約金・複数年契約・高額年俸・特別待遇といった条件を話し合う準備ができているの。ややこしくなりそうだから、新しん都と行政府をはじめとする日本の各方面を黙らせる根まわしもすませたし、落ち着いてお話しできるはずよ」

「もしかして、支局長の肩書きはそういうことをやりやすくするため？」

「ふふふ。そこはご想像におまかせします」

　必要以上におっとりした笑顔が、逆に疑惑を裏付けてくれる。

　ハルは納得した。不思議だったのだ。ガラドとの戦闘から約半月、《S.A.U.R.U.サウル》からも新都の要人からもコンタクトは一切なかった。おかげで、雑用や羽は純ずみとのつきあいに専念できていたのだが──裏ではさまざまに駆け引きがあったのだろう。

　そのあたりが一段落ついたから、ルナ・フランソワは出てきたのではないか。

「もちろん、すぐに契約書を持ってきて『サインしましょう♪』という話じゃないの。とりあえず、今はさわりだけ。あなたには、手に入れた力を手みやげに各国の対ドラゴン機関と交渉する選択肢だってあるのだし」

「選択肢かあ」

「あとはドラゴンさえも撃ち殺す力を活いかして、世界征服をめざしてみるとか」

「その発想はさすがになかったよ」

「ふふふ。つまり、それ以外はすでに検討ずみなのね」

「…………」

「ま、そういう一切合切と縁を切って、世捨て人になる自由だってあるでしょうし。それはあなた自身が決めること。でも、なるべく魅力的な選択肢になる準備が《S.A.U.R.U.》にあることを、今夜は伝えに来たの」

　という内容を、ウインクと共に告げるルナ・フランソワだった。



「じゃあ、その人が今、関東地方の《S.A.U.R.U.》でいちばんえらいの？」

「そのうち新しい支局長が就任するだろうけどね。たぶん、ミス・グレゴリーの意向には絶対さからわないような」

　胡こ月げつ学がく園えんの校庭でルナ・フランソワ・グレゴリーと出会った翌日。

　この日の放課後、ハルは寄り道せずにまっすぐ帰宅した。今日は本を読みこむ予定なので、羽純もいない。しかし夕方、織おり姫ひめがひとりで訪ねてきたのだ。

　私服に着替えていた同級生を、居間に迎えいれての会話だった。

　ちなみに、織姫は裾のあたりがふんわり広がった白のブラウスに、ライトグレーのパンツというシンプルな服装だ。が、もとがいいので十分見ばえがする。プロのモデルが大手量販店のありふれた服を美しく着こなすのと同じ理屈だった。

「ところで十じゆう條じよう地じ、今日は何で僕の家に？」

「それって秘密結社の人事情報より先に話すことだと思うけど、まあいいわ」

　さりげなくハルの社会性に注文をつけてから、織おり姫ひめは紙の手提げ袋をテーブルに置く。そういえば、玄関に入ったときから持っていた。

「はい、これ。大げさによろこんでくれると、提供者としてはうれしいわね」

「山吹色のモナカとか？」

「はずれ。ただの差し入れよ。作ったのはうちの家事を手伝ってくれている山やま本もとのおばさんと、このわたし。割合は半々くらい」

　織姫が手提げから出したのは、いくつかのタッパだった。

　開けてみてと視線でうながされたので、ハルはそうしてみた。中身はタコと大根とがんもどきの煮物、卵焼き、きんぴらごぼう、佃つくだ煮に、たくわん、おにぎりといった、全体的に渋めな献立の料理たちだった。

「ほとんど作り置きしてあったのを持ってきただけだから、遠慮しないで受け取って、きちんと栄養補給してね。おねがいよ」

「これは本当にありがたいけど、どうして急に……？」

　突然の親切をいぶかしんでから、ハルはハッとした。

「まさか十條地。このところすっかり距離が縮まった僕にほのかな恋心を感じていて、その乙女心から僕の健康面を心配しているんじゃ──!?」

「ば、バカ言わないで！　これはあくまでお友達として気を遣ったの！」

「なんだ、やっぱりそうか。残念だよ」

「…………」

「あれ？　何かまずいこと言ったかな、僕は？」

「ううん、べつに。春はる賀がくんはいつもどおり平常運転よ」

　織姫がすこしだけ不服そうに見えたのだが、本人いわくちがうらしい。

　この問題を突きつめる必要はなさそうなので、ハルはがんもどきを指でつまみ、口に運んでみた。噛かみしめると煮汁が染み出てきて、しみじみと美う味まい。

「うん、すごく美お味いしいよ。ありがとう」

「そんなコメントじゃ、グルメ番組への出演は無理そうね。でも、気に入ってもらえてよかったわ。ここでお世辞を言える要領のよさ、春賀くんにはなさそうだし」

「…………」

「あのね。一応、形だけでも否定しておいた方がいいと思うの」

「たしかにそうかも。ところで、あらためて訊きくけど、どうして急に差し入れを？」

「だって春はる賀がくん、昨日言ってたじゃない。ファミレスのものすごくしょっぱいハンバーグを食べながら『ひさしぶりにまともなものを食べたな』って、ぼそっと」

「そういえば、言ったかもねえ」

「参考までに訊きくけど、一昨日の晩ご飯は何を食べたの？」

「ちょうどそこに置いてある、コンビニで買った食パン。袋を開けたら、焼かずにそのままパクッと。たしか二枚は食べたかな？」

　ハルはいそがしいと食欲が落ちる性分だった。

　最近、学食でもうどんやラーメンなどの麺料理を一杯だけ頼むことが多く、昨夜の和風ハンバーグ御膳はひさしぶりに食べた『まともなもの』だった。

　一方、今の告白を聞いて、織おり姫ひめはため息まじりにつぶやいた。

「想像を遥はるかに下まわるいいかげんさだわ……」

「いやいや。日本の食パンはクリームや塩も入ってるから、これで結構いけるんだ」

「春賀くんとアーシャさん、足して三で割るとちょうどよさそうね……。そんな食生活じゃ、やっぱり差し入れして正解だったわ」

「気を遣わせたみたいで、申し訳ない」

「べつにそれはいいの、お友達なんだし。でも春賀くん。羽は純ずみから聞いたけど、最近いろいろやっていて、夜もあまり寝てないんでしょう？　体にだけは気をつけてね」

「…………」

　いきなり言われて、ハルは返答に困った。長くひとりで暮らしてきたため、この手の問題で心配されることに慣れていないのだ。

　対して織姫は、そんな困惑を読み取ったかのようにあっさり話題を変える。

「わたし、最近アーシャさんと春賀くんのちがいがわかってきたのよね」

「ちがいだって？」

「ええ。アーシャさんって、実は行き当たりばったりな人でしょう？　割と出たとこ勝負というか、すごく臨機応変な感じで」

「ああ……ついに気づいちゃったか」

　戦闘の局面では常に冷静沈着で、きびきびと指示を出すアーシャ。

　しかし、大局を深く考えるかというと、実はそうでもない。幼なじみの信条は『戦闘は生き物』『一〇分先のことは一〇分後に考える』。ひとりの戦士、実戦部隊の隊長としては得がたい資質だが、軍師にはなれない人材である。

「アーシャがすごいのは、あれできちんと最適解をはじき出すところでね。まさに野生の勘というか、誰だれも真ま似ねできない天才の直感というか」

「で、春賀くんは意外なくらい準備とか仕込みをさぼらないわよね」

「そうかい？　僕はできれば、いつもラクしたいと思ってるよ」

　さらりと織おり姫ひめに言われて、ハルは肩をすくめた。

　地道な仕込み作業が好きというほどの裏方志向はなく、できればアリよりもキリギリスでいたい性分である。しかし、織姫はかまわずに続けた。

「何をやっているかは知らないけど、とにかく栄養補給と睡眠には注意して。わたしだけじゃなくて、羽は純ずみだって気にしてるんだから」

「…………」

「そうだ。か具ぐ土つちさんにお手伝いを頼んでみるとかは？」

　織姫の提案を聞いて、ハルは右手に『魔道の杖』を呼び出した。

　黄金の装飾でいろどられた鋼の魔銃。最近はある夢を幾度も見せて、ハルに警告をよこしていたカスタムウェポンだ。

「って勧められたけど、あんたの方はどうだい？」

　銃身を撫なでながら、精神集中する。

　杖の導きにまかせて、霊気を探るためだ。──いた。居間の片隅にわだかまる、人ならざる者の気。元ドラゴンの女王、悪魔を自称する幼女の気配だった。

　こちらの探知に気づいたのだろう。

　気がゆらめき、居間の隅に紅あかい和服をまとう童女が顕あらわれた。

「ふん。最近、妙なことをはじめているようだな」

　火ひ之のか具ぐ土つちはあいかわらずの尊大さで、突き放すように言った。

「ならば逆に訊きこう。妾わらわの情けを請うつもりがおまえにはあるのか？」

「あるかなしかで言えば、なしだね。思い出した頃に手伝いに来て、手間賃も請求しない自称悪魔だろ。あとが怖くて頼みごともできない。でも──」

　ちょうどいい機会なので呼び出した亡霊へ、ハルは水を向ける。

「ひとつだけ確認してみたいことはあるかな」

「何だ？　気が向けば、答えてやらんでもないぞ」

「あんたと僕は、新しん木き場ばにあった『魔女の館』で出会った。もしかして、あれには偶然以外の要素もからんでいるんじゃないか？」

「ほう」

「誤解を恐れずに言えば、出会うべくして出会った──みたいな」

「柄がらにもなく、夢のようなことを言う。運命の出会いでも信じたくなったか？」

「まさか。それを言うなら論理的必然ってやつだよ」

　火之具土は答えず、『ふっ』と冷笑して姿を消した。

　ハルはうなずいた。返答をぼかした時点で、逆に答えがわかる。

「ありがとう、十じゆう條じよう地じ。あいつのことを思い出させてくれたおかげで、自分のやっていることにすこし自信が持てたよ」

「い、今ので何かがわかったの？」

　織おり姫ひめがきょとんとしたときだった。

　彼女のバッグのなかで、携帯端末が着信をメロディで報せはじめた。持ち主がすぐに取り出すと、液晶には若い女性の顔が表示されていた。

　ハルの知り合いでもある《S.A.U.R.U.サウル》術じゆつ務む顧問、柊ひいらぎ友ゆ加か里りの画像だ。

「十じゆう條じよう地じです。どうかしたの、友加里さん？」

『例によって悪いニュースよ。今、織姫さんはどこにいるの？』

「春はる賀がくんのうちにいるところ」

　スピーカーモードにして携帯をテーブルに置き、織姫が応答する。電話回線の向こうで、柊さんが『……』と沈黙するのがわかった。

『晴はる臣おみくん、もしかしてついに思春期のめざめが来て、織姫さんにアプローチをかけているとか……？　お姉さん、なんだか感無量だわ……』

「何に感動しているのかは知りませんが、ひとつ訊きいてもいいですか？」

　ハルが口をはさむと、柊さんは『え、ええ』と答えた。

「《S.A.U.R.U.》の人事だけど、次の関東支局長はやっぱり柊さん？」

『──!?　どこからそれを聞いたの!?』

「単なる思いつきです。最近ミス・グレゴリーと仲がいいって見けん城じようさんから聞いたんで、かまをかけてみました。正解で、むしろこっちが驚いてますよ」

『まあ、お察しのとおり彼女のひも付きなのよね』

　さばさばと言ってから、柊さんはため息をついた。

『月給がぐんと上がるのはいいけど、気軽に現場まわりもできなくなるから、痛いたし痒かゆしだわ。それより悪いニュースの続き、いいかしら？　まもなく東京湾内にラプトルの群れが侵入してくるわ。その数は推定──二〇〇体以上』

　三ケタ以上！　ハルと織姫は顔を見合わせた。地上に飛来して“〝Dragon strike”〟するラプトルの群れは、二〇匹未満というのが通例なのだ。

「規模もびっくりですけど……。それだけの数が本土に接近するの、自衛隊や環太平洋防衛機構ＴＰＤＯはどうして見過ごしたんですか？」

　実はある答えを想定していたのだが、あえて確認してみる。

　はたして、ハルの予測どおりの返答が返ってきた。

『原因は不明。ただ索敵を妨害するため、上位種がなんらかの魔術を使った可能性はきわめて高い──。関係者の意見は一致しているわ』

　さらに、柊さんは付け足した。

『実は晴臣くんとも連絡を取るつもりだったの。ミス・グレゴリーからの伝言。──よかったら、“〝お友達”〟の戦いぶりを見守るために同行してもらえないかって』

　三ケタ以上のラプトルに、予測されるドラゴン上位種の介在。

　どうやら、ハルたちの猶予期間は終わりを迎えつつあるようだった。
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　かすかに空気が焦げくさい。

　パヴェル・ガラドは大気にまざる焔ほのおの気配を感じ取った。

　それもただの焔ではない。竜族が身中に秘め、吐き散らす──その焔の臭気だ。まさか、同族がこの地にひそんでいるのか？

　ガラドは周囲を鋭い視線で見まわした。人間の街である。海にも近い。

　そう──。

　竜族のガラドは知らないが、ここは東京新しん都との江え戸ど川がわ区、か西さいの住宅地。

　広い四車線の道路沿いに歩道を歩いていたのであった。

「むう……」

　閑静な住宅街。人と車の往来もすくなく、竜らしき影は皆無。

　だが、気を抜かない。今の彼は追われる身。竜王ならざる竜りゆう弑ごろしの継承者は『僭主』と呼ばれ、同じ竜族からも目の仇かたきにされる。遭遇は避けたかった。

　もっとも、彼の正体に気づく同族もめったにいないだろうが……。

　白銀の巨竜であったパヴェル・ガラド。しかし、今は人間の青年に化けている。

　人間の街に隠れ、雌伏するためだ。黒の開襟シャツやチノパンなど、人間の衣類や靴を身につけてさえいる。いたずらに目立たないよう、自分と似たような体格の男を《催眠》で眠らせ、略奪した品だ。だというのに──

「またか」

　歳若い少女の視線に気づいて、ガラドは眉をひそめた。目立たないための変身だというのに、なぜか注目を集めてしまう。特に、若い人間女性から。

　──実のところ、理由はかんたんだった。

　彼の変身体は銀髪で長身、しかも白はく皙せきの美青年。

　やたらと目立つうえに女性の注目を集めやすい容姿なのだ。

　だが、そのような理屈、竜族の勇者には想像の範囲外である。ガラドは弱った体に鞭むち打うって、足を速めた。これだけで息が切れ、心臓──いや、心しん金がねがずきずきと痛む。

「あの娘、ここに竜りゆう弑ごろしがあると気づいているのか……？」

　そばを通りすぎたのに、少女はガラドの背中を目で追っていた。

　そのしつこさがバカげた夢想を呼び込む。右みぎ掌てに宿る《剣けんの秘ひ文も字じ》こそが竜族に狙われる理由なのだ。

　ドラゴン上じよう位い種しゆは竜弑しの力を求めてやまない。

　もし彼らが『剣』のありかを知ったら──ガラドを殺すか、その右手だけでも奪おうとするだろう。そして魔術の儀式を行い、竜弑しの《移植》を試みるはず。

　成功率四割を切る、むずかしい術だと聞いてはいるが……。

　それをまぬがれたいのなら、この地を速やかに離れるべきではあった。

「しかし、今はこの都を離れるわけにはいかぬ……」

　ガラドは歯は噛がみしつつ、西の空を見つめる。

　遠くに旧東京租そ借しやく地ちの街並みを望むことができる。ひときわ存在感を放っているのは、高さ一〇〇〇メートルを超す純黒の三角柱だ。

　人類がモノリス、竜族が《楔くさび》と呼ぶ巨大建造物だった。

「この都に満ちる瘴しよう気きがなければ、こうして歩きまわることも、術を使うことさえもかなわぬ体なのだから……」

　このときだった。街中のスピーカーがアナウンスを放送しはじめた。

『緊急避難勧告が発令されました。東京湾上空に小型種ドラゴンが侵入しています。区民のみなさま、落ち着いて所定の避難場所に──』

「ドラゴン……竜の種族を意味する言葉だったな」

　女性の声によるアナウンスは何度も何度も繰りかえされる。

　周囲も騒がしくなってきた。道行く車の何台かはいきなりスピードを速める。

　それとは逆に車を路肩に寄せてしまい、徒歩で避難をはじめる人々も多い。この先、渋滞が起きる可能性を危き惧ぐしたのだ。

　また、住宅街の家々やビル、集合住宅などからも大勢の人が出てきた。

　定期的に行われる避難訓練のおかげで、どこに逃げればいいかを熟知した地元の人々。迷いのない足取りで、しかも足早に同じ方角へ向かっていく。

　ドラゴン到来に慣れた時代の人々である。

　いたずらに取り乱すことなく、むしろ整然と避難している。

　幼稚園から出てきた子供たちですら、先生におとなしく引率されていた。

　──そうやって最寄りの小学校などへ身を寄せて、二、三時間を過ごしたあたりで避難勧告が解除され、めいめいの場所にもどっていく──。

　ガラドは知らないが、ラプトルの飛来した土地ではよく見られる光景だった。

　近隣住民が一時退避している間に、守護者である『蛇』がラプトルどもを撃破し、人々の脅威を取り除くのだ。しかし、そうした予定調和もいつかは崩れるもの──。

　この土地の場合、それが今日だった。

　ガアアアアアァァァァァァァアアアアアアアアッ！

　住宅街の上空にラプトルが一匹、高らかに咆ほう哮こうしながら飛んできた。

「きゃああああああああああっ！」

　ひとりの女性が絶叫した瞬間、人々はパニックを起こした。

　我先にと走り出し、逃げまどい、あるいは出遅れてオロオロする。

　誰だれかが誰かを突き飛ばしても、誰かが転んでいても、誰かが誰かを踏みつけても、もはや気にする余裕はない。

　幼稚園の制服を着た子供たちは泣き叫び、先生たちが必死になだめようとする。

　一方、人間どもの混乱など気にせず、ラプトルが降下してきた。

　雑居ビルの屋上に降り立ち、青白い火を吐き散らす。一回、二回、そして三回と、立てつづけに。住宅街はあっという間に火の海と化した。

　その猛火をビルから見おろし、ラプトルは高らかに遠とお吠ぼえする。

　ガアアアアアァァァァァァァアアアアアアアアッ！

　破壊のよろこびを満まん喫きつしているのだ。そして、眼下で動く命をことごとく殺傷しようという嗜し虐ぎやくの意思に満ちている。

　ちっ。ガラドは舌打ちした。羽トカゲの標的に己も入っていると悟ったのだ。

　今の弱った体には、何より戦闘が最大の負担になるというのに──！

　それでも口元に浮かぶ微笑を抑え切れない。

　柄がらにもない潜伏と変装の生活続きで鬱うつ憤ぷんがたまっていたのだ。

　ひさしぶりに闘争を堪能できる。ガラドは右手を胸に当て、弱り切った心しん金がねから魔力を引き出した。ずきずきと胸の奥が痛む。

　心臓を錐きりで抉えぐられれば、人間でも同じ痛みを味わえるかもしれない。

「ハボネスよ、わたしの前に現れた不幸を呪うがいい！」

　叫んだ瞬間、ガラドは右みぎ掌てをラプトルに向けた。

　この掌しようから閃せん光こうが放たれる。光は『』を三つ連ねたルーン文字──《剣けんの秘ひ文も字じ》の形をしていた。竜りゆう弑ごろしの文字を光線として射出したのだ。

　剣のルーンはあやまたず翼竜の胸を貫いた。

　その一撃で、悲鳴すらあげないままラプトルはあっさりと絶命。すぐに石化し、雑居ビルの屋上で物言わぬ彫像と化す。

　竜族にとって、骸むくろの石化は人間でいう死後硬直に当たる。

　勝利を得てガラドは微笑ほほえみ、しかし、心臓の痛みに耐えきれず、膝をついた。

「それにしても、今回の羽トカゲどもは並の数ではなさそうだな……」

　はあはあと息を荒げながらも、ガラドはつぶやく。

　海の方角から流れてくる風。そこに焔ほのお──荒ぶるハボネスたちの匂いが異常なほど濃厚にまざっている。そちらで激戦が繰りひろげられているにちがいない。

　そのことを確信しつつ、ガラドは「くっ！」とうめいた。

　意識が遠くなっていく。こんな体で《剣の秘文字》を使った代償だった。
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　ハルの自宅は墨すみ田だ区の業なり平ひら橋ばし。最寄りのヘリポートは、災害時にそなえて隅すみ田だ川がわの岸辺に造られたものだった。

　織おり姫ひめといっしょにそちらへ向かい、迎えにきたヘリに乗せてもらった。

　所属は海上自衛隊なのだろう。掃そう海かい作業用の大型ヘリだった。機体の空きスペースは物資を積むためのものである。ゲストといえども腰かけるのはバスの補助席まがいの小さなシートだった。

　そちらにすわり、数少ない貨物となったハルと織姫。

　プロペラの轟ごう音おんと共にヘリは快速で飛び、ついに目的地に到着となる。

　東京湾内、羽はね田だ沖──。羽田空港から、ほんの十数キロという沖合だった。

　ハルは隣にすわる織姫を見た。ここまでの飛行中、新米魔女はずっと目をつぶり、精神集中していた。織姫は《幽体結合アストラル・リンク》の魔術を使い、遠隔操作でパートナーの悪あく路ろ王おうを現地入りさせたのだ。

　一キロほど先では、三桁もの竜を相手に白き狐こ狼ろうが空戦を繰りひろげている。

　尚なお、この羽田沖に羽は純ずみと水み無な月づきはいない。

　彼女たちは新しん都と沿岸で待機し、ラプトルを水際でたたく構えなのである。

「十じゆう條じよう地じ。そろそろ遠隔操作を解いてもいい頃だ」

「う、うん……」

　ささやきかけると、小声の返事がかえってきた。《幽体結合アストラル・リンク》を使うため、深く精神集中トランスしすぎたのだ。

　その間にヘリは高度を下げ、大型護衛艦の甲板に着陸する。

　排水量にして一万五千トン級の艦である。何機ものヘリがスムーズに離着陸できるよう、甲板が広い。近くにいた海自の隊員がふたり、この機体に駆けよってくる。

　外から扉を開けてもらったので、ハルは織おり姫ひめの手を引いてヘリから降りた。

　織姫はゆっくりと顔を上げ、護衛艦の甲板から空戦の様相をぼんやりと眺める。

「悪あく路ろ王おう……？」

　織姫のパートナーは力強く躍動していた。

　九尾の狐狼、悪路王。その美しい毛皮は白色だが、光を浴びると赤く反射する。

　悪路王は大気のなかを泳ぐように、軽やかに飛ひ翔しようしている。このときはまっすぐ一直線に飛んで、とあるラプトルの頸くびに喰くらいついていた。

　小型種ともいわれる敵ラプトルたち。その体長は七メートル前後である。

　対して、悪路王をはじめとするリヴァイアサンたちの体格は倍近い。取っ組み合いになれば、ラプトルに勝てる道理はなかった。

　悪路王の強きよう靱じんで巨大な顎は、ラプトルのかぼそい頸をたやすく噛かみ砕くだく。

　だが、ラプトルたちの数は二〇〇匹以上と概算されている。この調子で一匹ずつ倒していっても追いつかない。

　悪路王を無視して東京方面へ飛んでいくラプトルもすくなくなかった。

　それらをたたくため、自衛隊と環太平洋防衛機構ＴＰＤＯに所属する戦闘機の編隊が空を駆けまわり、迎撃艦隊が海から砲火を放つ。

　乱戦の場と化していた羽田沖を見わたして、織姫のまなざしが鋭くなった。

　意識がはっきりしてきたのだろう。すぐに叫ぶ。

「悪路王！　火の魔法を使って、敵をみんな蹴散らして！」

　盟約者の声に、悪路王は咆ほう哮こうで応える。

　クオオオオオォォォォォオオオオオオオンンンンッ！

　天翔ける白き狐狼の全身が激しく燃えあがり、紅ぐ蓮れんの焔ほのおにつつまれた。

　焔はそのまま花火のように爆散し、悪路王の上下左右の全てを灼やき尽くすべく、散り散りに飛んでいく。《火》の疑似神格を行使したのだ。

　悪あく路ろ王おうが生み出した散弾は、火の粉となって降りそそいだ。

　これをひとつでも浴びたラプトルはすぐさま爆炎につつまれ、全身をたいまつのように燃やしながら東京湾へ墜落していく。

　あざやかな集団殲せん滅めつ。だが倒したのは三、四〇匹。全滅にはまだまだ遠い。

「春はる賀がくん、今度は『弓』の力を使わせて。もう一度やってみるわ！」

「ああ、わかった！」

　半月ぶりに《弓の秘ひ文も字じ》で疑似神格を強化し、屠と竜りゆうの銃撃を放つ──。

　織おり姫ひめとハルはうなずき合う。しかし、うしろから声をかけられた。

「大丈夫です。秘文字を使う必要はまだないと思います」

「アーシャさん!?」

　振りかえると、うしろにアーシャが来ていた。

　学園の制服の上に軍用パーカーをひっかけた、最近おなじみの格好だ。幼なじみはちらりと視線を横に動かす。その先には──もうひとり魔マ女ギがいた。

　ちょうど甲板に着陸したばかりの哨しよう戒かい用ヘリ。

　まだプロペラもゆっくり回転中で、止まりきってない。その機内からルナ・フランソワ・グレゴリーが軽やかな身のこなしで降りてきたのだ。

　まるでスキップでも踏むような足取りで、『たたん』と甲板に降り立つ。

　ハルたちの視線に気づき、微笑して、小さく手まで振る。

　余裕のたたずまい。ひらひらした黒のワンピース姿とあいまって、ピクニックに来たお嬢さまのようだった。しかし、その細身ながら十分に女性らしく成熟した肢体には、特級魔女マスターマギとしての揺るぎない自信も充みち満みちていた。

「織姫さん。手負いでも死にかけでもない特級マスタークラスの『蛇』がどれだけの力を使うか──よく見ていてください。性格と性根に大きな問題をかかえていますけど、魔女としてのルナはとんでもない逸材なんです」

「あの人がルナさん……？」

　ハルたちが見守る前で、ルナ・フランソワは高らかに召喚の歌を謡う。

「星よ！　私の魔法使いを虹の向こうから連れてきて！」

　護衛艦の甲板上に、巨大な獣が実在化していく。

　それは体長十数メートルのライオンだった。悪路王に勝るとも劣らない体格で、みごとな鬣たてがみだった。毛皮の色がだいぶオレンジがかっている。

　しかも、その右肩からは──緑色のドラゴンの頭部が生えていた。

　さらに左肩からは、黒い山羊の頭部まで！

　おまけに、尻尾は黒い蛇の形状である。生きた蛇さながらに鎌首をもたげていた。

「あれがグリンダ……ミス・グレゴリーの『蛇』か！」

　欧州最強だった蒼あおきルサールカとならぶ、環太平洋エリアの撃墜王。

　ハルはうわさを思い出した。アーシャの相棒は《水》と《月》の疑似神格を持つ、貴重な二重属性のリヴァイアサン。“〝南の善よき魔女”〟グリンダも同じだった。

　その属性は《幻影》と、そして──

「グリンダ、あなたの魔法をみんなに見せてあげなさい」

　指示されるや否や、三つの頭部を持つ『蛇』は口三つを全て使って啼なく。

　ルォォォォォォォォォォォォォォォォォ…………。

　直後、グリンダとハルたちが便乗する護衛艦の上空に魔方陣が顕あらわれた。中央に破邪の五ご芒ぼう星せいを記し、その周囲を複雑な文様でいろどり、円で囲っている。

　そして、この魔方陣は禍まが々まがしい黒の光で描かれていた。

　これを見て、護衛艦の甲板でアーシャがすかさず指示を出す。

「織おり姫ひめさん、悪あく路ろ王おうをさがらせてください！　危険です！」

「わ、わかったわ！」

　見あげれば、上空から戦闘機──味方の機体はすでに消えていた。

　悪路王が疑似神格を使ったときに待避していったのだ。『蛇』たちが心置きなく広域攻撃を放てるように。また、巻き添えを食わないように。

　九尾の狐こ狼ろうもそれにならい、黒の魔方陣の近くから撤退した直後。

「蹴散らして！」

　ルナ・フランソワが指示した。

　すると魔方陣はいきなりふくれあがり、球状に膨張をはじめ、直径にして一キロほどもあろう巨大な球体になってしまう。

　そのなかに囚とらわれたラプトルたちは、まちがいなく一〇〇匹以上──。

「Gravity Control!」

　ルナが高らかに叫ぶと、黒い球体はきれいに消滅する。

　そこからはあっけなかった。内部に囚われていた全てのラプトルがぼろぼろと東京湾に墜落していったのである。しかし、翼竜たちの肉体は無惨なほど損傷していた。

　翼・頸くび・四肢・胴体・背骨・尾──。

　肉体のあらゆる部位がことごとく折られ、ねじ曲げられ、強引にたたまれ、さらには真っ平らにつぶされていたのである。

　グリンダの疑似神格《重力》があたえたダメージだった。

　獅し子し型リヴァイアサンは超重力を加えて、ドラゴンどもを“〝圧殺”〟したのだ！

「重力操作……話には聞いてたけど、とんでもないな」

「私とルサールカは美しく戦うのが信条ですけど、ルナたちはゴリゴリのパワー系なんです。なのに、人のこと野蛮だなんだとしょっちゅう誹ひ謗ぼうして……」

「春はる賀がくん、まだ敵が残っているわ。わたしたちもやっちゃいましょう！」

　アーシャのつぶやきにつっこむべきか、ハルは迷っていたのだが。

　織おり姫ひめに誘われたので、忘れることにした。上空に残るラプトルの数は四、五〇体。そして、この連中を操るドラゴン上位種がどこかにひそんでいるはず。

　隠れた竜を『弓』に狙撃させてみるか──。

　算段しながら、ハルはひとまず魔銃を呼ぼうとした。

（今は……よせ）

　不意にささやき声を聞いて、「え？」と中断する。

　火ひ之のか具ぐ土つちの思念だった。なぜ、こんな忠告を？　ハルがいぶかしんだ瞬間、予期せぬ現象が起きた。右みぎ掌てに《弓の秘ひ文も字じ》が浮かびあがったのだ。

　弓の竜りゆう弑ごろしが何を告げたいのか、ハルは直感した。

　対を成なす武具がすぐ近くまで来ている──。まちがいない。

（世をはかなんで自害したいのなら止めんがな。いたずらに『杖』を呼び、あやつを刺激することもあるまい。あの娘、おまえの百倍はケンカ好きだぞ……）

　火之具土の声を聞きながら、ハルはふたたび空を見あげた。

　降りてくる。空の彼方かなたより、黄金の光が降下してくる。最初は小さな点としか見えなかったが、どんどん大きくなっていく。

「あ、あれって何……？」

　織姫のささやきは、その場にいる全ての人間が抱いた思いだろう。

　今日はよく晴れていた。青空に浮かぶ少量の雲を蹴散らして、黄金の光──否、おそろしく巨大な生き物が流星のごとく東京湾に落下してくる。

　それは端的に言えば、全長一〇〇メートルの超巨大なカメであった。

　しかも、大亀のすさまじい巨体は金色の光につつまれていた。こんな破格の生き物が東京湾に降下してきたのである。

　最初に光が見えてから、ここまでわずか数分。かなりの降下速度だ。

　が、黄金の亀型巨大生物は海面が近づくにつれて、おそろしいほどのなめらかさで減速してみせる。そのまま東京湾へ静かに着水してしまう。

　超巨体でありながら、とんでもなく器用な空中機動だった。

「あ、あれもやっぱりドラゴンなの!?」

「その可能性はあります。魔術を使うなどして、ドラゴン上位種が特異な形状に変身した例も報告されていますし。ただ──」

「ただ、あの大きさと魔力の強さはちょっと途方もないわよねえ……」

　経験の浅い織姫にアーシャが答えている。その横にいつのまにか来ていたルナ・フランソワも口をはさんだ。ふたりの特級認定者マスタークラスは目配せを交わした。

「もしかして、うわさに聞く竜王カエサル級の到来なのかしら？」

「紅あかきハンニバル、黒の雷帝……地上最強のドラゴンたちですね」

「その予想、半分あたりで半分はずれだよ」

　ハルがつぶやくと、三人の魔女はハッとした。

　そのとき、黄金の光が消えた。空に浮かぶ亀型怪生物を取りまいていた光だ。今、巨大な体表と甲羅の色は緑がかった黒だった。

　漆黒の大亀は奇しくもこちらの護衛艦の近くに着水していた。

　数十メートルしか離れていない。間近で見る大亀の面つら構がまえには、怪獣と呼ぶにふさわしい威厳と神々しさがあった。

　そして、亀の広大な額の上には黒髪の少女がいた。

　白いワンピースをまとい、悠々と腕組みし、仁王立ちしている。雪の精にも似た可か憐れんさと静せい謐ひつな美を彼女の上に見いだすことができた。

　しかし、ハルは美少女を指さして、仲間たちに警告した。

「僕の秘ひ文も字じと杖が言うには、竜王はあっち──女の子の方らしい」

　空では生き残ったラプトルたちがけたたましく咆ほう哮こうしていた。

　種族の頂点たる王の降臨を感じ取り、おびえ、所在なく飛びまわっているのだ。

「あのバカでっかいカメは彼女の眷けん属ぞく……ただの手下だってさ……」
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「あれが竜王って──人間の格好をしていますよ!?」

　一同を代表するように、アーシャが最大の疑問を叫ぶ。

　だが、ハルが何か答える前に、眷けん属ぞくの額で仁王立ちする少女は動きを見せた。ラプトルたちがけたたましい空へ、険しい視線を投げたのである。

「羽トカゲどもがぎゃあぎゃあとうるさい……」

　美少女の唇で不機嫌につぶやいてから、鋭く一喝する。

「どこの何者が飼い主かは知らぬが控えろ。雪ゆき風かぜの前より失うせるがいい！」

　効き目はすさまじかった。

　少女の一声に打たれて、数十匹のラプトルたちが蜘く蛛もの子を散らすように飛び去っていったのである。めざす方角はバラバラ、全力の飛ひ翔しようであり、逃走だった。

「……アーシャ、感じた？　ただ叱っただけなのに──」

「……はい。群れを支配していた魔力がきれいに消し飛びました」

　今の一幕を見て、アーシャとルナ・フランソワがささやき合った。

　そして、竜王の肩書きを疑うようなことをもう口にしない。さすが特級魔女マスターマギたち、理屈ではなく己の感覚であの少女──雪風の破天荒さを悟ったのだ。

　また、織おり姫ひめは愕がく然ぜんとつぶやいていた。

「ねえ春はる賀がくん、あの子……すこしか具ぐ土つちさんに似てない？」

「ああ、見た目っていうか雰囲気がね。どっちも女王様だからかな……」

　白と紅のドラゴン王が相打つ夢を思い出して、ハルは答える。

　あのなかで白き竜は『雪風の姫』と呼ばれていた。そして今、向こうにいる黒髪の美少女も雪風の名を口にした。やはり、同一の存在なのだろう。似ても似つかぬ外見・サイズだというのに──。

　一方、ラプトルが消えた空を眺めて、雪風の姫は満足げにうなずく。

　それは竜王である少女をやけに子供っぽく見せる、『してやったり』と言いたげな表情だった。火ひ之のか具ぐ土つちが見た目の割にまったく童女らしくないのと真逆だ。

「さて。次は飼い主の方だな」

　雪風の姫はちらりと東京湾の海面を眺めた。

「一度だけ言う。この雪風に叩こう頭とうするつもりがあるなら、出てくるがいい」

『竜王ギルダルたる御身に命じられた以上、否いやとは言えませんな』な』な』

　海を割って出てきたのは、奇怪な声と姿を持つバケモノだった。

　そのサイズと背格好はたしかにドラゴン上位種のそれ。しかし、骨だけであった。皮も肉も竜りゆう鱗りんもない。竜族の骨格だけスケルトンなのだ。

　しかも、彼の口が発する声は、地底から響いてくるようにエコーがかかっていた。

『いかにも、先ほどの羽トカゲどもはこの老いぼれの眷けん属ぞく。粗相があったことを深くお詫わび申し上げましょう』う』う』

　老いぼれ──。その意味をハルを察した。

　肉体の大部分はとっくに朽ち果て、白い骨しか残っていない。だというのに、いまだ生きながらえている老竜なのだろう。

　また、彼の体にも白骨でない部分があることに、ハルは気づいた。

　背中の両翼である。ここだけ鋼鉄製だった。鋼の翼なのだ。

（何かの魔術で延命したのかもしれませんね。声がおかしいのは、その副作用とか）

（とっくに死んでいるドラゴンを《死人使いネクロマンシー》の魔術で動かしている線はどう？　私、そちらに一〇〇ドル賭けようかしら）

（さすがルナ。考えることが悪趣味でえげつないですね）

（で、でも、骨だけだものね。たしかに棺かん桶おけから出てきたゾンビみたいだわ……）

　特級マスタークラスふたりのひそひそ話に、織おり姫ひめもぞっとした様子で加わる。

　その間にも、雪ゆき風かぜの姫は朗々と告げていた。

「長老よ。これより雪風はこの先にある島──日本国を版はん図ととする。おまえが同じ目的を持つのなら、死か逃走のいずれかを選ばせてやろう」

『ならば、第三の答え──臣従を』

「ほう、この雪風の走そう狗くになると？」

『御意。われら、かの地にて殺あやめたき獲物がございますれば』ば』ば』

　平然と日本侵略を宣言する雪風の姫に、白骨だけの老竜は臣従を願い出た。

　すると、姫は「ふん」と鼻で笑い、尊大につぶやいた。

「剣けんの文字を継承した銀竜か。まだあの都にひそんでいるようだからな」

『おっしゃるとおりにございます』す』す』

　剣を継承した銀竜──。ハルと織姫、アーシャは顔を見合わせた。

　それはつまりパヴェル・ガラドのこと。生きていたのか！

『かの僭主どの、かろうじて命をつないだとはいえ、身動きもままならぬ有様なのでございましょう。瘴しよう気きのうすい土地に身を移せば即座に弱り果て、拙つたない魔術すら使えぬほどに困窮するような──』』』

「まあ、そのようなところであろうな」

　姫が尊大にうなずくのを聞きながら、ハルは思い出した。

　火ひ之のか具ぐ土つちが語っていたことだ。旧東京租そ借しやく地ちのモノリスは成熟しつつあり、周辺地域の魔力を順調に活性化させている──と。

　そして、そうした土地にいなければならないほど、ガラドは弱っているのだ。

「そりゃあ、一回はちゃんと大爆発したもんな……」

　ハルのつぶやきをよそに、骨だけの老竜は嘆願を続けていた。

『あの者、何かの策を弄し、鼠ねずみのごとく地にもぐった模様。竜王たる御身に代わり、この老いぼれと羽トカゲどもが鼠狩りの役をつとめとうございます』す』す』

「まあ、たしかにそこを面倒くさく思っていたところだ」

　一五歳の美少女の顔で、雪ゆき風かぜの姫はくすりと微笑ほほえんだ。

　しかし、その笑みは可か憐れんというより美麗であり、少女というより武人めいている。このときハルはハッとした。

　悠々と、王者の威厳をもって老竜と対たい峙じする姫の姿──。

　そこに一瞬、あの白きドラゴン王の荘厳な雄姿が重なって見えたのだ。

「よかろう、許す。我が軍の先ぶれとして、つとめを果たせ」

『ありがたき御お言こと葉ば。このラ・エグゾス、忠義を尽くしましょう』う』う』

「では長老エグゾスよ。剣けんの継承者を上う手まくしとめることができた暁には──おまえが新たな剣の担い手となるつもりか？」

　姫がいたずらっぽく笑い、試すように言う。老竜はすかさず答えた。

『さて。竜りゆう弑ごろしの移植はむずかしいと聞きますが……。まあ、もし上手く事が運ぶのであれば──そのような仕儀になるのも悪くはないかと』と』と』

「ほう」

『その折には、王たる御身に叛はん逆ぎやくする許しもいただきとうございますな』な』な』

「ハ！　よかろう、許す。新たな僭主と成なり上がれるよう、せいぜい励め。そのやせ細った骨だけの体、粉々に打ち砕くのも一興だ！」

　老竜エグゾスがうやうやしく叛逆を願えば、姫は短く笑って受け入れる。

　なんとも戦闘種族らしい、非人間的なやりとり。まったく共感できない言葉の応酬にハルが眉をひそめたとき、やにわに雪風の姫が顔を上げた。

「では、次の次だ。……待たせたな、人間たちよ」

　つつましやかな胸を昂こう然ぜんとそらしながら、周囲をゆっくりと見まわす。

　彼女の視界には、この海に集う人類側の諸戦力がずらりとならんでいるだろう。

　いちばん近くにいるのは、ハルたちが乗る艦。それ以外にも二〇隻近い護衛艦、さらには木き更さら津づ・横よこ田た・硫い黄おう島じまなどの各基地から出撃した戦闘機の小隊が一〇組ほど。そして『蛇』である悪あく路ろ王おう、南の善よき魔女グリンダ──。

「おまえたちに竜王・雪風の姫が直々に声をかけてやる。心して聞くがいい」

　竜王の声は凜りんとしていたが、決して大きくはない。

　だというのに、魔力を帯びた声はハルたちの耳に問題なく届く。艦艇や戦闘機の内部にもまちがいなく届いているはずだ。

　この海に集う全ての人間へ、彼女は語りかけているのだから。

「おまえたちが住む日本国……東方の日ひ出いずる国くには近いうちに雪ゆき風かぜの版はん図ととなる。そのつもりで心得よ。民にもよく告げておけ」

　前にパヴェル・ガラドも似たような宣言をした。だが、姫の宣言はあれよりもだいぶ鷹おう揚ようかつ適当で──言いかえれば余裕に満ちていた。

　まちがいない。彼女はこういうことに慣れているのだ。

「手はじめに黒き楔くさびの立つ都、あのあたりからいただいていくとしよう」

　黒き楔。旧東京租そ借しやく地ちに立つモノリスのことだろう。

　火ひ之のか具ぐ土つちもあれを《楔》と呼んでいたはず。ハルは思い出した。

「まあ、適当に順序を入れかえていくかもしれんが、そこは許せ。我は──雪風の姫は気まぐれなのだ。尚なお、この覇業を成なし遂げる大将軍は、もちろんこの雪風。そして、今さっき第一の矢として、そこの長老を送りこむことが決まった」

　すでに日本占領を成し遂げたかのような口ぶりで、姫は悠々と告知する。

　その自信あふれる美貌には覇気だけでなく、ほのかに稚ち気きもあふれていて、それが彼女一流の魅力になっていることをハルは認めた。

「また、雪風の直臣である玄げん武ぶ王おうが控えていることも告げねばなるまい」

　ＧＯＡＨＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＴＨ……。

　雪風の姫を額に乗せる亀型巨大生物が低くうなる。それは咆ほう哮こうといえるほどの激しさではなかったが、地鳴りのように低く大きく轟とどろいた。

　この全長一〇〇メートルの黒き大亀が“〝玄武王”〟なのだ。

「以上、雪風からの布告だ。異論があれば、言葉ではなく武で示せ。力なき叛はん逆ぎやくに価値を認めぬのが竜王の流儀。それはこの雪風も例外ではない！」

　言うだけ言うと、雪風の姫はさっと右手を一振りした。

　すると、彼方かなたの空から流線型の白い板が目にも止まらぬ速さで飛んでくる。人間世界でいうサーフボードに似た代しろ物ものであった。

　姫はさっと跳躍し、巨大ガメ──玄武王の額より飛び降りる。

　そのまま海へ落ちる前に、飛来したサーフボードもどきの上に着地を決めた。

　白い流線型を見た瞬間、ハルの右みぎ掌てで《弓の秘ひ文も字じ》が熱くなる。ここに宿る魔銃が、あれも魔導の杖だと教えてくれた。

　あの未確認飛行物体もまた、『屠と竜りゆうの矢』の一部なのだと。

「さらばだ。雪風の名、ゆめ忘れるな。いずれおまえたちが主君と仰ぐ名だ！」

　高らかに言い放つ雪風の姫を乗せ、白き流線型は飛び去っていく。

　雲海の果てをめざすように、一直線に上昇していった。だが、姫が目の前からいなくなる寸前──ハルはぞくっとした。

　ほんの一瞬だけ、見られた気がしたのだ。雪ゆき風かぜの姫に。

　そして、このときの戦慄も振り払えないうちに、発言する者がいた。

『さて、ここからはわれらが語る番だ。先ほど白き姫が領有を告知した一帯、君たちが“〝とうきょう”〟と呼ぶ都でまちがいないな？』』』

　老竜ラ・エグゾスはドラゴンのくせに日本の地名を口にした。

　雪風の姫もそうだが、竜族にも人類側の事情に通じた者がちゃんといるのだ。

『われらはかの地にひそむ同族──《剣けんの秘ひ文も字じ》の所有者を狩るため、“〝とうきょう”〟を取りいそぎ占拠する。君たちには沈黙および無抵抗という形で協力を願いたい。これは決定事項である』る』る』

　しかも、老竜はこんなことまで要求してくるのであった。



　ハルたちが羽田沖で“〝竜王の軍勢”〟と対たい峙じしていた頃。

　白しら坂さか羽は純ずみは新しん木き場ばの埋め立て地にいた。迎撃と防衛のためである。

　襲来した敵の規模、交戦ポイントが羽田沖であることを考慮すれば、ここを突破してくるラプトルは必ず現れる。

　これをなるべく水際で撃墜すべく、海辺の埋め立て地で待機していたのだ。

　尚なお、同じ目的のために関東地方の自衛隊基地──木き更さら津づ、松まつ戸ど、習なら志し野の、大おお宮みや、朝あさ霞か、練ねり馬ま、品しな川がわ、横よこ須す賀か、横よこ田たなどから陸海空の各部隊が緊急出動し、防衛ラインの構築にあたっていた。だが戦闘力が抜きん出て高いのは、羽純のパートナーである。

　当然、いちばんの活躍を見せねばならないのだが。

「ま、ノリとしては『スイッチ押すだけのかんたんな仕事』と大差ない単純作業なんでね。気楽にやってくれてもかまわんよ？」

「そ、そういうわけにもいかないと思いますが……」

　現地で迎えてくれた見けん城じよう玄げん也やが適当なことを言うので、羽純はあわてたものだ。

　このあたり、いかにも《S.A.U.R.U.サウル》スタッフらしい悪ノリである。

　ともあれ、サポートに来てくれた警視庁機動隊の人員と見城らにかこまれながら、海辺の見晴らしがいい埠ふ頭とうで新生した水み無な月づきを呼び出した。

　そして、ついにもたらされたドラゴン到来の報せ。

　すぐに《見けん敵てき》と《空間把握》をたどたどしく使った。遠方にいる敵を見つける魔法と、地図を俯ふ瞰かんするように遠隔地の状況を把握する魔法だ。そしてラプトルが侵入したという土地に水無月を送りこみ、ひたすら遠隔戦闘を繰りかえさせた。

　羽純も、新生した水無月もかつてとはちがう。

　ラプトル相手に苦戦することもなく、各地で勝利を積みかさねていった。

　そこは見けん城じようが言ったとおり、『かんたん』だった。

　苦労したのは、むしろ魔法の使用である。また戦闘が一段落したとき、倒れこんでしまうほど羽は純ずみは疲労していた。

　東京新しん都と・神か奈な川がわ・千ち葉ばの沿岸部で水み無な月づきをひたすら転戦させた代償だった。

　もっとも、かつてのように点滴を必要とするほどの消耗はない。そこはわずかながら、以前よりも成長した点ではあるのだが──。

　ぐったりと横たわりながら、羽純はしゅんとしていた。

　警視庁のパトカーを見城が借り、助手席を倒して寝かせてくれたのだ。

「わたしがもっと上う手まくできていたら、もうすこし被害も小さくなったのかな……」

　水無月を送りこんだ先で、必ず破壊された市街を目撃した。

　ラプトルに侵入された時点で、被害は絶対に出る。これはどうしようもない。

　また例の秘ひ文も字じがあったとしても、今日の結果は変わらなかったはず。遠隔戦闘で苦労した理由は、魔女としての力量不足にあるのだから……。

　どうしようもないことだと、頭ではわかっている。だが、それでも──。

　ため息をこぼした瞬間、不意に羽純は感じた。リヴァイアサンの加護がまわりに展開されたのだ。悪あしき魔力を退けるために。

「ど、どうしたの、水無月……!?」

　相方の『蛇』が気を利かせてくれたらしい。羽純はハッとした。

　以前、ドラゴン上位種に襲われたときも同じことがあった。まさか今回も？　弱った体に鞭むち打うち、必死に身を起こしてパトカーから出る。

「み、みなさん！　ドラゴンが大きな魔法を使おうとしていますっ。気をつけてください！　水無月もわたしだけじゃなくて、みんなを守って──！」

　新しん木き場ばの埋め立て地に集まった警視庁機動隊の人員、見城たち。

　彼らを守りたいと、羽純は非ひ在ざい化かしたパートナーに精一杯呼びかけたのだが。

　全身がだるく、力が入らない。疑似的な低血糖の症状が起きていた。これだけ消耗していると、『蛇』を実在化させることはできなかった。

　海──東京湾の向こうから、膨大な量の魔力が迫りつつある！

　その気配を察知して、羽純は身を震わせた。



　そして、羽田沖──。

『ルルク・ソウンの秘文字よ！　我が秘法の成就に力を貸し給たまえ！』』』

　老竜エグゾスは鋼の翼を広げて、空高く飛ひ翔しようしていった。

　その頭ず蓋がい骨こつの視線は、東京方面に向けられている。また、彼の体を取りまくようにルルク・ソウンの秘文字が三〇個近くも顕あらわれていた。

　何かの大魔術を東京方面に仕掛けるつもりなのか──!?

「グリンダ、あの術を妨害して！」

　ルナ・フランソワの指令で、グリンダが護衛艦の甲板を蹴った。

　竜と山羊の頭部を持ちながらも、猫科のライオンらしい軽やかな跳躍だった。そこから上空のエグゾスめがけて飛行をはじめ、一気に加速する。

「僕たちもやろう！　頼む十じゆう條じよう地じ、悪あく路ろ王おうを早く！」

「ええ！　まかせて、春はる賀がくん！」

　ハルはとっさに魔銃を呼び、仲間に声をかけた。

　織おり姫ひめもすぐさま応え、離れた空域で待機していた悪路王を飛ひ翔しようさせ、グリンダを追いかけさせる。《弓の秘ひ文も字じ》を使い、老竜を撃ち抜くつもりだった。

　だが、ハルたちを乗せていた護衛艦が激しく揺れた。

　すぐ近くにいた亀型の巨大眷けん属ぞく・玄げん武ぶ王おうが軽く体をぶつけてきたのである。

「きゃああっ!?」

　織姫が悲鳴をあげて、転倒してしまう。

　ハルも、アーシャも、ルナ・フランソワも、甲板にいた者は海自の隊員もふくめて全て同じ災難に遭った。ヘリまでもその機体を激しく振動させた。

　体当たりしてきた玄武王は全長一〇〇メートルほど。

　ハルたちの艦は全長二〇〇メートル。サイズでいえば圧勝である。

　しかし、こんな怪獣と取っ組み合いできるはずもない。艦尾の機関砲が火を噴いたが、斉射を受けても玄武王は小揺るぎもしなかった。

　さらに、すさまじい重低音が大ガメの口から洩もれてくる。

　ＧＯＡＨＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＴＨ！

　直後、空に『障壁』を意味するルルク・ソウンの秘文字が四つ顕あらわれ、飛翔するグリンダと悪路王の行く手を唐突にふさいでしまった。

　この秘文字に激突し、はね飛ばされ、二体の『蛇』は海へと落ちていく。

「こいつ、ルルク・ソウンの秘文字まで！」

　驚きながらも、ハルは魔銃を三点バーストで撃ち放つ。三連射である。しかし着弾の瞬間、玄武王の全身が黄金色に光り、神々しいほどの輝きを放つ。

　すると、屠と竜りゆうの銃弾は三発とも光にはじかれた。

「まさか『矢』の──竜りゆう弑ごろしの力か!?」

　上空では、すでに老竜がルルク・ソウンの秘儀を成就させていた。

　エグゾスの呼んだ三〇個近い秘文字は、すさまじい速さで陸地へ飛んでいく。そちらは東雲しののめ、有明ありあけ──東京新しん都とと旧東京租そ借しやく地ちの方角だ。

　そして、この直後。

　ハルたちは遠く海上から目撃することになった。

　白く濃密な霧がおそろしい速さで新旧双方の東京に立ちこめていき、あっというまに陸地を覆いかくしてしまう、破天荒な光景を──。



　　　　　　　　　４



　彼女のフルネームは武む藤とう夏なつ美みであった。

　ハルこと春はる賀が晴はる臣おみが『武藤さん』と呼ぶ同級生にして部活仲間である。同様に『船ふな木きさん』と呼ぶクラスメイトの場合、そのフルネームは船木京きよう香かであった。

　同じ学校、同じ学年、同じクラスという共通項を持つ両名。

　実は住んでいる場所も近い。どちらも江戸川区西にしか西さいの住民なのだ。

　まあ、家同士の距離はそこそこ離れている。それでも駅前や街中で出会うことはふつうにあるし、今回のように地域指定の避難所へ住民こぞって避難したときなど、たまたま顔を合わせてしまうことは十分ありえた。

「あれ、船木さんじゃない。奇遇だねー」

「いやいやあ。これもご近所のよしみってやつだよー」

　気さくなショートヘア女子・武藤さんは『よっ』とあいさつし、いつもにこやかツインテール女子の船木さんは『にかっ』と笑って返事する。

　地域指定の避難所である小学校、その体育館での対面である。

　一〇〇〇人を超す人々が集まったなかで、たまたま知った顔が近くにあったのだ。運とご近所の縁、双方のおかげだろう。あとは午後一八時過ぎという、学生が帰宅していてもおかしくない時間帯ゆえか。

「今頃、ドラゴンたちが関東の近くに来てるんだよねえ」

　避難中の割に、のんきな口調で船木さんは言った。

　関東地方はもう何年も『エメラルド色の蛇』に守護されてきた。近隣に自衛隊の基地も多い。小型ドラゴンが襲来しても大惨事となるケースはしばらく起きていない。そのため、住民の緊張感もうすれ気味なのだ。

　しかし、ＵＦＯ研部員として事情通の武藤さんはかぶりを振った。

「んー……こうして避難勧告が出たってことは、東京湾内に侵入されたんだと思う。関東の近くっていうより、東京のすぐ近くかもよ」

「え、すぐってどのくらい!?」

「もしかしたら、新しん木き場ばとか有明くらいに来てたりしてねえ」

　もっとも、武藤さんも神ならぬ身である。

　東京湾どころか新しん都と内部にドラゴン族が侵入しているとも知らず、冗談めかして級友をおどかしていた。船ふな木きさんは急に怖くなったのか、やや涙目になっていた。

　そんな彼女たちが驚いたのは、体育館に担架が運ばれてきたからだ。

「む、武む藤とうさん、すごい！　すごいイケメンだよ、あの人！」

「え、驚くのそっち？　いや、たしかにそっちもびっくりだけど」

　担架に乗せられた青年を、船木さんは指さしていた。

　銀髪の美男子である。色白で彫りの深い顔立ち、明らかに日本人ではない。おまけに細身でスタイルもよかったのだが。

　怪け我がをしているのか苦く悶もんの表情を浮かべ、意識もうつろなようだった。

　担架を運んできたのは救急隊員ではない。一般男性ふたりである。しかも、彼らは近くにいた人たちへ、切羽詰まった様子でまくし立てていた。

　──西の方がドラゴンに襲われたらしい。そう、この人はそっちで怪我したみたいで、救助されたんだ。誰だれか診てくれる人はいないか──？

　事情を聞こうと、近くにいた大人たちが中年男性のそばへ群がる。

　武藤さんもそれにならおうとしたが、人が多いのであきらめた。代わりに、体育館の床に置かれた担架の方へ歩みよる。

　そちらにはひとり船木さんが先行し、銀髪美男子を心配そうに見つめていた。

「こ、この人、どこが痛いんだろ？　見たところ血とか出てないし……」

「ええと、骨折・内臓がやばい・頭を打った・実は持病持ち、そのあたりかも。ええい、こうなったら『お医者さんはいませんか』って、訊きいてまわるか──」

　クラスメイトが言うとおり、青年の体にはたしかに外傷が見当たらない。

　武藤さんもすこし狼ろう狽ばいしながら、非常事態に対応しようとしたのだが──青年がぼそぼそつぶやいていることに気づいた。

「く……っ。どこのジズーか知らぬが──思い通りになると思うな……！」

　その胡う乱ろんな内容に武藤さんが「えっ？」と困惑したとき。

　青年は右手の掌てのひらを心臓に当てた。すると、彼の体から『バチッ！』という音がして、すぐそばにいた武藤さんと船木さんの全身もびりびりと震えてしまった。

「い、今の静電気……？」

　船木さんが首をかしげた直後、謎の静電気など比ではない怪奇現象が起きた。

　まわりにいる人々がいきなりバタバタと倒れていったのである。しかも数人、数十人ではない。この体育館にいる数百人がみんなまとめて──。

「ど、どうしたの、みんな……？」

　武藤さんは突然の異変に心の底からびっくりした。

　が、それでもいちばん近くで倒れていた老人に近づき、首筋に手を当てる。

「冷たい!?」

　老人の肌が氷のように冷たかったので、愕がく然ぜんとする。

　あわてて手首の脈をたしかめ、口元にも耳を近づけて──ほっとした。おそろしく弱いが一応は脈打っていて、ほんのかすかだが息もしている。

「で、でも、このままじゃやっぱりまずいよね。大丈夫ですか!?」

　武む藤とうさんは老人の肩を揺さぶってみた。起きない。

　頬ほおをぺちぺちとたたいてみる。やはり起きない。さっきよりも強く揺さぶってみる。まったく起きる気配がない。

　武藤さんは得体の知れない不安を感じながら、ゆっくりと体育館を見まわした。

　みんながみんな、昏こん倒とうしたわけではない。船ふな木きさんは無事だ。例の美青年も原因不明の痛みに苦しんでいるものの、目にはまだ意思の光がある。

　そして武藤さん同様、突然の異変に驚く人たちがあと六、七名──。

　ほかは全員が倒れ伏している。いっしょに避難してきた武藤さんの家族もみんな昏倒していた。約一〇〇〇人いるなかで、無事な者が一〇名にも満たないとは……。

「外、見てくる！」

「武藤さん!?」

　船木さんの声にも振りかえらず、武藤さんは体育館から出る。

　もう夜になっていた。そして、白い霧が立ちこめていた。おそろしく濃密で、五メートル先もよく見えない。

　だが、霧で視界が悪いなか、目を凝らしてみる。

　校庭の方にいた数百名の人々がことごとく地面に倒れ、昏こん睡すい中だった。

　武藤さんは何人か起こそうとしてみた。しかし、結果はさっきとまったく同じ。誰だれも起きることはなかった。

「一体、何がどうなってんの……？」

　事情通とはいえ、対ドラゴンの専門家ではない武藤さん。

　さすがに『上位種の高等魔術』という結論には行きつけず、愕然としていた。



「先輩、姉さま、アーシャさん！　みなさん、ご無事でしたか！」

「命からがらっていうのとはすこしちがうけど、僕たちはどうにかね……」

「羽は純ずみの方も元気みたいで、安心したわ」

　無事だった羽純と合流するなり、ハルと織おり姫ひめは口々に言った。

　新しん木き場ばの埠ふ頭とうに入港した大型護衛艦を下船して、すぐに向かった埋め立て地。

　港にもここにも白い濃のう霧むが立ちこめている。そして、警察機動隊の制服を着た隊員たちが数十名も地面に倒れ伏し、昏睡していた。

「わたしは水み無な月づきが守ってくれたから……。でも、見けん城じようさんや警察の方たちは──」

　羽は純ずみが涙ぐみながら従姉妹いとこに報告する。

「わたし、みなさんを守ることができなくて……」

「仕方ありません。私やルナがここにいても、何もできなかったはずです」

　後輩の肩をたたいて、アーシャが慰めている。

　老竜エグゾスが放ったルルク・ソウンの秘ひ文も字じは白い濃のう霧むを呼んだのだ。

　範囲内にいた人間はほとんどが意識不明の状態になった。

　羽純と水み無な月づきを支援するために詰めていた警視庁の機動隊員らと見けん城じようは、その大半が犠牲となり、昏こん睡すいしていた。現在、彼らを救助する任に当たるのは、ハルたちと共に入港した海自と空自の隊員たちである。

　新しん木き場ばの埋め立て地はにわかに騒がしくなっていた。

　一方、ひとりのんきな顔をして、ルナ・フランソワは言った。

「この霧に呑のみこまれたエリアが確定できたらしいわ」

　携帯端末をチェックしながらの発言だった。電話回線はふつうに生きているので、外部と連絡を取って情報収拾することは可能なのだ。

　特にルナの場合、撃墜王として環太平洋防衛機構と深いつながりを持つ。

　加えて《S.A.U.R.U.サウル》幹部という立場。かなりの情報収集力があるはずだ。

「旧東京租そ借しやく地ちのほぼ全て、東京新しん都とは足立あだち区の荒川より北をのぞく全域、あと千葉県の市いち川かわ市や浦うら安やす市の一部──だそうよ。土地勘がないから、私にはぴんとこないけど」

「まあ、かなりの広範囲ってことだねえ」

「で、該当地域にいた人間の大半が『フリーズ』してしまったの」

「凍結フリーズだって？」

「ええ。意識は完全に喪失、生命活動もきわめて微弱。冷凍睡眠コールドスリープでもしているみたいな仮死状態になっている。だからフリーズ。ちなみに、人間だけじゃなくて犬・猫・鳥類・牛馬・爬は虫ちゆう類るい・魚類にいたるまで犠牲になったそうよ」

「なるほど。生物を仮死状態に追いやる魔術か……」

「ただ運よく無事だった──魔術に冒されなかった人も若干はいるみたい」

「東京新都の人口は約七〇万でしたか？」

　ルナ・フランソワ発の情報に、アーシャがつぶやいた。

　かつては一千万を超した東京の人口も、だいぶ減少しているのだ。

「超広範囲にいる不特定多数を標的とした魔術だから、でしょうか？　凶悪な伝染病にも感染しない人間がいるのと同じ理屈で」

「ど、どれくらいの方たちが無事だったんでしょう!?」

「正確にはもちろん不明。でも、二割いないんじゃないかって数みたい」

　心配そうな羽純にさらりと答えてから、ルナは言う。

「私たちがここにいても仕方ないし、情報の集まるところに行きましょうか。あれ、何て言ったかしら、ハリー？　ほら、この都市の警察本部」

「もしかして、鐘かねヶが淵ふちの警視庁のこと？」

「ええ、それ。さすがハリー、かゆいところに手が届くのね」

　ちなみに、鐘ヶ淵近辺は近代的なオフィス街として再開発されている。

　旧世紀の下町情緒あふれる街並みはすでになく、かつての新宿副都心を彷ほう彿ふつとさせる都市空間であった。

　ハルは肩をすくめて、ルナ・フランソワに訊たずねた。

「追加で確認だけど、その唐突すぎるニックネーム、やっぱり僕のこと？」

「もちろん。春はる賀が晴はる臣おみ、通称ハリー。いいと思わない？」

「今みたいに脈絡なく出てきた名前じゃなければね。あとその呼ばれ方、人間のクズっぽい父親の七光りでちやほやされる魔法使いみたいでちょっとヤだな」

「ああ、ポッターさんの家って息子の方も割とクズよね。でも大丈夫」

　ルナ・フランソワはにこやかに笑った。

「私がイメージしたのは、ダーティーな方のハリーさんだから」

「そっちはクズじゃないけど、素行に問題ありすぎるダメ人間じゃないか」

「いいじゃない。せっかく考えたのよ？」

「さすがルナ、不真面目ですね。この緊迫した状況下で、そんなおふざけ……」

「でもアーシャ、私、見てたんだから。あなたがつい一五分前、軍用レーションの缶詰、ビーフストロガノフのやつを隠れて七個もむさぼり食べているの」

「い、いつのまに乙女の秘密を──!?」

「ふふふふっ。壁に目あり、よ♪」

「ええとね。わたしは春賀くんたちって基本そういうノリなんだって理解してきたし、頭のなかではいろいろまじめに考えている──とは思うから、気にしないけど」

　ハルと先輩魔女たちのやりとりに、織おり姫ひめが小さなため息をついた。

　年長者たちのシリアスならざる様子にどう反応したものか、明らかにとまどっている羽は純ずみをぐいと抱きよせながら。

「うちの羽純の前で、あまり教育に悪いことを言わないで欲しいというか……」

「いいじゃない。今の状況って、むしろパーティーしてもいいくらいラッキーよ？　上位種に高等魔術を仕掛けられたのに、被害者はみんな寝ているだけなんだから。一瞬にして住民虐殺、これが最悪のパターンね」

　性格破綻者の多い特級魔女マスターマギらしい、極端かつ要点を突いたコメントであった。

　そして、ルナ・フランソワは思案顔になってつぶやく。

「あの上位種はたぶん、新しん都とと旧東京の全域に魔術をかけたかったから、術のランクを落としたのでしょうね。死の呪いではなく、コールドスリープなんて半端なものに」

　ルナ・フランソワ・グレゴリー、やはり切れ者のようだ。

　幼なじみが『腹黒』と言うだけある。なら話は早いと、ハルは言った。

「ひとついいかな？　これから被害状況の調査とか、救助活動がはじまると思うけど──十じゆう條じよう地じと白しら坂さかの家族を最優先で捜索して、保護して欲しい」

「了解。まかせておいて」

　さすがの即答だった。理由を訊きいたりもしない。

　今のやりとりを聞いて、逆に羽は純ずみの方があわててしまった。

「い、いえ。わたしたちだけ、そんなふうに特別待遇されるわけにはいきませんっ」

「まじめなのねー。でも、いいの。これくらいの依え怙こ贔ひい屓き、どうってことないもの」

「そう……ね。ここはお言葉に甘えさせてもらいましょう、羽純」

「ね、姉さま!?」

「わたしたちの場合、アーシャさんやルナさんみたいにメンタルが据わってないもの。家族のことを気にして、いろいろ手がつかなくなるくらいなら──依怙贔屓してもらってでも、心配の種は摘んでおくべきだわ」

　家族を案じる心と公共心、正義感と責任感。

　それら全てに折り合いをつけて、織おり姫ひめはきっぱりと言った。このあたりの清濁併せのむ逞たくましさ、やはり彼女も只ただ者ものではない。

　仲間の頼もしさを目の当たりにして、ハル自身も羽純にうなずきかけた。

　まじめな後輩はしゅんとしながらも黙考し、やがてこくりと了承してくれた。

「羽純さん。これくらいは危険を冒して戦う魔女なら、当然の特権です。気にする必要はありません。それよりも織姫さんの発言にあやまりがあったような……」

「えっ？　何かまちがっていたかしら？」

　きょとんとする後輩魔女に、アーシャは「ほら」と訴えた。

「私とルナを同列に語ったことです。私ごとき、ルナの腹黒さと悪魔性に比べれば四天王でもいちばんの小物。かよわい乙女なんです。だから、ほら──」

「え、ええと、春はる賀がくんはどう思う……？」

「僕なんかの意見を聞かないで、君は自分の思うとおりに言っていいんだよ」

「あ、じゃあ、やっぱり互角って印象よね。アーシャさんとルナさん」

「晴はる臣おみ！　女の友情にひびが入りかねない発言はつつしんでくださいっ！」

　にぎやかに言い合っていると、不意に羽純が空を指さした。

「み、みなさん、あれ──！」

　霧につつまれた夜空を碧あおいラプトルが飛んでいた。

　ラプトルは通常、鋼色をしている。しかし、これの体表はサファイアのように輝く碧へき玉ぎよく色で、おそろしく目立つカラーリングだった。

　碧あおいラプトルは地上の様子を見おろしながら、飛び去っていった。

「東京はもう、ドラゴンたちに占拠されたってことか……」

　ハルは海上で起きた最後の一幕を思い出した。

　新旧双方の東京に白い霧が発生した直後のことを──。

『あの霧がいかなる神秘を起こすものかは、自分たちの目で確認し給たまえ。猿の近似種である諸君にわれらが伝えたいことは単純だ』だ』だ』

　ハルたちの護衛艦のそばに、老竜エグゾスがもどってきたのだ。

　彼は鋼の翼を広げ、空中に静止しながら告げた。

『あれなる霧で封じた“〝とうきょう”〟より、何者も出てはならぬ。それさえ遵守してもらえるなら、われらも節度ある振る舞いで応えよう』う』う』

　エグゾスの頭部は、ドラゴンの頭ず蓋がい骨こつである。

　眼球があるべき箇所は落ちくぼんだ眼がん窩かであり、うつろな空洞だ。しかし、ふたつの眼窩が護衛艦の甲板に──魔銃を持つ春はる賀が晴はる臣おみに向けられた。

『剣けんの僭主どの以外にも警戒すべき者がいるようだからな。竜りゆう弑ごろしの権威、われらは侮ることも軽んじることもない。然しかるべき敬意を持って対させていただく』く』く』

　ここで白骨化した老竜はほくそ笑んだ。

『ふふ。もちろん先にそちらを片づけるという選択肢も──』』』

　ＧＯＡＨＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＴＨ。

　ここでいきなり玄げん武ぶ王おうがうなった。まるで同胞をたしなめるように。すると、老竜エグゾスはいきなり重々しい口調に転じた。

『承知した、黒き眷けん属ぞくよ。戯たわむれはここまでにしておこう。では諸君、さらば』ば』ば』

　これだけ告げると、エグゾスは《瞬間転移》の魔術を使い、いきなり消えた。

　そして、玄武王もいっしょに消きえ失うせてしまった。

　だが、いなくなる寸前まで、魁かい偉いかつ巨大なカメの両目がハルの魔銃を検分するように見つめていたのは、まちがいようのない事実であった──。



　　　　　　　　　５



　羽田沖で戦闘となり、東京中が仮死の霧につつまれた日の翌朝。

　午前九時頃、ハルは乗用車を運転して、足立区の北きた千せん住じゆ界かい隈わいを走っていた。助手席にはアーシャ、うしろの席にはルナ・フランソワもすわっている。

「一晩経たって、霧もかなり晴れてきたのねー」

　ルナが言うとおり、東京中に立ちこめた濃のう霧むはだいぶうすれている。

　今はもう、うっすらと靄もやがかかっている程度だ。おかげで視界がさえぎられることもなく、支障なく運転できる。だが。

　一晩で東京新しん都との様相は大きく様変わりしていた。

　街からは人も車もすっかり消きえ失うせて、ゴーストタウン化している。今も道路を走っているのはハルの乗用車だけだった（尚なお、この車は見けん城じよう玄げん也やの私物で、持ち主が意識不明のため無断借用している）。

「またラプトルが飛んでいますね……」

「暫定的な数字だけど、今、推定六〇匹のラプトルが新都中を飛びまわってるそうよ」

　助手席の窓からアーシャが空を眺めて言えば、ルナも補足する。

　幼なじみの言うとおり、足立区──東京新都内の空をゆったり飛んでいく碧あおいラプトルの姿をハルも確認した。

　人と車が消えた代わりに、今は彼らがゴーストタウンの主だった。

「昨日まではちゃんと人間さまの街だったのになあ」

　ハンドルを握りつつ、ハルはぼやく。ここで気づいた。

　国道を走っていたのだが、道端に壊れた乗用車が放置されている。ガードレールに激突して、フロント部分がぐしゃぐしゃにつぶれていた。車内に人はいない。

　ともかく昨夜のうちに救助はされたのだろう。生死はもちろん不明だが……。

「あの霧が出たときに、タイミング悪く運転していたんですね」

「もっと早めに避難しておけばよかったのにな……」

　この手の事故が多発しなかった原因は、幸か不幸かラプトル襲来で緊急避難勧告が発令されていたおかげだろう。

「フリーズしなかった都民は一割程度ではないかって、途中報告も来てるそうよ」

「住民のほとんどが避難所にいたから、カウントも早いわけか……」

「とりあえず、そのまま避難所に収容・経過観察で救助活動の手間もはぶけますしね。これがドラゴンたちのおかげというのも皮肉ですけど」

「ただ、その手の作業に当たる関係者も一割くらいしか無事じゃないから。人手が足りなくて、すぐ八方ふさがりになるんじゃないかしら」

「外から人員をひっぱってくるのは──無理かなあ、やっぱり」

「東京は今やドラゴンに占領された魔都ですし、どこも及び腰になるでしょうね……」

　頭の痛くなるニュースばかりだが、朗報もあった。

　織おり姫ひめの祖父と羽は純ずみの両親が昨晩のうちに保護されて、鐘かねヶが淵ふちの警視庁本庁舎に運ばれてきたのだ。やはり昏こん睡すい状態ではあったが、ともかく無事だった。

　新都の魔女ふたりは今、家族のそばについている。

　そのため、これは《S.A.U.R.U.サウル》の三人だけの偵察行だった。

「そうだルナ。横浜の柊ひいらぎさんとは連絡取れましたか？」

「ええ。彼女には外でたっぷりはたらいてもらいましょう、私たちのために」

　荒川のすぐ近くまで来たので、ハルは車を河川敷に入れた。

　車を降りて、三人は荒川の土手にのぼる。いくつもの運動場やサイクリングロードなどを擁ようする、広い河川敷である。

　今までハルたちが走ってきたのは、荒川の南側。右岸と呼ばれる側だ。

　この川を渡れば、『フリーズ』の影響範囲外に出られる。

　しかし、数十メートル先に架かる大きな橋・千せん住じゆ新しん橋ばしが破壊されていた。爆破でもされたように見えるが、原因はまちがいなくラプトルの集団だった。

　また、この橋があった場所の川岸近く──

　ぐしゃぐしゃに押しつぶされた軽トラックが荒川のなかに沈んでいた。

「たぶん、あれがそうね。昨夜遅く、足立区の避難所から無断で外出した一三名が乗っていた車両。やっぱり新しん都とから逃げ出そうとしたのね……」

「東京より何者も出てはならぬ、でしたね……」

　ルナ・フランソワがつぶやき、アーシャは老竜エグゾスの言葉を引用した。

「早まった真ま似ねはするなと、通告がまわっていたはずなのに……」

「でも、早まりたくもなると思うよ。あんなのがあちこち飛んでるんだから」

　ハルは上空を指さした。

　いつのまにかラプトルが二体も飛んでいる。ゆっくりと旋回しつつ、地上──おそらくハルたちの動向をうかがっていた。彼らは見張りなのだ。

「昨夜、同様の事件が田た端ばたと亀かめ有ありでも起きているそうよ」

「今回の異変について、政府およびマスコミの発表は『現在、鋭意調査中』ですけど。さすがに『東京、ドラゴンに占領される!?』の未確認情報が口コミで絶賛蔓まん延えん中ですね」

　ルナ・フランソワとアーシャが携帯端末をチェックして言った。

　ハルも魔術的視覚を発動させ、ある方角を見る。

　旧東京租そ借しやく地ち──かつての中央区銀座の方角である。あちらにそびえ立つ純黒の正四角柱、高さ一〇〇〇メートルを超すモノリス。

　見晴らしのいい荒川の土手からはよく見えた。そのまま、じっと目を凝らす。

　やがて見えてくるものがあった。モノリス上空に浮かぶ『』を三つ連ねたルーン記号、《剣けんの秘ひ文も字じ》である。消えかかっているので、集中しないと見えてこない。

　だが、剣の竜りゆう弑ごろしの紋章はかろうじて健在だった。

「今まで気づかなかったのは、僕たちのミス……かなあ？」

「そう言われたら、『あんな仕掛けに誰だれが気づくか！』って反論したいですけど」

　ハルは魔銃を呼び出した。銃撃のためではない。謎の男ソフォクレスが『王への道』と呼んだゲームのルールを検索するためだ。

「……ガラドや僕、竜王たちはああやって竜りゆう弑ごろしのルーンを刻むことで、その土地の支配権を得る。そして、その権利は『死』によってのみ失われる。支配する土地の魔力が強いほど、竜弑しのパワーも上がっていく……」

　心に浮かぶ言葉を読みあげてから、ハルは気づいた。

「そうか。ガラドが生きているかぎり、あの雪ゆき風かぜって竜王は東京の支配者になれない。だから、あいつを捜し出して抹殺したいんだ」

「もうすでに事実上の支配者ですけどね」

　アーシャがくたびれた様子で肩をすくめた。

「これだけラプトルが我がもの顔で飛んでいる街、世界中どこにもありません」

「グリンダで各個撃破する手はあるけど、ちょっとイヤなのよね。罠トラツプでも仕掛けられていそうで。私なら確実にそうするもの」

「さすがルナ。罠を仕掛ける名人らしい見識です」

「罠というか──」

　ルナ・フランソワのつぶやきを耳にして、ハルは言った。

「僕の銃はあいつら──碧あおいラプトルたちから、竜弑しの気配を感じているよ。屠と竜りゆう之技ってのを使えば、自分の眷けん属ぞくに竜弑しの力をあたえられる。前にソスって上位種もやっていたことだし、たぶん……」

　ラーク・アル・ソスは竜弑しの継承者ではなかったが、その模造品を造り、眷属のラプトルたちに屠竜の権威を一時的に付与してみせた。

　あの青銅竜との戦いを思い出したのだろう。アーシャがため息をついた。

「骨だけの上位種も、おそらく疑似竜弑しの使い手……そういうことですか」

「そうなると、グリンダと水み無な月づきは碧いタイプとの直接戦闘を避けた方がいいわけね。ハリーのレポート通りなら、動きを封じられるはずだし」

　ルナ・フランソワもうなずいた直後だった。

　碧いラプトルの一匹がこちらへ降下してくる。が、ハルの手に魔銃がある以上、秒殺することはたやすい。ひとまずラプトルの動きを見守っていたら──

『また会ったな、僭主どの』の』の』

　舞い降りてきたラプトルは、老竜ラ・エグゾスの声で言った。

　ハルは悟った。これもドラゴンの魔術なのだ。使役する小型種の目・耳・鼻・口を己の支配下に置き、我がものとして使う──。

「もしかして、パヴェル・ガラドを捜しているのか？」

『弓の僭主どのは察しがいい。左様、そのとおり。剣けんの僭主どのを眠らせることができていれば、ほんの一夜で見つけられたであろうが』が』が』

　ハルの問いに、エグゾス＝ラプトルは笑いまじりの声で答えた。

『あの御仁、しぶとく堪えたようだ。仕方なく追っ手を放ったのだよ。まあ、たまにはこういう狩りもよいかもしれん。はははは』は』は』

　イギリス貴族が猟犬と共に狐狩りを愉しむ。そんなゲーム感覚なのだろう。

　ドラゴンらしい嗜し虐ぎやく趣味に、ハルはふんと鼻を鳴らした。

『弓の僭主どの。われらの狩りを静観してくれるなら、先日も言ったとおり節度ある振る舞いで応えるつもりだぞ』ぞ』ぞ』

「節度を持って、この街を紳士的に占領するわけか」

『はははは。まさにそれだ。羽トカゲどもにも無駄な破壊・殺さつ戮りくは控えさせよう。ただし、何なん人ぴともこの都から出ることは許さぬ。それを守れぬ者は』は』は』

　ラプトルの両目がぐるりと動き、破壊された千せん住じゆ新しん橋ばしを眺めた。

　鏖おう殺さつするという意味なのだ。そして、メッセンジャー役のラプトルはハルの答えを待たず、飛び去っていく。

「これだからドラゴンって連中は……」

　あの種族の好戦性を呪ったときだった。

　ハルとアーシャの携帯端末が同時に着信音を鳴らした。メールでも届いたのかと、ふたりはそろって端末を確認し──大いに驚きよう愕がくするのだった。



「アンタたちが無事で安心したわ」

「それはこちらも同じと言いますか……」

「部長も武む藤とうさんも、よく無事でいられたねえ……」

「あたしだけじゃないよ。うちのクラスの船ふな木きさんも健在で、同じ避難所にいるの」

　胡こ月げつ学がく園えんの敷地内、文化部クラブハウス。

　その三階、ＵＦＯ研の部室に集ったメンバーの会話だった。Ｍ部長、アーシャ、ハル、そして武藤さんである。部長から送られてきた、

『無事な人間は可能であれば学校に集合しなさい！　部長命令よ！』

　というメールに反応し、こうして馳はせ参さんじたのだ。

　尚なお、胡月学園は《S.A.U.R.U.サウル》の施設でもある関係から、避難所指定されていない。敷地内にいるのは現在、この四名だけのはずだ。

「僕らの関係者では十じゆう條じよう地じと、彼女の従姉妹いとこも無事でいるよ」

「おー、すごいすごい。あたしたちって、実は豪運の持ち主ばっかり？」

　ハルが教えると、武藤さんは手をたたいてよろこんだ。

　しかし、魔女たちは『蛇』に、ハルは《弓の秘ひ文も字じ》に守られていた。本当の意味で強運なのは武藤さんだけだろう。Ｍ部長は──きっと持ち前の生命力で、フリーズの呪いを退けたにちがいない。たぶん。

「ところで、表の自転車は武む藤とうさんのですか？」

「そうそう。電車も動いてないしさ、西西から両国までかっとばしてきた。でも、自動車とか全然走ってないし、びっくりするくらいラクだったよ～」

　アーシャに確認されて、武藤さんが頼もしいことを言う。

　クラブハウスの外に止めてあるクロスバイク、やはり彼女の愛車だったのだ。

「ま、よくわからない状況でいろいろ厄介だけど、仲間がいるのはいいことだわ。アンタたち、今日はこれからどうする？」

「あたしはとりあえず、もとの避難所にもどります」

　Ｍ部長の問いかけに、まず武藤さんが答えた。

「救助に来た自衛隊の人の話だと、無事だった人間を区ごとに集めて新しい避難所を作るみたい。あとでそっちに行くと思いますけど。部長は？」

「アタシは──修行よ」

　いきなりの部長発表。平部員三名はそろって「へ？」と訊ききかえした。

「だから修行。どうやら東京はドラゴンに占領されたみたいだしね。そのせいか、内なる声がアタシにささやきかけているのよ。『今こそ新しい力に目覚めよ』って」

「「「…………」」」

　もしかしたらＭ部長、宇宙意識か地球生命体あたりのメッセージを受信しているのかもしれない。ふつうなら噴ふん飯ぱん物ものの与よ太た話ばなしだが、彼女が口にすると意外なほど説得力があるから不思議だ。リアリティはないが。

　そして、部長の言葉にうながされて、ハルも似たような宣言をする気になった。

「僕も野や暮ぼ用よう──いや、雑用があるから、しばらくこの学校で寝泊まりするよ」

「えっ？　この学校で、ですか？」

「うん。ちょうど必要なものは全部ここにそろっているし」

　驚くアーシャにうなずきかける。

　東京新しん都と内を我がもの顔で飛びまわる碧あおいラプトルたち。しかし、彼らは弓の竜りゆう弑ごろしを警戒してか、それなりに節度ある態度を堅持している。

　ならば、まだ猶予期間内だといえた。今のうちにやっておきたいことがある。

「何か考えがあるようね。いいわ。アンタとアタシでここに泊まり込んで、緊急の強化合宿を開催するわよ！」

　驚く幼なじみと武藤さんをよそに、Ｍ部長が重々しく宣言する。

　しかし、ハルはかぶりを振って、謝罪した。

「すいません。僕の合宿場所はおとなりの方なんです」

　と、指さしたのはクラブハウスの隣に建つ図書館。地下に臨時の『魔女の館』を擁ようする建物の方であった。

　ふつうなら、アーシャやルナに協力し、東京奪還に専念すべき状況だろう。

　しかし、ハルには先にすませておくべき仕事があったのだ。
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「ふううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　Ｍ部長のすぼめた唇から、激しい息吹がとどろいた。

　推定体重一四〇キロの巨体に、学園指定のジャージを着こんでいる。場所は文化部クラブハウスの屋上であった。

　合宿開始が宣言されたのは、昨日の午前中。すでに二四時間が経たっている。

　差し入れ持参でアーシャが様子を見にきたら、Ｍ部長は快晴の空のもと、屋上であやしげな体操というか運動をしていた。

　体を左右にひねりながら、やたらと激しく深呼吸を繰りかえすのである。

「それはいわゆる、ロングブレスダイエットですか？」

「バカね。体のなかで眠っている未知の力を引き出すための、特殊な呼吸法よ」

　アーシャが訊きいたら、部長はあっさり否定した。

「つまり、気功法とかヨガみたいな？」

「ええ。公民館の太極拳教室で会った自称・中国河か北ほく省しようは陳ちん家か溝こうで修行したおじいちゃん先生に教わったんだから。ダイエットにも効くらしいわよ」

「どこかのお年寄りがテレビで見たことを適当に吹ふい聴ちようしてた、じゃなくて？」

「夢がないわねえ。『鰯いわしの頭も信心から』っていうでしょ？」

「それだと、やっぱりだまされていることになるじゃありませんか」

　その後も謎の訓練はひとしきり続き、やがて休憩になった。

　玉のような汗をたっぷりかいていた部長は、水のペットボトル二リットルをぐいと取り上げ、『ごっきゅん』と一瞬にして飲み干す。

　アーシャは持参したサンドイッチ入りのバスケットを差し出した。

「気が利くわね。ところで春はる賀がの方には──」

「抜かりありません。あちらには先によってきて、同じものを渡してきました」

「その調子よ。タイミングよく差し入れして自分の存在をアピール。そこに気づくとは、アンタの女子力もすこしは成長を遂げているようね」

「はいっ。この間、織おり姫ひめさんがそうしたと聞いて、すかさず真ま似ねしました！」

「…………そう」

「あの人と差をつけるために、プラスアルファの置きみやげもしてきましたし」

「へえ。何を置いてきたのよ？」

「自家製の滋養強壮剤です。ギリシアのオリュンポス山で捕まえた蛇を半年ほど焼酎につけこんで、これをベースに秘伝の調合でハーブなども加えて作るんです。徹夜仕事のあとに飲むと、疲れも眠気も吹き飛びます。ついでに正気もすこし」

「ちなみに、春賀のやつは原材料を知ってんの？」

「ええ。あの蛇──二メートルもあるヨーロッパヤマカガシを捕まえたときもいっしょでしたし、製造過程も見ていますから」

「……前途多難ねえ」

　キュウリと玉子のサンドイッチをぺろんと丸まる呑のみして、部長は言った。

「アンタ見てると、いっそ女の最終兵器でも使って、強引に状況を変える方が手っ取り早いんじゃって思えてくるわ……」

「そ、そんな決戦兵器があるんですか!?　具体的にはどういう!?」

　アーシャが訊きくと、Ｍ部長は左手に三種のハムとカマンベールチーズのサンドイッチを乗せた。そこに「ふん！」と右の手のひらを振りおろす。

　左右の手で押しつぶされて、サンドイッチはさらに平べったくなる。

　即席パニーニともいえる代しろ物ものを、部長は飲み物よろしく一ひと呑のみにした。

「つまり、こういうことよ」

「その心は!?」

「押し倒して、いただく……。強引に男女の仲になるってこと！」

「だ、男女の──!?　で、ですが一年前、徹夜明けの朝に気づいたら同じベッドで寝ていた一件が。晴はる臣おみのやつ、そのまま平然と起きあがって部屋から出ていきましたが……」

「一晩ベッドでいっしょにいて、何もなかったってこと？」

　アーシャの昔語りに、部長はむーんと眉をひそめた。

「アンタたち、男と女としては本当にはじまってすらいないのねえ……」

「わ、私のようなピチピチの美少女でもダメだったんだから、ほかの誰だれでもいっしょのはずです！　は、晴臣はきっと、若くしてＥ●なんですよ！」

「まあ、いずれ万が一──いいえ万万万万が一、チャンスがあったら」

「万を四回も繰りかえさないでください！」

「そうそう。その勢いでいつものヘタレを返上してみたら？　何かが変わるかもよ？」

「うう……っ」

　などと、白熱するトークで話題の中心となっている春はる賀が晴臣。

　彼はこのとき、隣の建物で作業に没頭中だった。



　文化部クラブハウスの隣、胡こ月げつ学がく園えんの図書館──。

　ここの地下二階から六階が、暫定『魔女の館』である。ハルがいるのは、フロア全体が倉庫代わりとなった地下四階だった。

　スチール製の棚がところせましとならび、ひしめいている。

　その棚板にはさまざまな古物や骨こつ董とうが無秩序に置かれたり、積み重なっていて、まさにガラクタの山だった。だからだろう。

　教室四個分はあろう広いスペースなのに、妙にせまく感じられる。

『ここから目当ての物を探すだけでも一苦労だ』

　かつてハルはそう言った。あれを今、実行中なのだ。

　見つけたい品物は五つある。鉄剣、銅どう壺つぼ、銅鏡、金こん銅どうの大た刀ち、赤瑪め瑙のう石──。

「といっても、すでに赤瑪瑙の玉ぎよくだけで六個は見つかっているけど。鉄剣だって、現時点でもう四本も出てきているし」

　ハルは愚痴めいたひとりごとをつぶやいた。

　ときどき仮眠と休憩をはさみつつ、昨日の夜から作業を続けている。

　剣つるぎ・壺つぼ・鏡・刀・赤瑪瑙石のどれかに該当する品を棚から見つけたら、とりあえずピックアップして確保するのである。

　さっき差し入れを持ってきてくれたアーシャが、もう一晩明けたと教えてくれた。時計も見ないで地下にいたので、その辺をまったく把握していなかった。

　幼なじみから『手伝いましょうか？』と言われたが、断った。

　特級魔女マスターマギの彼女とルナには、ガラドの行方を追ってもらいたかった。それに──

「今やってることが必ず役に立つとは言えないもんなあ」

　むしろ、徒労に終わる可能性の方が高いような……。とはいえ、こういう地道な仕込みを抜きにして『宝探し』はできない。

　ハルが黙々と選定作業を続けていたときだった。

「小僧、おまえはあれを探しているようだが……見つけて、どうするつもりだ？」

　声だけは幼い少女、しかし、口調は傲ごう岸がんな女王のそれ。

　ハルは声の方を向いた。緋ひ色いろの和服をまとう元ドラゴン、火ひ之のか具ぐ土つちがいつのまにか背後に実在化していた。

　質問に答えず、すこし考えてからハルは話題を変えた。

「僕の杖──例の銃が生まれたあとから、何度も見る夢があるんだ」

「ふん。妾わらわが最期に力を振るった──雪ゆき風かぜの小娘との立ち会いか。おまえに竜王の偉大さ・強大さを教えるため、魔導の杖が世話を焼いたのだろうよ」

「夢の内容、知ってたんだな。あんたの差し金かとも思ったよ」

「そこまで世話を焼くほど、妾が親切に見えるか？」

「それもそうか。まあ、でも、あの夢であんたたちがメチャクチャ強いのはわかったけど。僕としては、もっとべつのことが気になったよ」

「ほう」

「宝探し屋だからさ。あんたが『誰だれにも渡すものか』って感じで最期に投げ捨てた──あれが何より気になった。つまり、そうするだけの価値があるんだなって」

「ルルク・ソウンの秘ひ奥おうを知る者には、たしかに何かと使いようがある品だが」

　ふっと火之具土が嘲笑する。

「小僧。おまえや当代の巫み女こどもの手に負える品ではないぞ」

「そこで提案なんだけど。あんた、僕たち人間と──いや、僕と同盟を組まないか？」

「同盟だと？　小僧、おまえと？」

「ああ。今までみたいになし崩しじゃない、きちんとしたスタンスで。たがいの人格を尊敬だの信用だのはしなくていいからさ。ビジネスパートナーとして信頼関係くらいは作るつもりで、一からはじめてみないか？」

　ハルの申し出に、火之具土はあからさまな失笑で応えた。

「はっ！　たまさか僭主となった小僧ごときが女王に盟約を迫るか！」

「そうさ。あんたのあれを手に入れたら──やってみたい実験がある。ただ、どういう結果になるにせよ、あんたの協力抜きには上う手まく進められそうにない。だから同盟なんだ。おたがいギブアンドテイク、ウィンウィンでいい関係を築いていこうぜって」

「実験……？　一体、何を思いついた？」

　火ひ之のか具ぐ土つちは眉をひそめ、ハルをにらむ。それから急にハッとした。

　理解の色が自称悪魔の幼い顔に広がっていく。どうやら見抜かれたようだ。『あれ』のことを話題にしたあとだけに、すぐ連想が働いたのだろう。

「そのような企たくらみがあるなら、尚なお更さらだな。おまえの願いに応じるつもりはないぞ」

「じゃあ、仕方ない。プランその二だ」

　この回答は予測済みだったので、ハルはすばやく言った。

「あれは貴重な研究サンプルにさせてもらうよ。僕たちの親は古代の資料やドラゴンの標本をできるかぎり集めて、研究を重ねて、リヴァイアサンの錬成法を確立させたんだ」

　そうした事業に従事してきたのがハルの父であり、アーシャの祖母や母であり、ルナ・フランソワの父マスター・グレゴリーだった。

　親たちの仕事を間近で見てきたハルは、きっぱりと言った。

「すぐには役立たなくても五年後か一〇年後、何かの切り札になるかもしれない」

「妾わらわの……女王の骸むくろを辱はずかしめるか、下げ郎ろう」

　火之具土は叱しつ責せきするでもなく、むしろ静かに告げた。

　だが、その口ぶりには言い知れぬほど重い女王の誇りと威厳が宿っていた。しかし、ハルはあえて気づかぬふりをして、偽ぎ悪あく的てきに肩をすくめた。

「それが正しい『宝』の使つかい途みちってもんさ」

　そして、まっすぐ火之具土を見据えて伝える。

「悪いけど、宝探し屋ってのは墓荒らしの同類項だ。僕の同業者は何千年も前から同じことを古今東西の王様たちに繰りかえしてきた。あんただけを例外にはできないな」

「ふん。だが、そうと聞いて……」

　ハルの言いぐさを聞いて、元ドラゴンの女王はえらそうに腕組みする。

「妾が今後もおまえたちに情けをかけると思うか？　新生の儀はどう仕切る？」

「仕方ないから、自力でどうにかするよ。幸い、こいつはあんたとちがって、一〇〇％僕のためにはたらく道具みたいだから」

　右手に魔銃を呼び出して、ハルは言った。

「すこし前、あんたの代役をできるか訊きいてみたら、条件をととのえないと成功の確率は低いって答えだった。逆を言うと、代役ができるって意味だ」

「ほう……」

　ハルと魔銃を見て、火之具土はわずかに目を細めた。

「まあ、杖はただの武具ではない。魔道の指南役でもあるからな……」

「あんたが正体不明の黒幕のままでいたいのなら仕方ない。僕らはそういう胡う散さんくさい輩とはここで縁を切るよ。多少めんどくさくても、自力で仲間を増やしていくさ」

「気づいているか、小僧」

　ハルの宣言を聞いて、火ひ之のか具ぐ土つちは予想外の反応を見せた。

　幼女の姿をした竜族の女王は、はじめて高慢さのない微笑を浮かべたのだ。まるで、今はじめて春はる賀が晴はる臣おみの器量を認めたとでも言うように。

「それは妾わらわに代わって、おまえが“〝悪魔”〟になるという意味だぞ？」

　この問いかけを最後に、火之具土は消きえ失うせた。

　ハルも魔銃を消して、ため息をつく。それから《弓の秘ひ文も字じ》が宿る右手をしげしげと眺め、掌てのひらを天井の蛍光灯にかざして──

「いやなことを念押しする女王様だよな……。さすが現役悪魔だ」

　ひっそりとつぶやいた。

　その後、ハルはガラクタの選別作業にもどった。

　アーシャの手作りサンドイッチをかじりながら、作業を続ける。

　もうひとつの手みやげ・強壮剤の方は『もう……ダメだ！』というときにそなえて温存することにした。その神秘的な薬効はハルも承知しているが、製法も熟知している。なかなか気軽に飲めない代しろ物ものなのだ。

　そうして二時間ほどが過ぎて──。

　倉庫の出入り口が不意に開いて、後輩の少女が入ってきた。

　白しら坂さか羽は純ずみである。学園の制服を着ているのは、ハルと同じだ。一応、学校に来るのだからと気を遣ったのだろう。

　そして、羽純は大きな旅行カバンを両手で持っていた。

「白坂じゃないか。電車も動いてないのに、よく学校まで来られたなあ」

「る、ルナさんに車で送ってもらいました……」

　羽純だけでなく、新しん都との魔女たちはみんな鐘かねヶが淵ふちにいるはずだった。

　警視庁本庁舎そばのホテルを宿舎として、有事にそなえて待機中なのだ。

　ちなみに、昏こん睡すい状態で保護された十じゆう條じよう地じ家の祖父と白坂家の両親も近くの警察病院に収容され、いつでも見舞いにいけるよう配慮されている。

「それで、今日はどうしてここに？」

「お……お手伝いをしにきました」

　問いかけると、羽純はすこし躊ちゆう躇ちよしてから決然と言った。

「わたしもここに泊まり込んで、先輩の『合宿』をお手伝いさせてくださいっ。できることがなくても、お食事の準備とか洗濯とか、精一杯がんばりますから！」

「へ……？」

　ハルを唖あ然ぜんとさせた、かわいい後輩の合宿参加宣言。しかし、それは男女ふたりがひとつ屋根の下で生活することを意味していて──。

　思わぬトラブルの発生に、目をぱちくりさせるハルだった。



　　　　　　　　　２



『残念だけど、剣けんのルーンを持つドラゴンはまだ発見できてないの』

「まあ、エグゾスって上位種も見つけてないようだしね……。でも、できればあいつらよりも先に発見して欲しいな。頼むよ」

　ハルは地下倉庫から、ルナ・フランソワに電話をかけていた。

『何か考えがあるのね。わかった、善処してみる』

「悪いね。ところで白しら坂さかの件にもどるけど、彼女はこっちにいてもいいのかな？」

『剣のドラゴン捜索に参加するには魔女として力不足だし、そちらに待機でいいんじゃないかしら。あなたたちの学校、魔女の館でもあるわけだし』

「そっちがいいなら、いいんだけど……。でも、白坂とふたりきりで泊まり込みか」

『草食系男子としては、気後れする？』

「いや。それはそれでウェルカムだよ。彼女はかわいいし」

『ハリーってときどき率直すぎる人よね……。そうそう。さっき内閣府の方から私たちに正式なオファーがあったの。新しん都とに侵入したドラゴン上位種の撃退を願うって』

「やっぱり丸投げかあ」

　ルナ・フランソワが言う『私たち』。羽は純ずみ・織おり姫ひめ・アーシャを加えた、新都に待機中の魔女四人のことだった。

『ま、上位種に加えて新たな竜王級の出現が確認されているし、自衛隊も環太平洋防衛機構ＴＰＤＯもうかつに部隊を投入できないわよね』

「フリーズしなかった人たちは、その後どう？」

『どこのみなさんもきわめて協力的よ。理性と勇気を持って、避難所での暮らしを受け入れてくださっているの。新都から出たいなんてわがまま、一切言わないし。日本人のモラルの高さって、本当に感動的でクールね』

「そりゃ千せん住じゆ新しん橋ばしでの顛てん末まつをくわしくレポートにして、当時の映像付きで各避難所に周知を徹底させたらね。みんな聞き分けもよくなるよ」

　あの橋周辺に設置された防犯カメラが撮影していた現場映像──。

　それを編集して使えと指示したのは、ルナ・フランソワである。悪魔性と実務能力を兼備する《S.A.U.R.U.サウル》幹部は『いいじゃない』と言った。

『モラルの一言でまとめる方が、スマートな美談になるんだから。ただでさえすくない人材を見張りや護衛に使わないですむし。じゃあ、またねハリー』

　朗らかなあいさつを最後に、電話は切れた。

　携帯端末の画面を眺めると、時刻は午後一時のちょっと前。そういえば、一三時になったら上に来て欲しいと羽は純ずみが言っていた……。

　思い出したハルは、図書館の地下倉庫を出ることにした。

　エレベーターはないため階段で上にのぼり、図書館のエントランスまで来る。

　羽純はいなかった。試しに建物の外へ出てみると、いい匂いがハルの鼻をくすぐる。このスパイシーな芳香は、まちがいなくカレーだった。

「あ。ちょうど今、呼びに行こうと思っていたんです」

　鈴を鳴らすような声で言ってくれたのは、もちろん羽純だった。

　図書館の前にはキャンプ用の折りたたみ式テーブルと四つのイスがならべられ、即席の食卓を形作っていた。

「上う手まくできたか自信がないんですけど……お昼を作ってみました……」

　はにかみながら報告する羽純は、両手でフタ付きの鍋を持っていた。

　そこからカレーの香りが洩もれ出でてくる。学食の厨ちゆう房ぼうあたりで調理して、運んできたのだろう。しかも、羽純は制服の上に黄色いエプロンを身につけていた。

　──制服×エプロン＝破壊力∞。

　その真理を目撃して、ハルは大きくうなずいた。すばらしい。

「さ、先輩。こちらへどうぞ」

　鍋をテーブルに置いてから、羽純がイスを引いてくれた。

　すわれとうながしているのだ。ハルがそうすると、次はご飯を盛った深皿やミネラルウォーターのコップ、サラダの皿などもふたり分を運んできたり──。

　慣れていないのがわかる、すこしたどたどしい手つき。

　しかし、そこが逆にかわいらしくもある。羽純に甲か斐い甲が斐いしく世話を焼かれて、ハルはきりっと顔を引き締めた。フッと微笑ほほえみ、こっそりとつぶやく。

「幼妻……奥様は中学生……本当にすばらしいな……」

「？　何かおっしゃいましたか、先輩？」

「ちょっと心に浮かんだ言葉があってね。噛かみしめていたんだ」

「うわあ。先輩、詩人ですね！」

「いやいや。それほどでもないよ」

　羽純が透明感あふれる笑顔を向けてくれたので、ハルは謙遜した。まあ、本当に“〝それほどでもない”〟妄言ではあったのだが。

「お口に合わなかったら、ごめんなさい……」

「そのときはたぶん、僕の口の方が不良品なんだよ」

　ひかえめな後輩らしい断りに即答してから、さっそくカレーライスを一口。常に羽純を全力で甘やかすつもりのハルだが、お世辞ではなく本気で言った。

「うん、おいしい」

「本当ですか!?」

　シンプルな誉ほめ言葉に満面の笑みがかえってきた。

　それが微笑ほほえましく、ハルは「もちろんだよ」とまじめな顔で答える。羽は純ずみはそのままハルの対面にすわり、ふたりは差し向かいでランチをはじめた。

「まあ、市販のカレールーそのままの味だから、厳密には君と食品会社の合作みたいなものかとすこし思うけど、そこは全力でスルーするよ。うん！」

「ふふふふ。先輩、勢いあまって口で言ってますよ！」

　ハルの失言にも、心の広い羽純はあいかわらずの笑顔だった。

「実は、これならすこしくらい失敗してもおいしく食べてもらえるかなと思って……。もっとおいしいものを作れたらよかったんですけど、ごめんなさい」

「いやいや。そういう配慮が成功の母なんだ。ところで、このテーブルとかは？」

「ルナさんがわたしを送るついでに、ここまで車で運んでくれたんです」

「え？　彼女、すぐ近くまで来てたのか？」

　さっきの電話では、そんなことを一言も言ってなかったのだが。

　きょとんとするハルに羽純が補足してくれた。

「はい。先輩がやろうとしていることに興味があるそうで、わたしにも『できるかぎりサポートしてあげて』と言ってくれました」

「なるほどね……」

　中途半端な段階であれこれ訊きいて時間を無駄にするよりも、ハルを作業に専念させて、進捗を早める方がよしと考えたのではないか。

　ルナ・フランソワ・グレゴリー、大胆なだけでなく気配りも細かい。

　アーシャが野生の獣なら、ルナは悪魔の繊細さと剛胆さを併せ持つ少女なのだろう。

「それにしても、ひさしぶりにテーブルで食事してるなあ」

「あ──ごめんなさいっ。作業しながら食べる方がよかったですか!?」

「いや、まあ、その方がいいときも多いし、ずっとそうしてきたけど。たまにこうやって食べると気分転換になるから、ちょうどよかったよ」

　あやまる羽純へ、ハルは鷹おう揚ように言った。

　アーシャなどは彼女自身も没頭するクチなので、長居は無用とサンドイッチを置いて早々に出ていった。そのあたり、さすがによくわかっている。とはいえ、こういう女子らしい気遣いを羽純から受けて、ハルの心身がくつろいだのも事実だった。

　そうこうするうちに食べ終えたので、ハルは「ふぅー」と息を吐き出した。

　くつろいだ分、急に疲れを実感したのだ。

　もう半月近くも睡眠時間を削って、地道な作業を続けてきた。全てはあれを見つけるため──『宝探し』のためである。

　もう終わりは見えかけている。あと一踏んばりだった。

「うわっ」

　不意に両肩を触られたので、ハルは驚いた。

　いつのまにか羽は純ずみがうしろにまわり、肩を揉もみはじめてくれたのだ。

「先輩、すごいです。かちんかちんになってますよ」

「かち──!?」

　微笑のまじった羽純の声を背後から聞いて、ハルは両目をかっと見開いた。

「ど、どうかしましたか？」

「今の一言で心に火がつきそうになった──じゃなくて。白しら坂さか、そこまでしてもらわなくても、僕はまだ若いし大丈夫……」

　邪念たっぷりの反応をごまかしてから、ハルは辞退したのだが。

　羽純はかまわず、肩を揉みつづける。その華きや奢しやな指先は力強いわけではないが、凝っている部分をきちんとピンポイントでほぐしてくれる。丁寧で上う手まい。

「遠慮しないでください。おじいちゃんやお父さんにしてあげていたから、これでも慣れているんです。先輩、やっぱり肩がかちかちですよ？」

「……みたいだねえ」















「ずっと何をされているのか、訊きいてもいいですか？」

「……下手に期待させると、ダメだったときが怖いからなあ。まあ、でも、今夜か明日くらいには一段落つくから、そのあとでなら……」

「はい。じゃあ催促しないで待つことにします。あ、そうだ先輩」

「何だい？」

「すごくお疲れみたいだから、わたし、今夜はいいものを用意して、先輩のことを待っています。だから一段落つけるまで、もうすこしだけがんばってくださいねっ」

　ひとしきり肩をほぐしてくれたあと、この言葉で羽は純ずみは送り出してくれた。

　図書館の地下へもどりながら、ハルは思った。

　計算ずくではないだろうが、いいタイミングで息抜きさせてくれたり、応援してくれたり、根ほり葉ほり詮索しないでいてくれたり──。

　ハルのような職種の人間とつきあうのが、羽純は思いのほか上う手まいのかもしれない。

　意外な助手適性の高さに感心しつつ、ハルは作業を再開した。古物・骨こつ董とうの山から目当ての品を抜き出す──あの仕事である。

　そのまま四時間を地下ですごしたあと、ふたたび地上にもどる。

　もう夕方の一八時をすぎていた。ハルは図書館を出て、羽純を探した。沈む西日で校舎も校庭もきれいなオレンジ色に染まっている。

「先輩！　もういいんですか!?」

　ちょうど羽純がこちらへ歩いてくるところだった。

　なぜか学園指定のジャージに着替えている後輩へ、ハルは言った。

「うん。とりあえず切りのいいところまで来たから、一休みしようかなって」

「でしたら、ついてきてください。約束どおり『いいもの』を用意してあるんですよ」

　ハルの手をひっぱって、羽純が来た道を引き返していく。

　この先にはたしか──三分後、記憶が正しかったことをハルは確認した。そこは運動部の部室を集めたクラブハウスだった。

　文化部のそれは四階建てのビルだが、運動部は横に広い平屋造りである。

　羽純はクラブハウスに入ると、奥へ進む。やがて到着した場所は女子専用の脱衣室で、その先にはガラス戸で守られた聖域──いわゆる女子風呂があった。

　運動部の生徒が汗を流すためのシャワー・浴槽を完備した、癒やしの空間だ。

「先輩、こちらへどうぞー」

「えっ!?　ってつまり、女子風呂のなかへ!?」

「はい。今はわたしたち以外、学園には誰だれもいませんから。問題はないと思いますよ」

　にこにこと微笑ほほえみながら、羽純が教えてくれた。

「前に陸上部の子から、ここの使い方を教わったんです。お風呂にお湯をためたり、わかしたりするのは下級生のお仕事みたいで、みんな知ってるそうですよ」

「体育会系の伝統ってわけか……」

「すこしでも疲れを取って欲しいと思って、用意してみました」

　羽は純ずみが朗らかに言ってくれた。

　ここ最近、ハルはきちんと入浴するのも面倒がって、シャワーをさっと浴びるばかりの日々だった。これはたしかに何よりのいい贈り物かもしれない。

　──というわけで、一〇分後。

「ふぅぅぅぅぅ…………」

　ひさしぶりに広い湯船でお湯につかり、ハルは大いにくつろいでいた。

「……おっと。ここがいつもは女湯だからといって、不ふ埒らちな妄想をしたら非紳士的もいいところだ。気をつけないとな」

　むっつりの自覚があるハルだが、やはり紳士としての節度を保ちたい。むくむくとイメージ映像が脳内にわいてきたので、自らへ言い聞かせた。

　そして、湯船を出たときだった。ハルは思いがけない声を聞いた。

「あの、先輩……お邪魔しますね」

　羽純の声だった。浴場の外から遠慮がちに告げられた。

　しかも、すぐにガラッとガラス戸が引かれる音まで聞こえてくる。ハルは「!?」とタオルをひっつかみ、あわてて腰に巻いた。

　ふりかえると、なんと体操着に着替えた羽純が浴場内へ入ってきた。

　後輩のむき出しになった手足の細さ、白いふともものまぶしさを目の当たりにして、ハルは大いに動揺した。

「どうして君がここに来るんだ、白しら坂さか!?」

「え、ええと、お背中をお流ししようかと思って……」

「それは明らかに不要な気遣いだよ、うん！」

「そ、そうなんですか？　昔、お仕事で疲れたお父さんにしてあげたら、すごくよろこんでくれたんですけど……」

「たぶん、その頃の君はさ。幼稚園児か小学校低学年じゃなかったのかな？」

「──！　先輩、すごいです。よくおわかりですね!?」

「なに、初歩的な推理だよワトソンくん。それよりもそろそろ外に出て欲しいな」

「は、はい……」

　なぜか羽純は傷ついた表情で浴場を出ていった。後輩の悲しげな横顔にハルはどきりとしたが、ともかくひとりになれた。一安心して、湯船にもどる。

　肩まで湯につかり、一〇〇まで数えて心を落ちつけようとしたのだが──

　がらり。ふたたびガラス戸が開く音。

　ハルはおそるおそる振り向いて、唖あ然ぜんとした。羽は純ずみがまた浴場へ入ってきたのだ。しかも、今度は体操着ではない。華きや奢しやな体にバスタオルを巻いただけの格好だった。

「し、失礼します……」

　断ってから羽純は湯船に入り、ハルの隣までやってきた。

　顔だけでなく全身が真っ赤なのは、お湯の熱さよりも羞しゆう恥ちのせいだろう。さっきの体操着姿と、肌の露出という点では面積に大差ない。

　しかし、なめらかな肩があらわになり、ふとももの付け根近くまでが見えて──。

　おかげで、インパクトの強さはさっきの倍近くもあった。

「し、白しら坂さか？　これは一体どういう……」

「あ、あのっ。先輩、わたしとお風呂、ごいっしょしてください！」

「ええっ!?」

「いろいろ考えてみたんですけど、先輩の文字の力……姉さまは託してもらえるのに、わたしがダメな理由、やっぱりそういう差があるからなんじゃって……」

「へ？」

「だって姉さま……先輩にあれを見られてから、文字の力も使えるようになって」

　恥ずかしげに羽純が言う『あれ』。ハルは思い出した。

　半月前、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめの入浴中に起きたハプニング。あのとき春はる賀が晴はる臣おみは望ぼう外がいの幸運に恵まれ、とてつもない眼福を得ることができたのだ。

「だ、だから、わたしと先輩に足りないのはそういう経験かもって思うんですっ。ね、姉さまみたいに身も心も裸で向き合って、お背中でも流させてもらえば、きっと先輩とも通じ合えるんじゃないかって……！」

「そ、それでいっしょに風呂って、極端すぎるよ！」

「わたし、もっと強くなりたいんです……。姉さまたちみたいに先輩から信頼してもらって、文字の力も使えるようになって、もっとたくさんの人たちを助けられるようになろう、ならなくちゃ──そう思うんです」

　同じお湯のなかで、羽純はすがりつくようにしてハルのそばにいる。

　おかげで、今まさに成長途上である後輩の体つきがよく見て取れた。織姫の従姉妹いとこだけあって、中学二年生としては十分以上のボリュームをすでにそなえている。

　織姫ほどの量感を得るかは、まだわからない。だが、このままいけば、かなりメリハリのあるスタイルとなるのではないか。

　そんな羽純にどぎまぎしつつも、ハルはばつの悪さを噛かみしめた。

　人を助けるために強くなりたい。まじめで心やさしい少女に似つかわしい決意表明である。その気持ちにやはり応えたかった。

「白状するとさ。白坂が相手なら秘ひ文も字じの力……たぶん預けられると思うんだ」

「ええっ!?」

「ずっと保留していたのは、恥ずかしながら僕の決心の問題だよ。そのせいでいろいろ悩ませたみたいで、本当に申し訳ない」

「決心……どういうことでしょう？」

「アーシャや十じゆう條じよう地じのときは火の粉を払うのに必死で、勢いにまかせてああしたけど」

　ハルは白状しながら、軽くため息をついた。

「ルルク・ソウンの秘ひ文も字じなんて預けたら最後、その魔女の人生は今よりもっと無む茶ちや苦く茶ちやになるから。今回みたいに、上位種以上のバケモノがからむゴタゴタに巻きこまれるのも『よくあること』になるかもしれないし」

「…………」

「そういうわけで踏ん切りがつかなかったんだ。でも」

　ハルはぼそりとつぶやいた。

「猶予期間の終わりはすぐそこまで来ているんだろうな……。白しら坂さか、その辺は近いうちにはっきりさせるよ。もうすこしだけ待っててくれないか？」

「は、はい。……でも安心しました」

　羽は純ずみはバスタオルの上から胸を押さえて、そっと言った。

「どうしたら先輩に信頼してもらえるんだろうって、実はすごく心配してたんです」

「何を言うんだ。僕と君の仲じゃないか」

「そうなんですか？　ふふ、そう言ってもらえるとうれしいです。──あ、じゃあ、あらためてご相談なんですけど……お背中、どうしましょう？」

「そ、その話、まだ生きていたのか!?」

「だって、わたしと先輩の仲……なんですよね？　今はこうして何も隠すことなく、おたがいわかり合えているわけですし──せっかくですから……」

　冷静に考えれば、せっかくも何もないのだが、ハルは思わず納得した。

　シチュエーションのせいで、羽純ともどもテンションが上がっていたのだろう。

「そ、そうか。せっかくだしって考え方もありなのか……」

「は、はい！　わたし、精一杯がんばります！」

「実は背中流されたことなんてないんだけど、じゃあ、物は試しで──」

　十條地にバレたら怖いなと思いつつも、心を動かされたときだった。

　脱衣室の方から、携帯端末の着信音が聞こえてくる。

　ハルのものだった。無視すればいいのに、心のやましさゆえの不安を感じて「ち、ちょっと見てくる！」と湯船を飛び出してしまった。

　脱衣室に直行し、端末をチェック。発信者のタイムリーな名前が表示されていた。

「…………はい、春はる賀がです」

『あ、春はる賀がくん。わたしも今、学校に来たの。羽は純ずみもいるんでしょう？　差し入れ持ってきたから、晩ご飯にしましょう。それで春賀くんは今、どこで何しているの？』

「ち、ちょっとシャワーを浴びていたんだよ、うん」

『もしかして運動部のクラブハウス？　あそこ、シャワーとかお風呂あったものね。じゃ、わたしもそっちへ行くわ。もう図書館の前まで来ているし』

「い、いや、そこまでしなくてもいいよ、十じゆう條じよう地じ！」

　歩きながら電話をかけていたらしい羽純の従姉妹いとこ・十條地織おり姫ひめ。察しのよい同級生に、ハルは力のかぎり訴えたのだが。

『いいのいいの、ここから五分もかからないでしょう？　じゃあ、またあとでね』

　あっさりと電話は切れた。

　ハルはあわてて浴室へ駆けもどり、後輩へ声をかけるのだった。

「たいへんだ！　十條地がこっちに来るっ。早く出ないと！」

「ええっ、姉さまが!?」
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「それにしても、剣けんの秘ひ文も字じを持つドラゴンはどこに消えたのかしらね？」

　運転席でハンドルを豪快に操りながら、ルナ・フランソワが言った。

　国産高級スポーツ車はスピードを殺さないまま新しん都と高速道路・辰たつ巳みジャンクションの厳しいコーナーに侵入し、理想的なアウト・イン・アウトのラインで曲がっていく。

　ルナは弱冠一六歳にして、度しがたいほどのスピード狂なのだ。

　メーターの時速二〇〇キロという数字に、助手席のアーシャは眉をひそめた。

「非常時だからって、節操なく飛ばさないでください」

「いいじゃない。ほかに走っている車もないし、三〇〇キロも出してないんだから」

　現在、東京新都はほとんどゴーストタウン化している。

　通行人も車両もほとんど見かけない。が、アーシャたちのように数少ない例外はどこかにいるはずなのだ。

「この二日間、新都のあちこちで探知系の魔術を使ってみましたが、上位種サイズのドラゴンが隠れている気配をつかむことはできませんでした……」

　アーシャは言った。さっき魔女仲間がつぶやいたことへの答えだ。

「体のサイズを縮小させたり、半人半竜ドラコニアン形態になって潜伏している可能性が高いと思います」

「あ。実は私、悪い予想をひとつ思いついているの」

　思い出したように言われて、アーシャはふたたび眉をひそめた。

　ルナ・フランソワの『悪い予想』は、高確率で当たるときが多いのだ。

「この間の竜王を名乗った女の子、人間形態だったでしょう？　もしドラゴン上位種が魔術で人間に変身できるなら、ね……」

「そういえば！　前に戦った上位種も『できるけどやらない』と言ってました！」

「人のふりをして新しん都との避難民にまぎれている。ありうる話よね。ドラゴンたちもそれを危き惧ぐしたから、私たち人間に東京を出るなって命じたんじゃない？」

「たしかにそれなら、つじつまが合います……」

　そうなると、パヴェル・ガラド捜索の難易度はさらに跳ねあがる。

　また、ガラドを追い求めるラプトルたちが新都に取りのこされた人間まで襲う──その危険性も高くなるだろう。

「いよいよ晴はる臣おみの秘ひ文も字じが頼みの綱になってきましたね」

「そうね。羽は純ずみさんと織おり姫ひめさん、上う手まく彼のこと手伝ってるかしら？」

「──!?　る、ルナ、今なんて言いました!?」

　憂ゆう慮りよする特級魔女マスターマギふたりを乗せて、車は木場方面へ爆走していった。



　図書館前に羽純が設けた即席の食卓。

　折りたたみ式のテーブルを織姫・ハル・羽純の三人でかこんでいる。今夜のメインディッシュであるカレーライスは、最年少の少女が昼食のときに作ったものだ。

　学園内だからか、織姫も律儀に制服を着ていた。

「羽純も春はる賀がくんも落ちつかない感じだけど、何かあったの？」

「い、いや。このカレーがちょっと辛いもんだからさ」

「で、ですよねっ。ちょっと辛口すぎますよね、先輩っ」

「……そう？　わたしには、ごくふつうの中辛に思えるけど」

　ハルと羽純が浴場で向き合っていたのは、約一時間前だった。

　あのあと、大急ぎでハルは体を拭き、服を着て、クラブハウスの外へ織姫を迎えにいったのである。その間に羽純も身支度をととのえ、平静を装いつつ合流した。

　おかげで、ふたりの問題行為はバレずにすみ、無事に夕食となったのだが。

　どきどきがいまだ収まらず、平常運転とはいいがたいハルたちだった。

「と、ところで、十じゆう條じよう地じはどうして急にここへ？」

「それはもちろん、春賀くんの応援と監視のためよ」

「監視!?」

「ええ。うちの羽純も合宿に参加する以上、春賀くんがフォースの暗黒面にめざめないよう監督する人間も必要だと思って。不ふ肖しよう・十條地織姫が立候補したの」

「いやいや。僕が白しら坂さかに変なことするわけない。と思う。一応、たぶん」

「ほら。自称むっつりさんに『ない』と断言されても信用できないけど、断言もできないなら尚なお更さらよね。そう思わない、羽は純ずみ？」

「せ、先輩にかぎって、そんなこと……な、ないと思うの、姉さまっ！」

「見た、春はる賀がくん？　羽純だって自分の言葉を一〇〇％信じ切れないから、今みたいに目が泳いじゃうの。わたしが監督する意味、ゼロじゃないでしょう？」

「「…………」」

　織おり姫ひめに言われて、つい沈黙するハルと羽純だった。

　すこし前の記憶が生々しいため、あまり強く抗こう弁べんもできない。

　それでも三人での夕食がひととおり終わった頃、ハルはあることを思い出した。

「そういえば、Ｍ部長を呼ぶの忘れてたな」

「あ、部長さんでしたら夕方頃、カレーを五杯食べていかれました。バタフライの特訓をしにプールへ行くから、晩ご飯を早めにするって」

「そんなに食べてすぐ水泳って、すごいわね。さすが部長だわ」

「そこも驚きだけど、あの人、未知の超パワーを修行してんじゃなかったっけ？」

　バタフライするＭ部長を想像して、ハルはつぶやいた。

　水面で躍動する推定一四〇キロの巨体。それはかの高名な『白はく鯨げい』モービー・ディックに比すべき、神秘と恐怖を体現する姿ではないのか。

　その泳ぎをライブで見たい気持ちはたっぷりあったが、こちらにも作業がある。

「僕はそろそろ作業の仕上げをはじめるよ。君たちもいっしょに来る？　今までずっと何をやっていたのか、教えてもいいよ」

　自分の作業について、はじめて語ろうとしたからか──。

　羽純と織姫はハッと顔を上げ、即座にうなずく。ハルは女子ふたりを連れて、図書館地下の倉庫へ舞いもどった。

　フロアの隅に敷いたブルーシートの上に、いくつかの物品を取り分けてある。

　錆さびた鉄剣の破片が六つ。こきたない銅どう壺つぼが四つ。銅製の画が文もん帯たい神しん獣じゆう鏡きようが二個。金メッキした銅製の刀が一振り。そして、赤瑪め瑙のうの玉ぎよくが九個ほど。

「僕はね。このなかのどれかが元竜王……火ひ之のか具ぐ土つちの心しん金がねだと思うんだ」

　ついにハルが語った一言で、織姫と羽純は大きく目をみはった。



　夜も更け、二二時をすぎた頃──。

　ハルはあいかわらず図書館地下の倉庫にいた。テーブルの上に資料を広げ、流し読みしている。ここで扉が開き、織姫がひとりでなかに入ってきた。

「白しら坂さかはどうだった？」

「疲れてたみたい。もう寝ちゃったわ」

　女子用の泊まり部屋は、図書館一階の事務室としてある。

　羽は純ずみはそちらで就寝したらしい。慣れない料理や大浴場の準備などで疲れていたのだろう。もともと体が弱く、決して体力旺盛な少女ではないのだ。

　そして、ふたりきりになった途端、織おり姫ひめはやや憮ぶ然ぜんとした顔で言った。

「春はる賀がくんって、なんていうか羽純に愛されてるわよね……」

「あ、愛!?」

「あの子はやさしいし、天使みたいに性格がいいけど、それでもわたしと家族以外の誰だれかにここまでしてあげるの、はじめて見たわ」

「なんだ。愛って家族愛みたいな意味か」

「……まさか、それ以外の愛情を捧ささげられている自信があるの？」

「と、とんでもない。僕たちは先輩・後輩の清い関係だよ」

「ふうん。でも、最近ふたりっきりでいること、ちょっと多いようだけど」

　いつも明朗快活で気配り上手な織姫。なのに今は言葉尻に小さなトゲがあり、ちくりちくりと刺してくる。どうしたことだろう？

　また、今日のハルには風呂場での一幕という負い目がある。

　このままでは追い詰められて、余計なことを言ってしまうかもしれない。

「今日の十じゆう條じよう地じはやきもちを妬やいてるみたいだな。従姉妹いとこを僕に取られたって……」

　多少強引に、ハルは反撃を試みた。防戦一方だと、どんどん旗色が悪くなる気がしたのだ。すると、予想外に効果があった。

　織姫はいきなり愕がく然ぜんとして、ショックをあらわにしたのだ。

「や、やき──!?　わ、わたし、そんな感じで言ってた!?」

「あ、ええと。そこは個人の感想というか、僕が勝手に思っただけで」

　気にしないでいいよとハルは言ったが、織姫は聞いていなかった。ぶつぶつと小声で、よく聞き取れないことをつぶやいていた。

「わたしがやき──羽純にやきもち妬いて、言わなくてもいいことをつい……」

「じ、十條地？」

「今のは忘れて、春賀くん！　それより、話は変わるけど！」

　強引に話題を変えると、織姫は言った。

「もしかして、わたしたちに隠していること、ある？」

「ええと、最近はずっと火ひ之のか具ぐ土つちの心しん金がねを探していて──」

「それはもう聞いたわ。そうじゃないこと。たとえば、春賀くんの体のこととか」

「秘ひ文も字じとか竜王関係の情報はひととおりレポートにしたし、特にないよ」

「そのレポート、わたしも読ませてもらったわ。具土さんのことも黒い服の人と会った話もいろいろ書いてあったけど……肝心なことが抜けていたわよ」

　黒スーツの男、ソフォクレス。竜ではなく人間だという謎の存在。

　信じてもらえなくてもいいやとハルは開き直り、あの男との遭遇、『王への道』についての情報もレポートにまとめておいたのだ。しかし。

「春はる賀がくんがドラゴンになるかもしれない──あの話。どこにも書いてなかった」

「いや、だって。あれこそ荒こう唐とう無む稽けいもいいところだしねえ」

「それとなくたしかめたけど、アーシャさんにも話してないでしょう？」

「…………」

「本当に気にしていないことなら、春賀くんは逆に隠さない気がするの」

「……まあ、そういう関係も踏まえて、あれこれ行動してるのは否定しないよ。竜になる云うん々ぬんはべつにしても、僕はいつ野垂れ死ぬかもわからない身の上らしいし」

　織おり姫ひめはいつのまにか心配そうにこちらを見つめていた。

　その瞳にうなずきかけてから、ハルは倉庫の隅を見つめた。火ひ之のか具ぐ土つちの心しん金がねかもしれない呪具・古物がならべてある。

「柄じゃないけど、すこしはあとの人間に役立つこともしておこうかなって」

「あ、あとの人間？」

「うん。まあ、それこそドラゴンたちなら『戦うことが自分たちの本分』とか言うんだろうけどね。こっちはあいにく人間さまで宝探し屋だから」

　竜りゆう弑ごろしのルーンを巡る闘争は『王への道』と呼ばれるらしい。

　それを謎の男ソフォクレスはクエストといい、ゲームと表現した。きっと多くの戦闘にいろどられた、大河ＲＰＧめいた大冒険なのだろう。

「あいつらの好みが本格正統派ＲＰＧでも、つきあう義理はない。正規のシナリオを無視して、システムの隙間やミニゲームでちょこちょこ遊ばせてもらうよ。で、手に入れたゴールドやアイテムはよそに横流しするんだ」

「そうね……。春賀くんはまだ、ただの人間だものね」

　ハルの言いぐさを聞いて、織姫は淡く微笑してくれた。

「じゃあ、秘密を知る唯一の仲間として、言っておいてあげる。つらいこととか苦しいこととか、夜中に泣きたいことがあったら、わたしに電話して。時間のあるかぎり話し相手になるし、余裕があれば会いにだっていくから」

「……さすがにそこまで繊細じゃないけどな、僕は」

「わからないわよ？　この先どんどん追い詰められるかもしれないじゃない」

「そうか。じゃあ、ありがたく覚えておくよ」

「ええ、そうして。あと、戦う仲間が必要なときも遠慮なく呼んでね。この間みたいに力を合わせて、いっしょにがんばりましょう？」

「この間か……」

「……春はる賀がくん。今、やらしいこと考えてない？」

「とんでもない。僕はあの戦闘の激しさを思い出しただけだよ」

「でも、邪念があるときの春賀くんって、無駄にきりっとしているわよね？」

「見抜かれてる!?」

　喝かつ破ぱされたのは、まさにきりっと顔を引き締めた直後であった。

　実際、ハルは思い出したのだ。小振りのメロンかと思うほどのサイズだった織おり姫ひめの柔らかな部分に右手の指が五本ともめり込み、抜群の弾力まで堪能した瞬間のことを。

「つ、次はあんなふうにいやらしい感じでさわったらダメだからね！」

　ぷんぷんと怒りながら、織姫は言った。

「あのときの春賀くん、わたしの胸をぐいっと力一杯さわって、もう絶対に放さないって感じだったんだから……」

「それはたぶん十じゆう條じよう地じのがすごく立派だから、つい力が入ったんじゃ──」

「そういうえっちなことも言ったらダメ！」

「も、申し訳ない……」

　余談だが、あのとき実行した『力を伝えるための行為』もレポートに書いていない。深い理由はなく、これはさすがに公表できないなと自主判断しただけである。

　ハルは平身低頭しながらも気づいた。

　今、織姫は『次』と言ったような……。驚いて、彼女の顔を見つめる。

　同級生でもある新米魔女は尚なおも怒った表情を崩さないまま、しかし、恥ずかしげに視線をそらし、ぽつりと言ってくれた。

「し、仕方ないじゃない。次の戦いもきっと苦戦するんだろうし、ドラゴンたちの女王様まで出てきちゃったんだし……。で、でも、勘ちがいしないでね！」

　織姫の言葉は途中まで言い訳するように弱々しく、最後はまた怒り気味だった。

「あれはあくまで戦いに必要だから、仕方なくやることなんだから！」

「も、もちろんだよ。肝に銘じておくよ」

「決して、好きでやることじゃないんだから……」

「そうなんだろうと思う。絶対に変な勘ちがいはしないよ」

「で、でも、それはそれとして、この間も言ったけど。こういうふうに縁もいろいろあることだし、春賀くんとおつきあいすることになっても全然悪くないと思ってるんだから」

「あ、うん」

「思っているんだからね……」

　最後、なぜか織姫は何かを訴えるようにハルの目をじっと見つめてくれた。

　織姫の瞳がすこし潤んでいる。その目め力ぢからにどきっとさせられた。ここで『魔法の言葉』でも言えば、何かが決定的に変わる気さえする。

　しかし、いいのだろうか？　勘ちがいするなと言われたのに。

　ハルが迷っていると、織おり姫ひめは急にハッとした。それから、まるで『わたしったら何を言ってるの!?』という感じで頭をぶんぶん振り、いきなり叫ぶ。

「そ、それはそうと春はる賀がくん！　次はこっちのお話をしましょう！」

　織姫が指さしたのは、テーブル上に広げていた資料だった。

　古い和書のコピー。すこし前、古書店『弥み勒ろく堂どう』に入荷した品である。見けん城じよう玄げん也やに依頼して、わざわざ調達してもらった。

　火ひ之のか具ぐ土つち──紅あかきドラゴンの女王にまつわる資料。

　今夜はもともと、これの話を織姫たちとするつもりだったのだ。
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　ハルが用意した資料は、とある神社の縁起書だった。

　縁起書とは、寺や神社の発祥・由来を記した文書である。その神社は東海地方の太平洋沿岸部に位置する。建立は鎌かま倉くら時代の初期と、歴史も古い。

　歴代神主が遺のこした日記や覚え書きなど、手に入るかぎりの関連文書も集めてもらった。

「そもそものはじまりは、僕と火之具土が『魔女の館』で遭遇したことだけど」

　気を取りなおして、ハルは語りはじめた。

「あいつとの出会いを偶然で片づけていいのかなって考えたんだ」

「出会う理由があったはずだって、春賀くんは思ったの？」

　聞き役の織姫に問われて、ハルはうなずいた。

「まあね。最初はあいつのこと、『館』の霊気に惹ひかれてきた幽霊かと思っていたよ。でも、最近べつの可能性を思いついたんだ」

　そのヒントになったのが、例の夢だった。

　紅ぐ蓮れんの女王が自ら命を絶つことで決着した、竜王同士の戦い。あのとき、女王＝火之具土は胸から心しん金がねを引き抜いて、地上へ投げ捨てた。

　何度も夢を見るうち、ハルは確認したのだ。

　あれが墜おちていった先は、細長い弧こ状じよう列れつ島とう──まちがいなく日本のどこかだと。

「ここにある物は全て新しん木き場ばの『魔女の館』にあったコレクション……。日本各地から集められた、魔術関連の書籍やグッズたちだ」

「そういえば、わたしも春賀くんとあそこの書庫で会ったわよね」

「でさ。火之具土──ドラゴンの亡霊がわけもなく『館』にいたと考えるより、自分にゆかりのある呪具に取とり憑ついていたって説の方が説得力あると思うんだ」

「その道具ごと『館』まで運ばれてきた……春賀くんはそう言いたいのね？」

「うん。まさにそのとおり」

　語りながら、ハルは織おり姫ひめを正面から見つめた。

「僕は仮説というより思いつきにまかせて、あの『館』のコレクション目録をチェックしてみた。そして、ずらずら書かれた品名のなかから見つけたのが『女神・火ひ之のか具ぐ土つちに縁ゆかりある五種の神宝』だった」

　鉄剣。銅どう壺つぼ。画が文もん帯たい神しん獣じゆう鏡きよう。金こん銅どう装そう大だい刀とう。赤瑪め瑙のうの玉ぎよく。

　それが『五種の神宝』の内訳だった。

　このどれかに当てはまる物は全て、フロアの隅に選えり分わけてある。

「火之具土ってのは、もともと日本神話に登場する『火の神』の名前でね。でも女神じゃなくて、れっきとした男の神なんだ。なのに、わざわざ女神と書いてあった」

　神話・歴史・考古学・民俗学などにもハルはくわしい。

　それは『蛇』と魔女の盟約儀式に使う“〝副ふく葬そう品ひん”〟──神しん体たい擬ぎ装そう用よう呪じゆ具ぐを収集するために学んだ知識の数々だった。

「太陽の女神である天照大神のことを、実は『男の神』だとする説がある。でも、火之具土に男女逆転説があるってのは、今回はじめて見た。気になって、女神・火之具土さまの神宝を奉じていた神社……そこの縁起を調べてみたらさ」

　そのため見けん城じように要請したのである。問題の神社がある東海地方の《S.A.U.R.U.サウル》支局に頼んで、資料をかき集めてくれと。

「建けん永えい年間──つまり鎌倉時代の初期、天から『火ひ之の神かみのかけら』が降ってきた。そいつを拾った村人の枕元には『童わらべの姿をした女神さま』が現れたらしい」

「童の姿……具土さんと同じなのね」

「で、火之神のかけらをご神宝とあがめるようになり、神社を建てたわけだ」

「でも、その神宝が具土さんの心しん金がね……というのは考えすぎじゃないかしら？」

「その辺のところは夢で見た」

「ゆ、夢!?」

　驚く織姫に、ハルは魔銃の導きと『火之具土の最期』を語った。

　そして、あのなかで“〝紅あかき竜王が成層圏より投げ捨てた心金”〟。これが“〝女神・火之具土をあがめる神社の縁起”〟と結びついたのだと。

「火之具土もこの説を認めるようなこと、すこし言ってたよ。当たっている可能性はそれなり以上にあると思う。ま、あいつがウソをついてなきゃね」

「具土さんは……うそはつかないんじゃない？　プライド高いもの」

　姿を見せない自称悪魔の性格を、織姫は語った。

「おまえたち相手に誰だれがそんな真ま似ねするか、とか言いそう」

「それは同感だ。で、女神・火之具土ゆかりの神宝五種に該当しそうな物を全てピックアップしてみた。ドラゴンや『蛇』の心しん金がねは球状の貴金属であるケースが多いから、本命は赤瑪め瑙のうの玉──のどれかだけど」

　赤瑪瑙の玉だけで九個もある。どれもひび割れていたり、砕けたりしていた。

　あとは鉄剣×六。銅どう壺つぼ×四。銅製の神獣鏡×二。金メッキした銅刀×一。ハルは選えり分わけた品々を眺めて、腕組みした。

「天から落ちてきた石や金属を溶かして、加工した可能性もある。うかつに断定はできないな。どうやって特定しようか……？」

「そこは宝探し屋さんの勘とか経験でどうにかならないの？」

「残念ながら、ドラゴンの心金なんて専門外だよ」

　肩をすくめて、ハルはぼやいた。

「集めた資料に手がかりがないかと期待して、一部を読んでみたけど……ダメだった。まだ読んでない資料の方にも、たぶん必要な情報は書いてない気がするな」

　テーブル上に集めた古文書を広げてある。

　ハルが取りいそぎ読みこんだのは、明治時代の神主が新たにまとめた縁起書と、神社にまつわる出来事を記した彼の日誌だ。

　それより前の江戸期、さらには室町以前の資料もある。

　が、そちらを精読するなら、きちんと時間をかけて準備すべきだった。そして、それをするだけの見返りが得られるかというと、あまり期待できなかった。

「魔術的な手段でチェックしても──」

　ハルは目を凝らし、魔術的視覚を発動させた。

　心金候補として選んだ品々のほとんどが淡く輝いていた。そうでない品のまわりは逆にどんよりと霞かすみがかかっていた。もともと魔力・妖気を帯びた呪具だから、『魔女の館』に収集されたのである。当たり前の結果だった。

「あんまり意味はなさそうだしなあ……」

「いろいろむずかしいのね……」

「いっそ警察犬を連れてきて、火ひ之のか具ぐ土つちの匂いがついた品を探させようか？」

「あの人って幽霊だし、そもそも匂いがないんじゃないかしら？」

「物を食べたり、さわったりもできるから、実体は一応あるはずだよ。それに生前の肉体ってやつもすこし採取してある」

　テーブルの端に置いてあったフラスコをハルは取り上げた。

「僕が《弓の秘ひ文も字じ》をもらったとき、火之具土は昔の──ドラゴンだった頃の体を一時的に復元して、追いかけてきたドラゴンを追っ払ってくれたんだ」

「ああ！　旧東京でドラゴンに狙われたときね！」

「うん。あのとき火之具土が出した体はすぐ崩壊して、粉末状になって吹き飛んだけど……そいつを現場の東京駅で採取した。で、砂とか埃ほこりを徹底的に取りのぞいて、ドラゴンの肉体だった粉末だけを集めたのがこれだ」

　ハルが手にしたフラスコには、白い粉末がぎっしりと詰まっていた。

　かつて『紅ぐ蓮れんの女王』と呼ばれたドラゴン王──その肉体が崩壊したときに飛散した、骸むくろの一部だった。これもサンプルにすべく採取したのだ。

　フラスコと白い粉末を見つめて、織おり姫ひめが「はぁ～」と息を吐き出した。

「ここまでやるなんて、すごいわね……。ちょっと想像以上だったわ」

「というより、僕はこういう仕事の専門家なんだ。変な拳銃振りまわして、ドラゴンたちとバチバチやり合う方が特例であって。でも──」

　ハルがため息をついたのは、もちろん憂ゆう鬱うつゆえだった。

「これからはそうも言ってられなくなるんだろうなあ……」

「えっ？　春はる賀がくん、もしかしてヒーローに転職するつもりなの!?」

「さすがにそんな柄じゃないのは自覚してるよ。たぶん転職するとしたら、もっとろくでもない職種になると思う」

　ふっと苦笑いしてから、ハルは天を仰いだ。

「ま、話をもどすけど、今は心しん金がねの特定の方が問題だ。本当に警察犬か麻薬探知犬を連れてきたって意味がないだろうし、どうしたもんかなあ？」

「その犬のことだけど……悪あく路ろ王おうって犬みたいなものよね？」

　織姫が真剣な顔で言ったため、ハルは苦笑しかけた。

「いやいや。いくら似てるからって、犬とは似て非なる生き物じゃ──」

「でも、あの子なら魔法に関することにも、ドラゴンの気配にも敏感なはずよ？」

　一瞬だけ笑い飛ばしそうになって、ハルはすぐにあらためた。

　悪路王というリヴァイアサンは狐とも狼ともつかない形態をしている。が、どちらにせよ犬科の生物には変わりない。

　そして織姫が言ったとおり、その超感覚には嗅覚以上に期待できるはず──。



「というわけで、これが悪路王の選んでくれた品物だ」

　ハルは赤瑪め瑙のうの球体を指さした。大きさは直径七センチ程度。三分の一ほどが欠けており、あちこちに細かなひびが走っている。

　図書館前の野外食卓で、アーシャとルナ・フランソワ相手の講釈。

　ちなみに、ふたりとも学園女子の制服を着て、おそろいの格好だった。

「かつて竜王だったドラゴンの心金。約八〇〇年前、天から降ってきた『火ひ之の神かみさまのかけら』。こいつを火ひ之のか具ぐ土つちは依より代しろにしていた」

　悪路王による鑑定から、一夜が明けていた。

　竜王の軍勢が東京新しん都とを『占領』して、すでに四日目の朝である。

　昨夜はあれから心しん金がねかもしれない品々を校庭に運び、悪あく路ろ王おう召喚。前に旧東京でやったとき同様、体長三メートルのサイズに縮小させた。

　それから麻薬探知犬よろしく、悪路王に検分してもらったのである。

　鑑定の結果が今、テーブルの上で朝の日差しを反射している。九つあった赤瑪め瑙のうの玉、そのうちのひとつであった。

「……ま、一〇〇％そうだと、まだ断言はできないけどね」

「でも話を聞くかぎり、その可能性はかなり高そうよ」

　うなずくルナ・フランソワの横で、アーシャもつぶやく。

「は、はい。竜王の心金なんて、晴はる臣おみも織おり姫ひめさんもよく見つけましたね……。ただ、それはそれとして、ひとつ屋根の下で女の子とウハウハいちゃいちゃ……」

「ふふっ。これも合宿の成果よね～」

　アーシャはなぜか苦虫をかみつぶしたような顔つきで、逆にルナ・フランソワはわざとらしいほど満面の笑顔だった。

「やっぱり美少女ふたりを侍はべらせての合宿生活、いわゆる両手に花を満まん喫きつして、ハリーのモチベーションも最大限に高まったのでしょう？」

「晴臣！　いつもの草食系男子ノリでスルーしていいんですよ！」

「でも実際いろいろ楽しかったし……。助かることが多かったのも事実だし……」

「ふふっ。よかったら次もコーディネートしましょうか？」

「……機会があれば是非」

「くっ、裏切り者！」

「仲よく合宿してたのに、なんで怒られんのさ……？」

　アーシャに罵られて、首をかしげるハルだった。

　尚なお、織姫＆羽は純ずみはおとなりの文化部クラブハウスに向かい、あちらに泊まり込んでいるＭ部長へ朝食を届けに行っている。

　ハルはあらためてテーブルの上を眺めた。赤瑪瑙の心金だけでなく、白い粉末入りのフラスコもある。崩壊した火ひ之のか具ぐ土つちのドラゴン体を採取したものだ。

「こういうサンプルをたくさん集めて、研究を進めてさ。最終的には“〝新しいまがいもの”〟を造れるようにするべきなんだろうな」

「新しいまがいもの、ですか？」

「今のリヴァイアサンとは、またべつに？」

「うん。まがいもののドラゴンじゃなくて、まがいものの竜王を」

　ハルが発した言葉に、特級魔女たちはハッとした。

　彼女たちの操る『蛇』こそが“〝まがいもののドラゴン”〟。だが、上位種や竜王級たちと比べれば、パワー不足は否めない存在でもあった。

「ほら、僕らの親世代もさ。北極圏の氷壁から古代の魔術師が造った竜型ホムンクルス──大昔の女神さまを見つけて、そいつを参考にリヴァイアサンを錬成したわけだろ？」

「ええ。その女神こそが『不死者なる蛇の母グランドマザー・インモータル』」

「今もイスタンブールの地下で生きつづける、全ての『蛇』の祖母にして原型アーキタイプですね」

　三人とも親の代から《S.A.U.R.U.サウル》関係者なので、さすがに話が早い。

　ハルの言わんとするところは、即座に理解してもらえた。

「とりあえず、この心しん金がねを確保したことで──」

　テーブルの赤瑪め瑙のうを見つめて、ハルはつぶやいた。

「現代人では初の“〝竜りゆう弑ごろし”〟発見者として、後世とやらへ果たすべき義務はそれなりにすませたと思うんだ。このあとすぐ僕がいなくなって、《弓の秘ひ文も字じ》が失われたとしても……希望の芽みたいなものはあとに遺のこしたって意味でさ」

「晴はる臣おみ。じゃあ、いよいよ──」

　この前置きだけで、アーシャは察してくれた。

　今までの渋じゆう面めんをきれいに消し去り、真顔でうなずいてくれる。

「うん、ルサールカを新生させよう。そのうえで東京新しん都とを奪還できるかチャレンジしてみようか。まあ、新都奪還は“〝ダメでもともと”〟になりそうだけど」

　ハルは魔法の呪文を唱えた。実際、かなり無理めのミッションなのだ。

「上位種だけならともかく、竜王とその眷けん属ぞくがバックにいるものねえ」

「私たちが失敗したら新都はこのまま放棄され、廃都に──というところでしょうか」

　ルナ・フランソワとアーシャもやや無責任に相づちを打つ。

　新都に現れた敵がどれだけ強大か、彼女たちこそが最も熟知している。だからこそ、脳天気な楽観論など吐けないのだろう。

　ともあれ、特級認定マスタークラスの魔女たちとハルはうなずき合った。

「ところでルナ。ひとつ訊きいてもいいかな？」

　話が一段落したところで、ハルは話題を変えた。

　なぜかアーシャにつきあって、学園女子の制服を着ているアメリカ人少女を見つめながら。今朝、彼女の姿を見たときから気になっていたのだ。

「今日はどうして制服なんて着てるのさ？」

「郷ごうに入っては郷にしたがえよ。それに同じ服を着た方が、隣にいるアーシャとの身体特徴的なコントラストがはっきりすると思って♪」

「こ、コントラストとは何ですか!?　そりゃルナの方がすこしグラマーですけど！」

「すこしじゃなくて大幅によ。でも、もしかしたら織おり姫ひめさんには負けるかしら？　最近の日本人ってスタイルいいのねー」

　このとき、ハルの携帯端末に電話がかかってきた。

　ちょうど話題の主、抜群すぎるスタイルの持ち主からの連絡だった。

「どうしたんだい、十じゆう條じよう地じ？」

『あ、春はる賀がくん？　Ｍ部長が緊急召集をかけているの。すぐに来て！』



　朝食を届けに行ったとき、Ｍ部長はクラブハウスの屋上にいたらしい。

　織おり姫ひめと羽は純ずみが来たにもかかわらず、それから三〇分間も目をつぶったまま瞑めい想そうにふけっていたのだとか。そして、やにわに『くわっ』と両目を見開いた。

　そこからは緊急の朝食タイム。

　Ｍ部長は炊飯器ごと持っていった四合の白米をたいらげたあと、言ったのだ。

「アタシの部の関係者を集めなさい！　修行の成果を見せてあげる！」

　かくして、ハルとアーシャも屋上に馳はせ参さんじたのである。

　羽純と織姫も合わせて四人が見守るなか、Ｍ部長はおもむろに口を開いた。

「丸二日におよぶ修行がアタシを新たなステージにいざなってくれたわ。今なら大宇宙の深しん淵えんから来た邪神や幻魔とだって戦えそうな気がする……」

「す、すごいですね……」

「修行期間が二日だけなのはツッコミどころですけど……」

　羽純と織姫のつぶやきをよそに、Ｍ部長は「はあ！」と叫んだ。

　大爆発でも起きるのかとハルは身がまえたのだが、予想外に何も発生しなかった。みんなを代表するように、アーシャが不審そうに訊たずねる。

「……変身とか、するんじゃないんですか？」

「バカね。精神となんとかの部屋じゃないんだから、たった二日の修行でそこまで変わらないわよ。でも、ばっちり成果はあるわよ。ねえ春賀」

　Ｍ部長のつぶらな瞳で見つめられて、ハルはどきりとした。

「前にアンタを“〝視みよう”〟としたときは、運らしい運が何も見えなかったけど。今のアタシなら、何か視えるかもしれないわ。よかったら、やってみる？」

「って、僕の運勢を？」

「ええ。上級スキル《人生いろいろ女もいろいろライフコンサルタント》は、アンタみたいにイレギュラーな男にだって人生の師と慕われることまちがいなしの必殺奥義なんだから。遠慮は無用よ」

「はあ……。でしたら、物は試しでひとつ」

　ハルが頼んだ瞬間、Ｍ部長はすすっと近づいてきた。

　その足取りはなめらかで、意外なほど軽やかですらあった。そして、気づいたら部長の掌打でハルの胸は小突かれていた。

「はあ！」

「うわあっ!?」

　いきなりの掌打を受けて、ハルの体はきれいに吹っ飛ばされた。

　そのまましりもちをついて倒れこむ。一方、Ｍ部長は超然としたまなざしでハルを見おろして、おごそかに言う。

「……アンタを導く光はね、とっくの昔にアンタの手元にあんのよ。八方ふさがりになって困ったときは、それを思い出しなさい……」

「ぼ、僕の手元に？」

　しかし、この問いに答えはなかった。

　Ｍ部長の推定一四〇キロの巨体がぐらりと揺れ、へなへなと腰砕けになったからだ。ハルたちの元締めというべき怪人物は、そのまま横たわってしまう。

「寝てる……？」

　寝息がすやすやと部長の口から洩もれてくる。両目も閉ざされていた。

　力を使い果たしたのだろうか？　そして、ハルは気づいた。軽く小突かれただけの胸がほんのすこしだけ──ジンジンと痛んだのである。

「あいかわらず何でもありの人だよなあ……」

　寝入った部長を眺めながら、つくづくと感心するハルだった。まあ、今のお告げが何を意味するのかはさっぱり理解できなかったが──。








【第四章　矢の女王】
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　東京新しん都とがドラゴンたちに『占領』されて、すでに四日目だった。

　その間、武む藤とうさんこと武藤夏なつ美みは避難所に滞在していた。もともと江戸川区南みなみか西さいの大型区民ホールだった施設である。舞台公演やオーケストラによるコンサートなども行われる場所なので、広さは十分だった。

「ここから出られる日が来るのかは、かなり謎だけど……」

　四日目の午前一一時頃、ぼそりと武藤さんはつぶやいた。

　ちょうど食堂でテレビを流し見しているところだった。

　この四日間はどこの局も『東京新都に何が起こったのか？』と特別報道番組ばかりを放送している。今もまさにそうだ。ほかにも二〇人ほどが同じ番組をぼんやりと、あるいは食い入るように視聴中である。みんな、この近辺の住民だった。

　テレビでは男性キャスターが情報を整理していた。

『人間の精神に害をおよぼすドラゴンの攻撃で多くの住民が意識不明に陥っている』『新都住民は脱出不能』『無事だった都民は新都内で避難生活』『避難者のみなさまの声』『東京周辺に住む方々への疎開のすすめ』などの内容だった。

「ま、電話もネットもつながってるから、情報だけは行き来できるんだよねえ……」

　しかし、新都から人間が『外』へ出ることはかなわない。

　ドラゴンたちがあちこち飛びまわっていることに目をつぶれば、食糧も水もふんだんにあったし、問題なく暮らせてはいる。

　だが、先の見えない生殺しの状態であった。

　武藤さんはため息をついた。彼女をふくめた『フリーズしていない』避難者は今のところ状況をおとなしく受け入れ、避難所で静かに生活している。

　事件開始から一週間も経たってないからだろう。まだ本格的にストレスがたまっていないのだ。あとは──迂う闊かつな脱出行でドラゴンに鏖おう殺さつされた人々の衝撃映像。

　やはり、あれのインパクトゆえか。

　空飛ぶドラゴンたちは外を出歩く者に注意の目を向けるとのうわさもあった。

「することもないし、またボランティアでもしてこようかな？」

　ドラゴン側が仕掛けたという精神攻撃で、都民の九割が『フリーズ』した。

　彼らはドラゴン襲来時にいた避難所へそのまま収容された。学校の体育館など広いスペースに荷物のように放りこみ、雑ざ魚こ寝ねさせるという文字通りの『収容』だったが──。

　この作業、今も進行中である。ボランティアも絶賛募集中だ。

　武む藤とうさんのように無事だった人間の多くが参加し、ついでに家族や知人に“〝すこし上等な寝床”〟を確保してやったりということもしていた。

　が、ここで同級生の女子・船ふな木きさんが近づいてきた。彼女もご近所の住民なので、この避難所で暮らしているのだ。

「武藤さん！　あのイケメンの人、熱がやっと下がったよ！」

「おっ、ついに。じゃあ、お見舞いにいこうかな」

　船木さんの報告を受けて、武藤さんは言った。

　四日前、小学校の体育館に運びこまれた銀髪の美青年。あのあと、彼はずっと高熱に冒され、意識もはっきりしない状態が続いていた。しかし、医療従事者の多くが昏こん睡すいしており、機能している病院はごくわずか。

　熱以外に外傷も疾患もない患者の入院は認められず、ここで預かる形となったのだ。

「一応、おしゃべりもできるよ。あまり話をしたくないようだけど」

「あの人、どこから来たって？　日本人じゃないよね」

　パスポート・外国人登録証・財布・クレジットカード。

　それらの一切を所持していなかった謎の美男子で、銀髪の白人。その素性は四日前から気になっていたのだが。

「それがねえ。出身地どころか名前も言わないで、ムスッとしてるの。でも、そこがいい感じにクールだから、イケメンは得だよねー」

　同級生の報告に、武藤さんは苦笑した。

　船木さんはこの調子でマメに『謎のイケメン』の様子を見にいっていたのだ。

　また、熱冷ましのシートをおでこに貼ったり、氷枕を用意してあげたり。

　美男子をかまいたいミーハーな気持ちと親切心、ほかに娯楽のない状況が組み合わさった結果の世話焼きだった。武藤さんもときどきつきあっていた。

　ふたりは区民ホール二階の大きな和室へ向かった。

　区主催の生け花教室などに使われるらしい。ここに布団を運び、銀髪美男子の病室代わりにしたのである。

「あ、また出ていこうとしてる!?　ダメじゃない！」

　和室の前に来て、いきなり船木さんが叫んだ。

　謎の銀髪美男子はよろけながらも壁を伝い、部屋を出てきたところだった。

「今、外はたいへんだよ。東京から出ることもできないし。聞いてないの？」

　武藤さんが忠告する間に船木さんは駆けより、彼の体を支える。

　これに銀髪美男子はしかめ面になり、邪険に船木さんを押しのけようとして──ただ肩を押しただけだった。力が入らないらしい。

「ほらほら。そんな体じゃ外に出たって何もできないでしょ？」

「隠れるのは好かんがまだいい……。だが、人間ごときに匿かくまわれるわけにはいかん。わたしの誇りに傷がつく！」

　武む藤とうさんがたしなめたら、なめらかな日本語で言いかえされた。しかも美声だ。最近どこかで聞いた気もするが、これはただの勘ちがいだろう。

　隣で船ふな木きさんは感心したようにコメントする。

「なんかすごいでしょ、この人。言うことまでお芝居みたいで」

「やっぱり外国人だからかねー。ちがう文化の人って感じ」

　どうやら、自分たちはかなり妙な男を拾って世話していたらしい。

　そのことをはじめて知った武藤さんであった。
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　ハルとアーシャはもうひとりを連れて、学園の保健室にやってきた。

「とりあえず、ここに寝かせればいいか」

「じゃあ、降ろします。ふん！」

　ハルが指さしたベッドへ、アーシャは気合いと共に背中の荷物を降ろした。

　Ｍ部長である。文化部クラブハウスでご託宣を授けたあと、いきなり寝こんだ一四〇キロの巨体だ。それをアーシャが《筋力強化》の魔術で全身のパワーを高めて、ここまで運んできたのである。ハルはうしろから支える役だった。

「二時間くらいしたら、様子を見に来ましょうか」

　と言うアーシャと共に、保健室を出た。

　このまま図書館に帰ってもよかったが、学食の前を通りがかったとき、ハルは幼なじみに目配せした。これだけでアーシャは呑のみ込こんでくれる。

「何か話でも？」

「うん。ルサールカのことでちょっと」

　ふたりは学食に入り、自販機でコーヒー牛乳を買った。

　手近なテーブルを選び、向かい合って腰かける。

「単刀直入に言うとさ。ルサールカを新生させる儀式、火ひ之のか具ぐ土つち抜きでやるから、あいつの分まで僕をサポートして欲しい」

「……まあ、彼女の心しん金がねを研究サンプルにするわけですしね」

　さすがにアーシャは理解が早い。すぐ察してくれた。

「今までどおり、お手伝いを頼むこともできなくなりますか」

「うん。まさにそのとおり」

「先に新生儀式をすませてから、心しん金がねの確保に乗り出す手もあったでしょうけど」

「百戦錬磨の女王様だからね。たぶん、だませなかったと思うよ。それにまあ、なんというか、あれでも一応はね……」

「一応は命の恩人だから、だますのも気が引けた──ですか？」

「いやいや。返してない借りもあるから、すこし遠慮した程度だよ」

「ま、そういうことにしておきましょうか」

「それで、僕の銃に儀式をリードしてもらうつもりなんだ。アーシャは僕と盟約を交わした仲だから、あの銃ともリンクできる。儀式の内容、チェックしてくれる？」

「もちろんです」

　コーヒー牛乳をちゅるちゅる飲みながらの、まったりした会話。こんなノリでも実務的な相談がさくさく進んでいくのは腐れ縁のいいところだ。

　ハルが呼び出した魔銃を受け取って、アーシャは両目を閉ざした。

　言葉や文字ではなく、イメージで魔術の教えを受け取るための瞑めい想そうなのだ。

「……大体のところはなんとなく把握できました」

　約一〇分後。ようやく目を開けたアーシャは魔銃をテーブルの上に置く。

　そして、ため息と共に報告してくれた。

「この儀式魔術の概要。理念。おおまかな術式。晴はる臣おみの持つ《弓の秘ひ文も字じ》が記憶していた、過去二回の儀式内容……」

「しっかり条件をととのえないと、成功の確率はだいぶ低いようだけど？」

「ええ。かなりの量の魔力を用意しないとダメでしょうね。それもドラゴンたちの心金が生み出すような……そう、火の性質が強い魔力を」

「足りないのはやっぱりそれか。予想どおりだねえ」

　過去二回の儀式も、魔力がおそろしく濃いときに実施されたのだ。

　ハルは学ランのポケットから、赤瑪め瑙のうの玉を取り出した。火ひ之のか具ぐ土つちの心金だ。その傷だらけの表面を眺めながら、つぶやく。

「十じゆう條じよう地じのときは悪あく路ろ王おうの肉体を一いつ気き呵か成せいに誕生させて、白しら坂さかのときは心金ごと水み無な月づきを再誕生させた。ルサールカもどうにかして復活させてやりたいな……」

「はい。私もそう願っています。が、それはそれとして」

　いきなりアーシャが話題を変えた。

「その銃とリンクしたおかげで、ようやく謎が解けました」

「謎？」

「はい。新生儀式のくわしい手順、今まで晴臣が明かさなかった理由です」

　じとっとアーシャに見据えられて、ハルはびくっとした。

　そういえば、織おり姫ひめ・羽は純ずみ・火ひ之のか具ぐ土つちと何をしたのかはアーシャにも語らず、例のレポートにも書かなかったことをすっかり忘れていた！

　ハルはあわてて心しん金がねをポケットにしまい、こほんとせき払いした。

「織姫さんと羽純さんを言葉巧みに誘い、あんな格好までさせて、あげく柔肌に手をかけて……鬼畜外道な助平小僧の所行ですね。えろえろです」

「いや、あれは心霊治療のようなものでねっ」

「そ、そのうえ、今度は私にも同じことをしようとして──！」

　いつのまにかアーシャが顔を真っ赤にして、にらんでいた。

　ハルは「えっ？」とつぶやいた。たしかにそのとおりだった。新生儀式をやる以上、アーシャとも織姫たちと同じように接しなければならない。しかし、そこに今までまったく気づいていなかったのだ。なぜだろう？

「ええと、その、なんというか……」

「わ、私、晴はる臣おみという人間をよく理解できていませんでした。私みたいなピチピチの美少女が身近にいても助平心を一切持てない、完全なる草食生物だと思っていたのに」

「い、いやあ。僕はこれでも健全な男子学生だよ」

「そうみたいですね。だから、私までもそのえろえろな性的衝動りびどーの対象にしようと……けがらわしいです。ふけつです」

「そ、その辺を説明すると長くなるんだ。ど、どう言ったらいいのかな？」

　ハルにとって、アーシャは実の姉や妹と同じような存在なのだろう。

　彼女が異性であるという意識がほとんどない。だから、自然とそういう展開を考えないまま、『ルサールカを新生させよう』と口にしていたのではないか？

　即席の自己分析を語ろうとして、ハルはハッとした。

　てっきり、幼なじみは春はる賀が晴臣の助平心に怒りと嫌悪感を覚えていると思いきや。

「本当にえろえろで──わ、私、困ってしまいます」

　なぜかアーシャは潤んだ瞳でハルを見つめていた。

　その目に怒りの色はない気がする。むしろ安あん堵どと動揺と、抑えようとしてもこみあげてくる歓喜のような何かがかいま見えるような……。

　しかも、彼女は困惑気味にこんなことまで口にするのだ。

「で、でも、ちょっと安心もしました。今までずっと、晴臣は生物として致命的な欠陥をかかえたまま人生をむなしく終えるしかない男の子だと思ってましたから……」

「そこまで思っていたのか……」

「お、女としての私に抑えがたい欲求をひそかに感じていて、毎日をもんもんと過ごしていたのなら、まだ復活の余地はありますし……。それなら幼なじみとして、一肌脱ぐのもやぶさかではありませんし……」

「えっ!?」

　顔だけでなく首筋まで真っ赤にして、アーシャがささやいている。

　その言葉に愕がく然ぜんとした瞬間、幼なじみの妖精めいた面おも差ざしがハルの顔に近づいてきた。容姿については申し分のない美少女なのだ。どきどきした。

「ひ、ひとつ提案があります」

「う、うん」

「ええと、その……うううっ！」

「ど、どうしたアーシャ!?」

「わ！　私には晴はる臣おみが助平小僧として悪名を馳はせないよう、導く義務がありますっ。それにルサールカを復活させる必要も……。だ、だから練習しましょうっ！」

「練習!?」

「は、はいっ。ルサールカを新生させる儀式の予行演習です！」

　アーシャはいきなりハルの隣の席にやってきて、腰をおろした。

「さあ！　織おり姫ひめさんや羽は純ずみさんにやったみたいに私にも獣欲をぶつけて──じゃなかった、あの儀式と同じことをやってみてください！」

「ええっ!?」

「は、晴臣にその勇気がないなら、私からやってあげます！」

　制服のブラウス──そのボタンにアーシャは指をかけ、はずそうとする。

　言葉は威勢よかったが、指の動きは遅い。しかし、それでもひとつ、またひとつとブラウスのボタンはゆっくりとはずれていく。

　ついに全てはずれ、ブラウスの裾もスカートから引っぱり出されて──

　アーシャの上半身を隠していた衣服が左右に開かれた。その隙間から、ミルクのように真っ白な素肌が見える。

　彼女が色白であると、もちろん知っていた。だが、まさかここまでとは──。

　白い陶器のような肌のきめ細かさがたまらなくまぶしい。そして、アーシャのウエストの細さにどきどきした。ハルが両手を組んで輪を作ったとしたら、そのなかにすっぽり収まってしまうほどの柳やなぎ腰ごしなのだ。

　小さなおへそもつつましやかで可愛かわいらしい。また、もっと上の方も……。

　ブラウスの隙間からは小振りのバストをつつむ水色の下着までもかいま見える。ここでハルは己の心得ちがいをひとつ悟った。

　織姫あたりと比べれば、たしかにアーシャの胸囲はひかえめだ。

　しかし、銀髪の幼なじみはとにかく華きや奢しやなのだ。

　なのに、胸や腰からおしりにかけてなどはほんのり肉付きがあって、意外と起伏のあるラインを描いている──。

　小さいなりに女性らしく均整のとれたスタイルだった。

　ハルはごくりと息を呑のんだ。少女の姿のまま完成を迎えようとしている、あやうい妖精の魅力がそこにはたしかにあった。

「じ、じゃあ、晴はる臣おみ。こちらに手を……」

「ええっ!?」

　アーシャがハルの右手を取り、導いた先は彼女のおなかだった。

　白い肌のなめらかさにハルは驚いたが、すぐに気づく。新生の儀式では、依より代しろとなる魔女の腹部にふれる必要がある。これはその演習なのだ。

　ハルは《弓の秘ひ文も字じ》が宿る右みぎ掌てで、細いおなかを撫なでた。

　このか細さ、同じ女性が見たら羨せん望ぼうのため息をこぼすかもしれない。これほど華きや奢しやな体に『蛇』の心しん金がねを託しても大丈夫だろうか？

　心配しながらハルはアーシャのおなかを撫で続け、指先と掌てのひらを這はわせていった。

「ん……んんっ」

　不意にアーシャが苦しそうにした。乱暴なことは何もしていないのに。

「ど、どうしたんだい？」

「くすぐったいというか……ちょっとこそばゆいといいますか……」

　アーシャがすこし苦しげに──いや。ハルは気づいた。















　苦しいのではなく堪こらえているのだ。肌にさわられたときの微妙なくすぐったさを。

　幼なじみはこういうことに敏感なのかもしれない。しかし、くすぐったいという割にアーシャはハルの右手から逃れようとしなかった。

　それどころか、だんだん心地よさそうに目を細め、身をまかせるようになった。

「あったかくて……気持ちいい気がします」

　ずっと撫なでていたからだろう。アーシャのおなかがあたたかくなっていた。

　最初にさわったときはひんやり冷たく感じたのに。男よりも女性の方が体温は低いからだとハルは気づき、ひそかにうなずいた。

「ん──く……んんっ」

　またアーシャが堪える表情になった。それが奇妙なほどなまめかしい。

　何でも知っていると思っていた幼なじみ。だが、今はじめて見た表情、はじめて知ったことがなんと多いことか──。ハルの胸がどきどきと高鳴る。

　そして、その直後だった。アーシャがつぶやいた。

「あ、あのっ。こちらも練習……しますか？」

「えっ？」

「は、羽は純ずみさんのときと同じやり方なら、私の心臓を介してルサールカの心しん金がねを抜き取るわけですし……。だったら、こちらにも接触する必要が──！」

　ハルは前回の儀式を思い出した。

　そう、心臓にさわるということは──思わず顔を上げる。アーシャと目が合った。幼なじみはすこし潤んだ瞳でうなずいてくれた。

　ふたたびハルの右手を取り、導いていく。彼女自身の乳房へ。

　水色の下着につつまれた部分に、ハルの右手はついに到達した。小振りでも十分なやわらかさと、心地よい弾力があった。何より掌てのひらですっぽり覆いかくせるという小さな野の花にも似た可か憐れんさに、ハルは電撃のようなショックと感動を味わった。

　胸のどきどきが最高潮に高まる。その瞬間だった。

　ハルとアーシャは同時にハッとした。魔力がいきなり湧き出てきたのだ。

　それも春はる賀が晴はる臣おみの心臓から。人間の世界でこんなふうに魔力を生み出せるのは、魔女の心臓と『時計仕掛けの魔術師クロツクワーク・マギ』だけだというのに！

「どういうことだ、これ……？」

「私と儀式の練習をしたことがきっかけで、覚醒したのでしょうか……？」

　困惑しながら、アーシャといっしょにつぶやき合う。

　魔力はすこしずつ、しかし、尽きない泉から湧き出るように滾こん々こんとあふれてくる。

「ま、まだまだたくさん出てきそうですね……。火の属性が強い魔力──まるでドラゴンの心金が生み出すような……」

　呆ぼう然ぜんとささやいてから、アーシャがふと考えこんだ。

　また、ハルも思い出していた。さっきＭ部長に胸を小突かれたが、あれはまさしく心臓の真上ではなかったか。部長のご託宣が頭をよぎる。

『アンタを導く光はね、とっくの昔にアンタの手元にあんのよ……』

　この心臓から生まれる魔力があれば、もしかして──。

「新生の儀式に足りないのは大量の魔力……」

「晴はる臣おみ！　今からルサールカをよみがえらせましょう！」

　その直後、ハルの右みぎ掌てが熱くなった。《弓の秘ひ文も字じ》が浮き上がっている。

　どくん。どくん。どくん。竜りゆう弑ごろしのルーンは手のなかで脈動していた。まるで心臓の鼓動のように力強く、熱い。

　その熱さが教えてくれた。弓と対を成なす秘文字が到来したことを。

「アーシャ、みんなに隠れるよう指示してくれ！　あいつが来る！」

「あいつ？　誰だれのことですか？」

「この間の竜王……！　女の子の格好をしたやつだ！」

　ハルはテーブルに置いてあった魔銃をひっつかみ、駆け出した。

　外へ──。竜王・雪ゆき風かぜの姫を迎えるために。



　　　　　　　　　３



　ハルが走った先は、校庭のグラウンドだった。

　とにかく広い、開けた場所がいいと思ったのだ。何が起こっても──たとえドラゴンが大暴れしても被害が最小ですむようにと。

　野球部の練習でも使われるグラウンドの中央あたりで、空を見あげる。

　今日は快晴だった。さわやかな青空のなか、白い雲がまばらに散らばっている。このコントラストの妙を切り裂くものがあった。

　それは遥はるか彼方かなたの空より飛来する、一筋の白い閃せん光こうであった。

　ハルが視認してから、ほんの十数秒。たったそれだけの時間で、天翔ける閃光は学園上空に到達した。その速さ、まさに稲妻。超音速の飛ひ翔しようなのだ。

「ついに女王さまのお出ましか……」

　ハルのいる校庭へ、すこし前まで閃光だった代しろ物ものが降下してくる。

　白いサーフボード状の『杖』に仁王立ちする、白いワンピースの少女だ。三日前、羽田沖で目撃した竜王・雪風の姫だった。

　姫を乗せた『杖』はハルのすぐ目の前に降りてきて、空中で静止した。

「覇気のない顔だ……」

　白きドラゴン王はまず、しみじみとつぶやいた。

「弓を継いだ人間と聞いて、顔を見に来たぞ。いつぞやの対面から間が空いたのは許せ。この国もひさしぶりだからな。あちこち見聞していた」

　武張った物言いをするくせに、彼女の声はのびやかで可か憐れんだった。

「さて、おまえの顔についてだが──雄々しくもなければ凜り々りしくもない。だが、見ようによっては『味のある面つら構がまえ』と言えなくもないな。うむ」

「そりゃどうも……」

　雪ゆき風かぜの姫はハルをじっくり、値踏みするように見おろしていた。

　まさか顔についてコメントされるとは。居心地が悪く、ハルは身じろぎした。

「なに、礼にはおよばん。見てくれで男の器量はわからぬもの。その程度の理ことわりも知らぬほど、雪風は暗あん君くんではないぞ。まあ、たしかにもうすこし涼やかさなり、気品なりがあっても邪魔にはならんと思うが……」

「顔のつくりについては、親に文句を言って欲しいなあ」

　まさか、竜王とこんなふうに語らう日が来るとは。

　戦慄すべきシチュエーションだが、ハルはそれなりに自然体だった。

　やはり前回、高層ビルの屋上並みの高さから墜落したり、巨大ドラゴンと差し向かいで対決した経験が大きい。異様かつ衝撃的な事件に身も心も慣れつつある。

　一方、少女の姿をした竜王もあっさり答える。

「何を言う。顔立ちは生まれつきだが、面構えにはその者の生き様と内なる心がにじみ出るもの。親のせいにはできんぞ、慮りよ外がい者ものめ」

「なるほど、たしかにそうかも」

「うむ。話をもどすと、おまえの面構えはどう見ても武人もののふの顔ではない」

　姫を乗せた『杖』は地上三メートルほどの高さに浮いている。

　物理的にも精神的にも“〝上から目線”〟の少女は、フッと軽やかに微笑ほほえんだ。

「だが、雪風も認めた勇士──あの銀竜めをみごと破ったという。ふふ、その武功を知っていれば、とぼけた面構えも味わい深く見える。枯こ淡たんの趣おもむきだな」

「そんな、茶器とか骨こつ董とうじゃあるまいし……」

「ん、茶の湯か？　何だ、おまえも心得があるのか。よし、そのうち雪風が点たてた茶を振る舞ってやろう。そのときまでおまえが生きていれば、だが」

　何気なく口にした言葉への、姫の返答。ハルは目をみはった。

「えーと。君は一体、どこで茶の湯を覚えたんだ？」

　火ひ之のか具ぐ土つちとちがい、雪風の姫は言葉も所作もかなり若々しい。

　ハルはあえて『君』と呼んだ。ドラゴンとして何百年生きたかは知らないが、彼女の精神年齢は自分と大差ないように思えたのだ。

「かなり昔だな。よく覚えていないが、この日本国を前に訪ねたときだ。あの頃は民のまとう衣も家々も、今とはまったく異なっていたが」

　ということは、江戸期か戦国時代の日本を旅したことがあるのか！

　ハルはすばやく考えた。超古代生物である竜族は二〇世紀の末、おそらく三千～二千年ぶりに地球上に帰還した。それが『ドラゴン帰還』だ。

　帰還以前、ドラゴンたちは人類が到達せざる深海で眠っていたはず。

　しかし、火ひ之のか具ぐ土つちが心しん金がねを投げ捨てた戦いは約八〇〇年前。また雪ゆき風かぜの姫は近世日本の風俗を見聞し、茶の湯を学びさえしたという。

「君も……紅ぐ蓮れんの女王も、ずいぶん人間たちと縁があるんだな」

　白き美少女と向き合いながら、ハルはつぶやいた。

「人間に化けて地球のあちこちを旅したり、逆に女神のような存在として崇あがめられたり──。この二千年間、君たち竜王がどんなふうに暮らしてきたのか興味が出てきたよ。すくなくとも、ほかの竜族とちがって休眠はしていなかったようだけど？」

「当たり前だ。われら竜王は眠りたいときに眠り、起きたいときに起きる。地の底や海の底に版はん図とを築き、まどろみを楽しむ竜王もいたが──」

　雪風の姫は勝ち誇るようにささやき、まっすぐ天を指さした。

「それは我が流儀にあらず。風は空を往ゆくものだぞ？　この雪風は翼を風に乗せ、遥はるか天上を天翔けてきた。月と赤き星を踏み越えて、我が往くは星の大海。ときには地上へもどってくることもあったが……旅路のほとんどが星せい海かいを突き進むものであった」

　姫の軽やかな語りを聞いて、ハルはため息をついた。

　そういえば、ドラゴンたちは平然と大気圏を突破し、衛星軌道や月に居住地コロニーを造る生物なのだ。彼らが言う『星海』とは宇宙のことらしい。

　竜王ともなれば、宇宙旅行のひとつやふたつ、当たり前ということか──。

「ふふ、弓の担い手よ。ひとつ、新たな顔を見たぞ」

　いきなり姫が微笑ほほえんだので、ハルは「えっ？」と驚いた。

「この短い間にずいぶん知恵を巡らせたと見える。おまえのとぼけた顔に賢者の切れが加わっていた。なるほど、そういう手合いだったか」

「賢者なんて、とんでもない。はじめて言われたよ」

「ならば、いずれ言われるようになる。雪風が確約してやろう」

　姫は断言してから、にやりと笑う。

「その見識を見こんで問う。おまえとちがい、剣けんの文字を継いだ銀竜は雪風も認める武人、竜の種族でもとびきりの勇者であった」

　竜族上位種パヴェル・ガラド。《剣の秘ひ文も字じ》の継承者。

　実は今、誰だれよりも再会したいドラゴンのことを言われて、ハルはどきりとした。

「あの者と比べて、おまえは己のどこが勝っていると思う？」

「そんなところ、ひとつだってあるわけないだろ。前回勝てたのは、単にこっちの仲間が強かったからだし。……まあ、でも。あいつは負けるべくして負けたとは思うよ」

「ほう」

　いい機会なので、ハルはあえて言う必要のない持論を語ることにした。

　自分の考えに対して、現役竜王がどう反応するか──見てみたくなったのだ。

「僕たちに負けなくても、『王への道』ってやつを進んでいくうちにどこかで必ず負けて、挫折したんじゃないかな。彼はなんていうか……すごく勇者すぎるというか、あのゲームをまじめにやりすぎていたと思うんだ」

「は、ははははは！」

　ハルの言いぐさを聞いて、雪ゆき風かぜの姫は痛快そうに哄こう笑しようした。

「さすがだな、弓の担い手！　そのような言葉が出てくるとは思わなかった！　だが、たしかに──ふふ。おまえの申しよう、うなずけるところがある」

　竜王の少女が同意するのを見て、ハルはどきりとした。

『王への道』なる一大クエストに対して、春はる賀が晴はる臣おみが抱いた印象──まちがってはいなかったのかと。しかし次の瞬間、戦慄した。

　雪風の姫がフッと不敵に微笑ほほえんで、ハルを鋭く見おろしたからだ。

「そろそろ名を訊きいておこうか」

「春賀……晴臣」

「よし、晴臣とやら。おまえの知恵、なかなかに面白い。だが、その智ちに釣り合う勇がなければ、宝の持ち腐れというもの。次は武勇を見せてもらう」

　仁王立ちする姫を乗せて、サーフボード状の『杖』が高度をゆっくり上げていく。

「無論、竜王たる雪風の方が武では遥はるかに勝る！　だが晴臣、ここを切り抜ける器量、おまえにあるかを試してやる！」

「ええっ!?」

「ふふ、力のかぎり逃げるのでもいいぞ。この雪風、あらゆる獲物を撃ち抜く屠と竜りゆうの矢となり、おまえの背中に追いすがってみせる！」

「ま、マッハで飛んでくる矢を避よけられるわけないだろ！」

　やっぱり、こうなったか──。ぼやく間もなく、ハルも『杖』を呼んだ。

　鋼と黄金の魔銃。《弓の秘ひ文も字じ》が具現化した武器だ。そして、一瞬の躊ちゆう躇ちよもなしに射撃モードを選択する。かちゃり、かちゃり。

　二回の作動音と共に、魔銃はフルオート射撃のモードとなった。

「頼む！」

　ハルが引き金をひくと、銃口から三〇発の赤い光弾が次々と吐き出された。

　弾倉を一瞬にして撃ち尽くす、必ひつ滅めつ之の法ほうである。三連射が姫の眷けん属ぞくに通じなかった以上、その主にはより強力な切り札を出すしかない。また、ひそかな疑惑もあった。

　最強の攻撃でなくては、おそらく牽けん制せいすらできないのでは──？

　その危き惧ぐにまかせての一いつ斉せい掃そう射しやであり、それはたぶん正しい判断だった。しかし。

「ははははは！　いいぞ、晴はる臣おみ。この苛烈さ、なかなか雪ゆき風かぜの好みだ！」

　少女竜王の防御法は予測を超えるものだった。

　三〇発の赤い光弾が迫りくると、彼女を乗せて上昇していたサーフボード状の『杖』は一気に加速したのである。

　雲が散らばる青空の高みめざして、白き閃せん光こうとなって急上昇していく。

　三〇発の光弾と姫との距離がすこしずつ開いていった。

「ドラゴンの姿にもどる必要すらないってことか……追え！」

　ハルが命じると、雪風の姫を追う三〇発の光弾が全て加速した。先に加速した標的に追いすがり、撃ち抜くためだった。

「は！　飛ひ翔しようの技でこの雪風と張り合うか！」

　空中の姫は愉快そうに笑う。すると、彼女の『杖』が軌道を変える。

　今まで一直線に天上界めざして駆け上がっていたのが、いきなり『Ｕ』の字を描いてターンし、地上へもどってきたのだ。

　しかも、己を狙う三〇発の光弾──その前方に飛び込むように。

　当然、姫は必滅のフルオート射撃と正面衝突し、無惨に撃ち抜かれるはずだった。だというのに避けられた。ハルは愕がく然ぜんとした。

「あ、あんなのもアリなのか？」

　己に迫る三〇発の弾雨を、姫は巧みな空中機動でことごとく避よけたのだ。

　彼女が駆る天翔けるサーフボードは飛んでくる弾丸の間をすり抜けるように、右へ左へ、上へ下へと小刻みに位置を変え、全てやりすごしたのである。

　だが、三〇発の光弾はさすが必滅の攻撃だった。

　一度避けられてもすぐに誘導弾のごとく方向転換し、ふたたび姫を襲うのだ。しかし、それすらも姫と魔導のサーフボードは次々とかわしてしまう。

「ははははは！　まだまだ未熟だな、晴臣！」

　必滅の弾雨をかわし続ける姫は、波乗りするサーファーさながらだった。

　その天翔ける姿には洗練された優美さがあり、爽快そうに笑う美貌には波間でたわむれるような稚ち気きがあふれていた。

　しかし、その楽しみを邪魔する二体の獣がやにわに顕あらわれた。

「悪あく路ろ王おう！　火の魔法で攻撃──必殺技よ！」

「ルサールカ！　秘ひ文も字じと疑似神格を併用して、最大連射フルバースト！」

　白き九尾の狐こ狼ろう、悪あく路ろ王おう。

　全身がボロボロと崩壊中の飛竜ワイバーン、蒼あおきルサールカ。

　空中で波乗りする雪ゆき風かぜの姫を挟みこむ形で、二体のリヴァイアサンは実在化した。

　しかも、それぞれ空飛ぶ『鏃やじり』を複数ひきつれながら。ハルの魔銃と同じく、《弓の秘ひ文も字じ》が具現化した武器である。

　悪路王がひきいる九個の鏃は黒く、その先端からは爆炎が放射された。

　ルサールカがひきいる一四個の鏃は白く、その先端からは凍気が放射された。

　リヴァイアサンの疑似神格と連動させたフルオート射撃、必ひつ滅めつ之の法ほうである。結果、学園の上空は焔ほのおと熱気、氷片と凍気がうずまく嵐のフィールドと化した。

「む──新手だと!?」

　今度は避よけることも間に合わず、雪風の姫はうずまく焔と凍気に呑のみ込こまれる。

　ハルと魔銃にばかり注意を向けていて、伏兵に気づくのが遅れたのだ。

「さすがアーシャと十じゆう條じよう地じってところだな……」

　奇襲を仕掛けるなら、ここしかないというタイミングで仕掛ける。

　幼なじみの仕切りだろう。つきあう織おり姫ひめの度胸もさすが。また、声もかけられた。

「先輩！　わたしたちはこっちです！」

「ハリー！　そろそろ囮おとり役は切り上げて頂戴！」

　見れば、グラウンドの端の方に羽は純ずみとルナ・フランソワが来ていた。

　今まで隠れて経過を見守っていたのだろう。ふたりのそばにはアーシャと織姫もいて、上空のパートナーを気遣わしげに見守っている。

　彼女たちの方に駆けながら、ハルもちらりとルサールカを見た。

　全身のあちこちから光の粒子がボロボロと落ちている。もしかしたら、この召喚が最後の実在化になるかもしれない。ルサールカの肉体はもう限界寸前なのだ。

　にもかかわらず、蒼きワイバーンは無理を押して《弓の秘文字》を行使中だった。

　だが、魔女たちのそばへたどり着いたとき──

「我が刻印『天てん狼ろうの箭や』に告ぐ……」

　ハルは天から降ってくる声を聞いた。その瞬間に叫んでいた。

「アーシャ、十條地！　『蛇』を消すんだ。でないと手遅れになる！」

「我、雪風は──これより屠と竜りゆうの矢と罷まかり成なる！」

　白き竜王が必滅之法を振るうときの呪文。何度も夢で聞いた口こう訣けつだ。

　これが響き渡った瞬間、爆炎と凍気が嵐となってうずまく上空に、純白の電光を放つ光の球体が誕生した。

　光の中心では、魔導のサーフボードに乗って雪風の姫が仁王立ちしていた。

　彼女は当然のように無傷であり、痛快そうであり、笑顔だった。

「少々なまぬるいが、せっかく切り札を出してもらったのだ。こちらも相応の芸で応えるのが礼というもの。まがいものたちよ、屠と竜りゆうの矢を心して受けよ！」

「ルサールカ、実在化を緊急解除！」

「あ、悪あく路ろ王おうも！　おねがい、早く──！」

　魔女たちが叫んだ瞬間、電光をまとったまま姫とサーフボードが飛ぶ。

　純白の電光は空に二筋のラインを描いた。

　まず雪ゆき風かぜの姫が浮いていた位置からルサールカの胸部へ一筋、そこから悪路王の胸部へともう一筋、『＞∨』の記号を描くように。

　直後、上空で荒れ狂っていた焔ほのおと氷の嵐は全て消し飛んだ。

　ルサールカと悪路王の胸には深い傷が穿うがたれていた。その黒く焼けただれた傷口は、細長い二等辺三角形を楕だ円えんでかこんだような形で──ハルは一目で悟った。

　あの刻印こそが《矢の秘ひ文も字じ》なのだ！

　そして、屠竜の矢を受けたリヴァイアサン二匹の肉体は、足先や翼の端っこなど末端部分から黒く変色していく。しかも、黒くなった部分はたちまち風化してしまう。

　だが、先に『消えろ』と指示しておいた恩恵だろう。

　変色と風化が体幹部に届く寸前で、ルサールカと悪路王は姿を消した。

　実在化の解除がぎりぎりで間に合い、致命傷にはならなかった。しかし、この直後。空から純白の電光がハルたちの頭上に落ちてきた。

　真の標的・春はる賀が晴はる臣おみを撃ち抜くために。ハルはとっさに魔銃へ指示した。

「加護を頼む！」

　真珠色の光がハルと、すぐそばにいる魔女四人をつつみこむ。

　そこに純白の電光──屠竜の矢が落ちてきた。
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　ハルたちを守る不朽の加護と、屠竜の矢がついに激突を果たす。

　その瞬間、ほとばしる電光がグラウンドとその周辺部を白く照らし上げ、激しい衝撃波と爆風が駆け抜けていった。

　前に喰くらったガラドの必ひつ滅めつ之の法ほう『雷神の剱つるぎ』。あれよりも数段強烈だった。

　しかし、不朽の加護はよくハルたちを守ってくれた。真珠色の光のなかにいた者はみんな衝撃に打ちのめされ、吹っ飛ばされて地面に倒れたが、それでも打撲と脳のう震しん盪とう以上のダメージを受けなかったのだから。

　だが、ガラドのときと同様、春賀晴臣の心臓はまたしても停止していた。

　ハルの体はぐったりと地面に倒れている。微動だにできない。意識も朦もう朧ろうとしていて、周囲で起きる出来事をぼんやり知覚するだけだった。

「ふむ……。武勇はこの程度か。少々期待外れだったな」

　姫を乗せたサーフボード状の『杖』がふたたび地上近くに降りてくる。白き竜王は昏こん倒とうしたハルをつまらなそうに見おろしていた。

「こうなっては是非もない。さっさと頸くびでも刎はねて、幕引きとするか……」

「そ、そんなことはさせません！」

　雪ゆき風かぜの姫がつぶやくのを聞いて、なんと羽は純ずみが叫んだ。

　さっきの衝撃で立つこともできないのか、地面に倒れこんだまま、それでも上半身だけは起こそうと必死になっている。

「おねがい、水み無な月づき……先輩を助けて！」

「巫み女こよ、あまり無体な願いをするものではない」

　学園上空にエメラルド色の竜りゆう蛇だ型リヴァイアサンが実在化したのを見上げて、雪風の姫は憐あわれむようにささやいた。

「まがいものの女神といえども、竜王の前では頭こうべを垂れる以外にないのだから。──女神よ、今はいい。安らかに憩え」

　やさしいとさえ言える声音を聞いて、羽純が「あ……」と絶句した。

　一度は空中に顕あらわれた水無月の姿はすぐにうすれ、エメラルド色の巨体はあっという間に消滅してしまった。実在化が解除されたのだ。

　きちんと盟約したパートナー以上の支配力を『蛇』に対して発揮する──。

　竜王の恐るべき権威であった。戦う前から承知していたが、力の差が絶望的なまでにありすぎる。どう考えても勝ち目がない。

　まわりを見れば、織おり姫ひめが仰あお向むけに倒れていた。

　軽く意識が飛んでいるようだ。脳のう震しん盪とうを起こしたのかもしれない。

　逆にルナ・フランソワとアーシャは打撲程度ですんだらしく、ぎこちない動きで立ちあがろうとしていた。防御魔術をとっさに使い、護身したのだろう。

　アメリカ出身の魔女はため息をつき、悩ましげであった。

　が、そうしながらも武器の準備をしている。スカートの下から九ミリのオートマチック拳銃を取り出したのだ。ふとももにホルスターをつけていたようだ。

　そして、もう一方のアーシャは──

　打ちのめされても闘志を失わない瞳で、雪風の姫を見据えている。

　まだ勝利をあきらめていない……否。ハルにはわかる。もう勝敗を度外視して、その場その場を全力で切り抜けるしかないと覚悟を決めたのだ。

　それを続ければ、もしかしたら活路が開けるかもしれないと。

　ハル──正確に言うとハルの意識は、ため息をついた。

「まあ、それしかないよなあ。最初からこっちに勝ち目なんかないんだし」

　現代の人類を取りまく状況は絶望的だ。

　メディアや各国政府は涙ぐましく隠いん蔽ぺいしているが、竜王とドラゴン上位種が本気になれば、人間という種族は二年以内に絶滅しかねない。

　彼らがそうしないのは、搾取し、捕食する側だからである。

　標的である人類を生かしておいた方が都合がいいのだ。こんな親愛ならざる隣人と共存している以上、人間側はとにかく悪あがきするしかない。

　ハルの意識は決意した。ルサールカを新生させなければ。

　まあ、最強クラスのリヴァイアサン＆竜りゆう弑ごろしのルーンという豪華コラボでも、竜王の前ではだいぶ色あせる。プラスアルファで切り札は必要だったが……。

「僕も開きなおって、覚悟を決めるしかないわけだ」

「覚悟、か……」

　ひとりごとに応じたのは、火ひ之のか具ぐ土つちの声だった。

「屠と竜りゆうの弓と共に生き、『王への道』を突き進む覚悟が定まったのか？」

「いいや。その大層な名前の無理ゲーに参加するふりをしながら、ひたすら裏技を追及したり、システムの不具合につけこんで要領よくやる覚悟だよ」



　ハルの意識はいつのまにか深い霧のなかにいた。

　まわりの景色は何も見えない。雪ゆき風かぜの姫や仲間の姿も見えない。しかし、すぐ隣に緋ひ色いろの和服をまとう幼女、火之具土がいる。

　元ドラゴンの女王は今、ハルの意識のなかに侵入しているのだ。

「ふん。妙なことを言うやつだ」

「あのさ。事情を知れば知るほど思うんだけど……『王への道』って、ＲＰＧとして見たら致命的なくらいバランスが崩壊してるだろ。順番どおりにイベントこなしていったら、たぶん序盤から中盤のどこかで必ず死ぬんじゃないか？」

　じろっと火之具土をにらみながら、ハルは言った。

　これは意識と意識のコミュニケーション。実際にかかる時間を物理的に計測すれば、せいぜい一、二秒だろう。だから、“〝霧の外”〟を気にせず語ることができる。

　魔銃──『魔導の杖』の導きで、そういうこともわかるようになっていた。

「僕やガラドの強さだって、知恵をしぼった上位種にはやられるかもしれない程度のレベルなんだろ？　今回みたいに運悪く竜王に出くわしたら、向こうの方がバカみたいに強いわけだし。どう考えてもクリアできるわけがない」

「くくっ。そこを気にせず『王』をめざすのが竜という種族なのだがな」

「あいにくだけど、僕は人間さまなんだ」

　ほくそ笑む火ひ之のか具ぐ土つちへ、ハルはぼやいた。

　そもそも黒衣の男ソフォクレスが最大のヒントを口にしていた。好き放題に遊んでいるくらいの参加者の方が、いつのまにか竜王になっていると。

　つまり、まともにトライすることが死への早道である証拠ではないか。

「あのガラドって上位種、熱血気質かたぎにも程があるだろ。ゲームの内容、僕より知ってるはずなのに、なんで真正面から勇者プレイしようとするのかな……」

「あれは地力があるからな。おまえの言い方にしたがうなら──」

　火之具土はいかにも彼女らしい、悪魔的な笑みを浮かべた。

「中盤までは生き残れる器うつわであろうよ。運さえよければ」

「じゃあ、僕なんかもっとダメだ。やっぱり裏技街道を行くしかないって話だな」

　天を仰いでから、赤瑪め瑙のうの玉のことを思い浮かべた途端だった。

　ハルの意識体の右手に、かつて火之具土の心しん金がねだった神宝が顕あらわれた。さすが意識の内部、イメージしただけで出てきてくれた。便利だ。

「悪いけど、こいつはここで使わせてもらう」

　隠し球になりそうなものはこれしかない。ハルは言い切った。

「虚弱な人間代表としては、虎──というより竜の威を借りる以外に手はないからさ」

「やはり、その心づもりだったか」

　火之具土は尊大に肩をすくめた。

「おまえには“〝かつての妾わらわ”〟をはじめに見せていたからな……」

「あんた抜きで新生の儀式をやれるかって僕の銃にいろいろ訊きいていたとき、ふと思いついたんだ。あの儀式をこれでやってみたら、どうなるだろうって」

　魔銃という『魔導の杖』を手に入れて、すでに半月。

　戦闘や能力の制御など使つかい途みちの多い道具だが、ハルが最も重宝したのは実のところ“〝魔道の指南役”〟機能であった。これのおかげで、裏技を考える余地ができたのだ。

　パヴェル・ガラドあたりなら、こういう発想はしないだろう。

　しかし、か弱い人間の身としては、明日を生きるために考えざるを得なかった。

「だが、仮に儀式が成功しても……おまえに『女王』が動かせるか？　その紅あかき心金と妾──かつて女王だった者の魂は、いまだに深く結びついている」

「…………」

　そうだろうとは思っていた。ハルは黙然とうなずいた。

　それは秘ひ文も字じを得た直後、火之具土が旧東京駅──心金が手元にない場所であれを新生させた事実から、想像できることだった。

「たとえば、妾が邪魔をしたら……どうする？」

「そこはもう、賭けかな。ただ、分が悪くてもやるしかない賭けだ」

　かつて竜王だった亡霊に見据えられながら、ハルは言った。

　そうなったら雪ゆき風かぜの姫と対たい峙じする前に、火ひ之のか具ぐ土つちとの対決になるだろう。知恵と魔力を振りしぼり、自称悪魔の干渉を断ち切るべく手を尽くさなければならない。

「ならば、やってみせるといい」

　火之具土は挑発的に言い放った。だが、その顔は微笑ほほえんでいた。

　いつもの傲慢な笑みではない。非力な人間たちの悪あがきを遥はるかな高みから見守る──聖なる庇ひ護ご者しやめいた表情。童女の姿をした女神の微笑だった。

「妾わらわが思っていたより、おまえに悪知恵があるのはすでに見た。ここからは行いで器量を示してみろ！」

　ハルはうなずいて、赤瑪め瑙のうの心しん金がねを持つ手に力を込めた。

　さらに心臓も強く意識すると、ここから焔ほのおのように魔力が噴き上がり、体外へあふれ出ていった。それも決して涸かれない泉の水のように滾こん々こんと。

　悪あく路ろ王おうと水み無な月づきが新生したときに勝るとも劣らぬほど、濃密な魔力だった。

　そのなかで、手にした心金は白金色の焔につつまれる。

「頼む。これで……火之具土の心金で──新生の儀式をやってくれ！」

　ハルは右みぎ掌てに宿る《弓の秘ひ文も字じ》と、その化身である魔銃に指示した。

　そう──。考えたのだ。水無月は心金を新生させることで、肉体もよみがえった。では、同じことを火之具土の心金でやったら、と。

　悪路王・水無月のときは魔女たちの腹を借りて、新生を行った。

　しかし、男である春はる賀が晴はる臣おみに子を孕はらむ力はない。代わりにどうするべきか？

　ハルは白金色に燃える心金を──己の胸にぐいっと押し入れた。

　春賀晴臣の心臓と同化させるために。

　何の抵抗もなく、心金は胸のなかに『スッ』と入っていく。

　そうなのだ。命を生むことができない以上、己の命を分けあたえるしかない！

　ハルの心臓はすでに命尽きていた火之具土の心金を吸収し、そのうえでどくどくと新たな脈動をはじめた。死せる心金にも、血と命と魔力が流れ込んでいく。

　そして、それはハルの体と火之具土の骸むくろが融合をはじめたことも意味していた。

　命ある心臓と死せる心金がひとつになり、新たな命に生まれ変わる──。

　自分の体内で起きつつある奇跡をハルは文字どおり体感し、同時にすさまじい激痛も味わうことになった。それはもしかしたら、赤ん坊が母親の胎内から出てくるときに味わうともいう誕生の痛みと苦しみだったのかもしれない。

　その苦痛がハルの口から、ありったけの絶叫を吐き出させた。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　どれだけ長い間、苦痛を味わっていたかはわからない。

　ここは意識の内部。時間の流れ方が現実とはちがう。とにかくゆっくり時をかけて、ハルの心臓と火ひ之のか具ぐ土つちの心しん金がねは新たな形・ひとつの命へと生まれ変わっていった。

　どくん。新しい心臓＝心金の脈動。

　直後、周囲の霧がいきなり晴れていった。ハルの意識が回復したのだ。



　気づけば、ハルは学園のグラウンドに横たわっていた。

　すぐ近くでは織おり姫ひめと羽は純ずみも倒れている。アーシャとルナ・フランソワはどうにか立ちあがって戦闘準備。そして、彼女たちが見つめる先には雪ゆき風かぜの姫がいた。

　サーフボード状の『杖』に乗り、地上から四メートルほどの高さに浮いていた。

「ルナ！　ほんのすこしでいいから時間を稼いでくれ！」

　ぎこちなく立ちあがりながらも、ハルは必死に叫んだ。

　まだ上う手まく動けない。しかし、これだけは言っておかなければいけなかった。そして、九ミリ自動拳銃を構えていた魔女は期待どおりの反応をしてくれた。

「了解！　グリンダ、Invisible Walk!」

　すさまじい魔力がルナ・フランソワの全身から放出される。

　それは魔女の心臓が発しうるものではなかった。疑似神格を発動させた『蛇』が放出するのと同じほど絶大な魔力だった。

　彼女のパートナー“〝南の善よき魔女”〟グリンダは実在化していないというのに！

「Gravity Canon!」

　ルナ・フランソワの高らかな叫び。同時に《重力》の疑似神格が発動する。

　重力操作の魔力を込めて、ルナは拳銃を連射する。その銃口から放たれたのは九ミリパラベラム弾ではなく、直径一メートルほどの闇が凝縮したような球体だった。

　闇色の球体は計七つ。空中にいる雪風の姫めがけて飛んでいく。

「む──！」

　白いワンピースをまとう姫のまわりに真珠色の輝きが顕あらわれる。

　不朽の加護だった。その出現とほぼ同時にルナの放った球体──命中した相手に重力操作で圧力を加え、圧殺する魔弾──が七つも殺到する。

　だが、七発もの重力弾も、不朽の加護を圧壊させることはできない。

　真珠色の防御フィールドをぎしぎしと圧迫させるだけである。しかし、加護に守られる雪風の姫は眉をひそめていた。魔女がいきなり疑似神格を使ったので不可解なのだろう。

　そして、姫はじろりとルナとハルたちの背後をにらんだ。

「そこに忍んでいたか……。姿を見せろ」

　竜王の命を受け、学園の校庭に『蛇』の巨体が顕あらわれる。

　オレンジがかった雄々しいライオンの姿。しかし、その右肩には緑のドラゴンの頭部、左肩には黒山羊の頭部が付いていて──。

　もちろん、“〝南の善よき魔女”〟グリンダだった。

　特級魔女マスターマギであるルナ・フランソワは『見つからないように動きなさいインビジブルウオーク』の指令で、パートナーの姿を隠蔽させたまま召喚してみせたのだ。

　ひそかにグリンダふたつ目の疑似神格《幻影》を使って。

　羽は純ずみの失敗を見て、工夫したのだろう。さすが特級認定者の実力だった。

「グリンダ、もう隠れんぼはいいから全力で──Gravity Wall!」

　ルォォォォォォォォォォォォオオオオオオオッ！

　ハルたちの背後で、獅し子し・竜・黒山羊の頭部が一斉に咆ほう哮こうした。

　すると、四つの黒い魔方陣──全てグリンダと同じほど大きい──が空中で仁王立ちする少女竜王の頭上・正面・背後・真下に忽こつ然ぜんと顕れ、四方向から圧迫をはじめる。

　四つの魔方陣は雪ゆき風かぜの姫を押しつぶす重力の壁なのだ！

　これに加えて、さっき放った七つの重力弾も姫の圧殺に尽力している。

　しかし、それら重力の猛威も雪風の姫には届かない。

「仕掛けがわかれば、どうということもないな。消えよ」

　姫は不朽の加護で身を守りながら、無造作に命じる。

　その瞬間だった。あっさりすぎるほど即座に、グリンダの巨体・七つの重力弾・四つの黒い魔方陣はきれいに消滅してしまった。

　いかに第五階かい梯ていの特級魔女でも、竜王の支配力を越えることはできないのだ。

　だが、ルナ・フランソワが稼いでくれた数十秒。宝石のように貴重な時間だった。重力弾が放たれたと同時に、すでにハルは行動を起こしていた。

　己の心臓──あるいは心しん金がねというべきかもしれない部位を意識したのだ。

　即座に心臓はおびただしい魔力を吐き出し、学園のグラウンドを満たしていく。

　これで“〝条件”〟はととのった。そして、アーシャがハルを見ていた。

　ハルが声をあげたときから幼なじみはそうしていたのだ。すぐにこちらへ駆けよってくる。たがいの無事をよろこび合うためではない。

　さっき儀式の練習をしたとき、ふたりの意思はとっくにひとつになっていた。

「晴はる臣おみ！　私もルサールカもいつでもいけます！」

「頼む、アーシャ！」

　すぐそばに来たアーシャの胸へ、ハルは右手を差し入れた。

　つつましやかなバストをつかむはずの手は幼なじみの体内に吸収され、彼女の小さくとも力強い心臓をつかむ。その瞬間、新生魔術の神秘的な作用によってアーシャの体内はパートナーであるルサールカの体内とつながる。

　そして、アーシャの心臓はルサールカの心しん金がねに置き換わった。

　ハルはつかんだ心金を、すーっと幼なじみの下腹部にまで降ろした。

「ん……んっ、ああああああああああっ！」

　たまらずアーシャが絶叫する。相当の苦痛だったのだろう。

　かつて織おり姫ひめと羽は純ずみがあまりに痛がるので、慎重に慎重をかさねた儀式である。だが、今は時間がなかった。迅速かつ緊急に全てを終わらせる必要があった。

「私なら大丈夫……だから、早く……」

　痛みのせいで涙目になったアーシャが息を切らせながらも訴える。

　それは人間の誕生でいえば、帝王切開の緊急手術にも似た状況であった。ハルは幼なじみの苦痛を思って躊ちゆう躇ちよしそうになったが──それでもやめるわけにはいかない。

　代わりに心金を持たない空の左手で、アーシャの左手を取る。

　アーシャはすがりつくように、痛いほどの強さでぎゅっと手を握りしめてきた。

　そして、この直後。

「ああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　体内から手が引き抜かれた瞬間、アーシャは絶叫した。

　その場でがくりとくずおれてしまう。短くとも過酷きわまりない儀式だったのだ。幼なじみはぐったりとへたりこみ、はぁはぁと肩で息をしていた。

　しかし、彼女の目はハルの右手が持つものを誇らしげに見上げていた。

　それは蒼あおい球体──ルサールカの新生した心金だった。

　なかに小さな焔ほのおがともっている。

　心金はハルの手を離れ、ひとりでに宙へ浮き上がっていった。

　このとき、校庭ではグリンダが雪ゆき風かぜの姫に消された直後だった。しかし、入れ替わるように蒼き心金が顕あらわれ、空へと上がっていったのだ。

　焔を宿すルサールカの心金は、空中でまぶしい光を放つ。

　その光は逞たくましい飛竜の巨体へと化身した。両肩から生える翼は雄々しいほどに長く、頭部には青毛のたてがみ、額からは長い一本角が生える──。

　一角獣のごとき頭部を持つワイバーン、蒼きルサールカ。

　ついに完全なる健常体での新生であった。しかし。

「先ほどのまがいものか。すこしは活いきがよくなったようだが、所詮は一度敗れた身だ。同じことの繰りかえしになるだけだぞ？」

　天翔けるサーフボードに仁王立ちする竜王は、つまらなそうに言った。

　その理屈、もちろんハルもわかっている。ルサールカと悪あく路ろ王おうは竜りゆう弑ごろしの眷けん属ぞくなので、姫に命令されても服従したりはしない。だが、それだけだ。

　竜王と“〝まがいもののドラゴン”〟の間には、埋められない溝があるのだ。

　しかし今、春はる賀が晴はる臣おみの心臓は火ひ之のか具ぐ土つちの──かつて竜王だったドラゴンの心しん金がねも取り込んでいる。この新たな内臓器官をハルは強く意識した。

　直後だった。ハルのすぐ前方に巨大な紅ぐ蓮れん色のドラゴンが顕あらわれた。

「──紅蓮の女王だと!?」

　魔導のサーフボードに乗る竜王は、初めて驚きよう愕がくの表情を見せた。
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　火之具土の心金で新生儀式を行えば、紅蓮の女王が復活する──。

　ふとした思いつきへの、魔銃からの答えだった。

　考えてみれば、旧東京租そ借しやく地ちでラーク・アル・ソスに襲われていたとき、ドラゴン王の亡霊はかつての己を忽こつ然ぜんと復活させたのだ。

　あれと同じことをした結果、今、ハルの眼前に紅あかき竜王が復活している。

　体長は約二〇メートル。竜りゆう鱗りんはあざやかな紅蓮色で、今まで見たなかでは最も逞たくましい体つきのドラゴンである。長大な翼を大きく広げている。

　頭部には黄金色の九本角。胸のあたりは外骨格化し、やはり黄金色に輝いていた。

「晴臣よ……おまえにこんな奥の手があったとは」

　空中で雪ゆき風かぜの姫がささやいた。

　雪の精めいた美貌には、驚愕と感嘆の想おもいがありありと表れている。

「ふふふ。もしや、その切り札でふたたび堪能させてくれるのか？　矢の継承者である雪風と、紅蓮の女王の戦いを──!?」

　魔導のサーフボードに乗る姫は、まっすぐに地上を見おろしている。

　新生したルサールカのことも無視し、復活したばかりの紅蓮の女王に襲いかかろうともしない。こちらの出方を見るつもりなのだ。

　やはり雪風の姫、紅蓮の女王へのこだわりは並々ならぬものらしい。

「ソスを追い払ったときみたいに、矢の女王さまも蹴散らしてくれ……！」

　今のうちにと、ハルは紅きドラゴンの巨大な背中を見つめ、つぶやいた。

　しかし、どれだけ念を送っても、女王はぴくりとも動かない。

『だが仮に儀式が成功しても……おまえに女王が動かせるか？　その紅き心金と妾わらわ──かつて女王だった者の魂は、いまだに深く結びついている』

　さっき意識同士の語り合いで、火之具土に告げられたことだった。

　そして今も、姿なき女王の声が耳元にひびく。

『おまえも弓の継承者で、妾の心金まで取り込んだ。まあ、先代の弓使いである女王の肉体と感応し、動かすくらいはできよう。ソスとかいう小物を追い払ったときのようにな。だが、このように──』

　念を送るハルと女王の間に、もっと強力な『念』がわだかまっていた。それは悪魔を自称する亡霊・火ひ之のか具ぐ土つちを形作っていた霊体だった。

『妾わらわが立ちはだかるとしたら、どうする!?』

「どうもこうもない！　あとはなるようになれ、だ！」

　裏技も悪知恵もとっくに品切れなのだ。ハルは叫んだ。

　あとは往生際悪くジタバタする以外にない。《弓の秘ひ文も字じ》が宿る右手に魔銃を呼ぶと、前方にいる紅あかき女王と火之具土めがけて、銃口を突きつけた。

「あんたの心しん金がねも、昔の体も、悪いけど僕がいただく！　幽霊は幽霊らしく生きてる人間に道を譲ってくれ！」

　魔銃がハルの魔力を高め、念を強めてくれる。

　その後押しを受けて、ハルは全人類共通のささやかな武器を使った。『気合いと根性』を振りしぼって、声高に叫んだのである。

「女王の体は──僕のものだ！」

　ハルは《S.A.U.R.U.サウル》の一員として、むずかしい仕事をいくつも経験してきた。

　だから断言できる。きつい局面で最後に物を言うのは『気合いと根性』だ。これなくして乗り切れるハードな仕事など、この世に存在しないとまで思う。















　そして、一人間のちっぽけな気合いが竜王の亡霊を上まわったのか──。

　火ひ之のか具ぐ土つちの『念』は、あっけないほどにあっさりと雲うん散さん霧む消しようした。散り散りになった霊体の残ざん滓しがそのままハルの魔銃に吸いこまれていく。

　ハルはとっさに銃の引き金をひいた。

　さっき全弾撃ち尽くしたので弾倉は空。だが、代わりに紅ぐ蓮れんの女王が巨大な顎を開き──焔ほのおを吐き出した。空中にたたずむ雪ゆき風かぜの姫めがけて！

「ついに覚醒したか！　だがな！」

　雪風の姫は宿敵の復活に目を輝かせる。まさに竜族の業であった。

　獰どう猛もうかつ好戦的な少女竜王のまわりを真珠色の光──不朽の加護が包みこむ。紅蓮の女王が放った焔は全て阻まれてしまう。

「一度は死した身の悲しさ、非力すぎるぞ！」

「る……ルサールカ！　近接戦闘！」

　ずっとうずくまっていたアーシャが叫んだ。

　苦しげな横顔を見れば、新生儀式のダメージから回復していないことがわかる。しかし、このままではまずいと直感し、パートナーに指示を出してくれたのだ。

　空中で待機していたルサールカは、雪風の姫めがけて飛んだ。

　それは水が高きから低きへ流れるがごとき、なめらかな飛ひ翔しようだった。蒼あおきワイバーンはその勢いに乗って、額の一本角を姫に突き刺す！

　だが、ルサールカの角かく状じよう部ぶ位いも姫の加護に阻まれてしまった。

「ふむ……二対一でも苦戦しそうにないな。仕方ない。とっとと片づけるとしよう」

　盤ばん石じやくの防御力を見せつけた姫は、つまらなそうに言う。

　短いつきあいだが、敵の弱さを知ったとき彼女がどう振る舞うかはすでに明白。ハルは戦慄と共に上空の姫を見上げた。

「我が刻印『天てん狼ろうの箭や』よ……我を屠と竜りゆうの矢と成なさしめよ！」

　姫を乗せて、魔導のサーフボードが急上昇をはじめた。

　ロケットの打ち上げさながらに高度をぐんぐん上げていく。あっという間に雲を突き抜け、さらに上空めざして駆け上がっていく。成層圏でもめざしているのだろう。

　もちろん逃げたのではない。

　対の武具である弓の継承者にはわかる。矢の女王は超高高度から加速と急降下を続け、今までなど比ではない威力をぶつけるつもりなのだ。

　ただ一度の攻撃で全てを跡形もなく吹き飛ばす──最強の矢となって。

　確信を裏付けるように、遥はるかな上空に不吉な刻印が顕あらわれた。

　長さ一キロにも達しそうな横置きの楕だ円えん。そのなかに鋭い二等辺三角形。さっきも目撃した竜りゆう弑ごろしの秘ひ文も字じだった。

「矢の秘文字……」

　しかも、矢の刻印の下にルルク・ソウンの秘文字が二一個も顕あらわれている。

　この配列の意味は『我、雷火の霊験を得て天降り、嚆矢と成なりて地を穿うがつ』。ハルは決意した。紅ぐ蓮れんの女王を飛ばして、あの矢を受け止めさせる。

　ドラゴンの巨体と──自分が盾になり、すこしでも威力を軽減させるのだ。

「ルナ、動けないみんなを連れて逃げてくれ。空から落ちてくる竜王さまは僕と紅あかいドラゴンで防いでみるから」

「晴はる臣おみ!?」「は、春はる賀がくん……？」「先輩！」

　地面にうずくまるアーシャ、ようやく意識がはっきりしてきたらしい織おり姫ひめ、まだ立ちあがれない様子の羽は純ずみが驚いた。一方、ひとり健在のルナ・フランソワはかぶりを振った。

「それなら、ルサールカと私のグリンダもいっしょにやらせた方がいいと思うの」

「いやあ。ちょっと半端じゃない威力みたいだから……」

　犠牲はすくない方がいい──という言葉を呑のみ込こみ、ハルが答えたときだった。

　本当にかすかな声が「ふん」と耳元でささやいた。

　そして、右手の魔銃が“〝ある方法”〟を教えてくれた。それは眷けん属ぞくの盟約を交わしたアーシャと織姫にも伝わったらしい。

「晴臣！　試すなら、そっちの方法に賭けるべきです！」

「そうよ、前みたいにひとりで行ったらダメ！　土下座までして約束したじゃない！」

「ど、土下座じゃなくて正座だよ、十じゆう條じよう地じ……」

　ささやかに反論しながら、ハルは決断した。もう迷っている暇はないのだ。

「逃げても逃げ切れるかはわからないし、そっちでいこう。飛べ！」

　指示に応えて、紅蓮の女王が空へ飛び立つ。

　ドラゴンの巨きよ躯くからバラバラと石片が崩れ落ちていく。また、色もいつのまにかうすくなり、紅蓮色の竜りゆう鱗りんも黄金色の角や胸甲もなかば透きとおっていた。

　現世とのつながりが弱い、不安定な肉体だからだ。あと数分も経たたないうちに崩壊するかもしれない。だが、それを補う術すべはある──らしかった。

「き、来ました！　流れ星みたいです！」

　なんとか起きあがった羽純が天を指さし、叫ぶ。

　指摘どおり、白い閃せん光こうにつつまれた流れ星が地上めがけて落ちてくる。

　落下予測地点はもちろん学園のグラウンド、ハルたちがいる場所だ。そして、降臨してくる白い閃光のなかには──ドラゴンがいた。

　魔導のサーフボードを颯さつ爽そうと駆る、雪ゆき風かぜの姫ではない。

　細い俊敏そうな体つきの白きドラゴン。青水晶造りの外骨格を胸や肩にまとい、長大な翼を広げて舞い降りてくる。夢で見た、雪ゆき風かぜの姫が変化した姿である。

　雪の精にも似た美少女が、ついに本気の一撃を放ってきたのだ！

「ルサールカ！　女王の力を……受け入れて！」

　そして、アーシャが叫んだ。

　ちょうど蒼あおきワイバーンのもとに紅ぐ蓮れんの女王が飛んできた瞬間だった。

　速い。紅あかきドラゴンは体当たりでもするかのようにルサールカへ突っ込んでいき──竜王とまがいものの竜は融合した。

　なかば透きとおっていた女王の体がルサールカの体内に吸収されていく。

　直後、蒼いワイバーンの巨きよ躯くに紅玉色の甲かつ冑ちゆう──胸と胴を守る装甲が加わった。しかも、この甲冑部分からは『両腕』まで生えていた。

　そう、左右の腕が。道具を持ち、武器を操るための腕が。

　それは紅玉色の金属で鍛造された『腕』だった。ちゃんと関節までそなえている。指は五本、その先端には鋭い爪。ドラゴン族の前まえ肢あしと瓜うり二ふたつであった。

「まるでドラゴンみたい……」

　織おり姫ひめのつぶやきもむべなるかな。もともと『飛竜＝前肢のない竜』だったルサールカのシルエットは今、竜王やドラゴン上位種と驚くほど似ていた。

「弓の秘ひ文も字じを使ってくれ、ルサールカ！」

　今度はハルの叫び。すると、紅玉造りの左腕に武具が顕あらわれる。

　紅蓮色の弓だった。かつて紅蓮の女王が使った『弓』と同じ力を秘めた品。屠と竜りゆうの弓。ドラゴン王のみが使いうる、真の竜りゆう弑ごろし。

　続いて、ルサールカの輝く右腕に光の矢が顕れる。

　その次は背後に二一個のルルク・ソウン文字。この配列の意味は──

「我、射陽の神弓を以もつて天を衝つき、日輪を殺あやめん……。雪風の小娘よ、千年ぶりに我が神弓を味わうがいい！」

「ははは！　そこで死に損なっていたのか、女王！」

　ハルの魔銃が童女の声でうそぶき、流星のごとく降下してくるドラゴンはルサールカの弓を見て痛快そうに笑う。

　ドラゴンの形をした流星が学園のグラウンドに激突するまで、あと推定一〇〇秒。

「まさか、その男の眷けん属ぞくになっていたとはな！」

「世迷いごとを言うな。これは──同盟というものだ！」

　グラウンドまであと九〇秒、八〇秒、七……というとき。

　神弓より、焔ほのおをまとう光の矢が放たれた。閃せん光こうをまとって降下してきた白きドラゴン王と学園上空で真っ向から激突を果たす。

　屠竜の弓と屠竜の矢が八〇〇余年の時を経て、再衝突したのだ。

　まばゆい光が炸さく裂れつし、学園──否、学園所在地の墨田区一帯を白く染めあげていく。衝撃波と爆風が荒れ狂い、建物や車両などのガラスというガラスを打ち砕いていく。

「グリンダ、Gravity Wall!」

「水み無な月づき！　わたしたちを守って、おねがい！」

　とっさにルナ・フランソワと羽は純ずみが自分の『蛇』を呼んだ。

　獅し子し型と竜りゆう蛇だ型の巨獣二体はハルと魔女たちのすぐ頭上の空に我が身を浮かべ、盾とした。さらにグリンダは重力障壁、水無月は逆風の防壁を作って、防御を強固にした。

　おかげで至近距離にもかかわらず、学園とハルたちは被害をまぬがれた……。

　そう。屠と竜りゆうの矢はハルたちの上に落ちなかったのである。

　そして、白き光の炸裂がついに終結し、視界がクリアになっていく。

　まず、紅ぐ蓮れんの弓を持つルサールカが学園グラウンドに降りてくる。全ての体力と魔力を使い果たしたことが一目でわかるほど、ぐったりとしていた。

　それから、もう一体。

　雪ゆき風かぜの姫が化身した白きドラゴンも、ゆっくりグラウンドに降りてくる。

　ハルはハッとした。青水晶に似た胸の外骨格──心しん金がねを守るための甲かつ冑ちゆうに大きな穴が穿うがたれている。恐るべき矢の女王が手傷を負ったのだ。屠竜の弓との衝突で！

「雪風の不覚……と言うべきだろうな──」

　白き竜王の顎より、姫の可か憐れんな声が洩もれ出でてくる。

　それは含み笑いでありながら、闘争を悦楽とする者の業ゆえに暗い声音だった。

「ふふふふ……。かつての女王をも陣営に引きこんでいると知り、つい浮かれて不用意な一撃を放ってしまった。ひきかえに、深ふか傷でを負うこととなった……」

　姫の巨大な眼球がぎろりと動き、地上を見おろす。

　彼女がにらんでいるのは、明らかに春はる賀が晴はる臣おみその人だった。そこに宿る闘志と殺気を感じ取り、背筋がぞくぞくする。しかし、それでも姫の視線を真正面から受け止めた。

　自分の人生が今後どうなるか、まったくわからない。

　だが、同じことが起こるたびに恐怖するわけにもいかないのだ。

「フ──ッ。ここで深傷を押し、戦いつづけるのもよいかもしれんが」

　姫の声に晴朗さがもどってきたと、ハルは気づいた。

「千年の時を経て、思いがけずかなった弓の使い手との再戦……。ここで焦るのも無粋であろう。ふふ、晴臣よ」

　彼女の声音は今や明るく、涼やかでさえあった。

「おまえとの勝負、雪風はじっくり愉しむつもりになったぞ。たがいに智ちと勇を限界まで振りしぼり、覇権を競うとしよう。雪風は王者として、おまえは僭主として」

「ぼ、僕と君が……？」

「そうだ。まずは雲隠れした銀竜めを討ち取り、この“〝とうきょう”〟なる都の《楔くさび》を我がものにしてくれようか」

「できれば、新しん都との住民を巻き添えにするのはやめて欲しいんだけどな……」

「ふふ。異論があるなら、言葉ではなく武で抗あらがえ。いつでも歓迎するぞ。では、さらばだ晴はる臣おみよ。そして、かつて紅ぐ蓮れんの女王だった者よ！」

　それだけ言い残すと、白きドラゴン王は翼を広げた。

　ゆっくりと空へ上がっていく。今まで常に矢のような速さで飛んでいた姫らしくない、緩慢な飛ひ翔しようだった。もしかしたら、心しん金がねに負った傷をいたわるためかもしれない。

　しかし、ハルにはこう見えた。

　彼女は新たな宿敵との別れを、惜しんでいるのではないかと──。
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　とにかく、ハルたちは竜王の襲来を切り抜けたのだった。

　白きドラゴンの退場から五分ほどの間は、誰だれもしゃべらなかった。ただの一言も。

　代わりにみんな呆ぼう然ぜんと空を──雪ゆき風かぜの姫が飛び去った方角を見つめていた。ハルも、アーシャも、織おり姫ひめも、羽は純ずみも、ルナ・フランソワさえも。

　それほどインパクトに満ちた出会いであり、戦闘であったのだ。

　しかし、ついに織姫が口を開いた。

「いろいろあったけど、生きてるっていいことよね」

　ふぅ～と深いため息をつきながらのコメント。それから一同の顔を見まわして、『そうでしょ？』とばかりに屈託なく微笑ほほえむ。つられてハルも苦笑した。

「そりゃあね。まちがいなくそうだよ、十じゆう條じよう地じ」

「よかった。みんな辛気くさい顔だから、反論されそうな気がしちゃったわ」

　ウインクまでして、織姫は冗談っぽく言う。

　空気を軽くするための、あえての軽口。こういうときに率先して気配りし、雰囲気を変えようとする。そんな彼女がハルにはまぶしい。

「わ、私はべつに辛気くさくしているわけじゃありませんよ……」

　アーシャもあいづちを打つ。こちらはぐったりとうなだれていた。

「必ひつ滅めつ之の法ほう、でしたか。女王の神弓を射るときルサールカに疑似神格を二重発動ダブルキヤストさせて、魔力を注ぎ込む必要があったんです……」

　精も根も尽きはてた様子で、幼なじみはつぶやく。

　まさか、あの一瞬でそこまで高度なタスクを『蛇』に課していたとは。さすがアーシャだった。そして、次になんと言うのか、ハルにはもうわかっていた。

「以上の理由から、私のおなかは最大限に空いています……」

　予想どおりの告白。もう一度、ハルは苦笑した。

　織おり姫ひめも朗らかに笑っている。見れば、ようやく羽は純ずみが口元をほころばせ、ルナ・フランソワはややオーバーに肩をすくめたところだった。

　やはり早めに言っておくべきだろう。ハルは後輩のそばに近づいていった。

「白しら坂さか、ちょっといいかな？」

「は、はいっ。なんでしょう、先輩!?」

「この間から話していたことだけど……秘ひ文も字じの力を君にもあずけたい」

「──!?」

「ただ、はっきり言って、これは悪魔の勧誘みたいなもんでね。たぶん、僕といっしょにやっていくことにすると、今みたいに上位種なんて目じゃないバケモノと何度も遭遇する羽目になると思うんだ。しなくてもいい苦労を背負いこんだりもあるだろうな」

「せ、先輩……」

「そういう誘いだから、無理強いはしないよ。アーシャや十じゆう條じよう地じだってつきあいきれないと思ったら、僕のやることに協力しなくてもいいんだし」

「春はる賀がくん……」

　肩をすくめて勧誘するハルを、羽純と織姫はびっくりした目で見つめていた。

　もしかしたら、今後も竜りゆう弑ごろしを託す仲間は増えていくのかもしれない。

　だが、ハルにはそれが悪魔の勧誘行為と同義に思える。かつて火ひ之のか具ぐ土つちが春賀晴はる臣おみを誘ったときと同じ行為だ。しかし、ハルだって《S.A.U.R.U.サウル》のエージェントとして、何人もの魔女たちを生み出してきたのだ。

　あの自称悪魔と春賀晴臣、もともと似たような立ち位置だった──。

　そうとも言えるかもしれない。一方、アーシャはふぅと息をつき、あたたかな──というには微妙に温度の低い、生あたたかな視線をハルに向けてくれた。

「この件と──竜王だの竜弑しだのの問題と本格的に取り組むつもりになった……。そういうことなんですね？」

「うん。さしあたってはオファーがあればレンタルする形がいいのかな」

「それは竜弑しの力を環太平洋防衛機構ＴＰＤＯや東京新しん都とのような自治体に貸し出して、契約一件につきいくらの報酬をいただく、みたいな？」

　今まで頭の片隅でざっくり考えていたプランをハルが口にしたら、さすがに幼なじみは察しよくうなずいてくれた。

　このフリーランスの傭よう兵へい業めいた方式、まさにアーシャの営業形態なのだ。

　魔女としての抜きんでた実力とルサールカを出動一件につき報酬いくらの契約で、あちこちの地方自治体・政府機関・軍組織・ＮＰＯに供与するという──。

「いいですね。じゃあ、秘ひ文も字じの力は限られた『蛇』にしか付与できないわけですし……いっしょに営業でもいきますか」

「いいね。っていうか、そこのところは今までとあまり変わりないか」

　もともと新しん都とに帰ってきたのは、アーシャに誘われてのことだ。

　ふたりで十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめを魔女にする仕事に応じたように、《S.A.U.R.U.サウル》経由の依頼をいっしょにこなすことは今までもちょくちょくあったのだ。

「……と決まったところで、ルナに提案なんだけど」

「楽しいお話？　私、濡ぬれ手でに粟あわの儲もうけ話とかインサイダー取引って大好物よ」

　しれっと答えるあたり、もう話の内容を予期しているのかもしれない。

　ルナ・フランソワの察しのよさに『同じ穴の住人』の親近感を覚えつつ、ハルは言った。

「ざっくり言うと、僕の代理人稼業をやらないかって誘いなんだけど」

「あら。あちこちから依頼を取ってきたり、相手方と交渉したり？」

「うん。君は顔も広いし口も上う手まいから大丈夫だろう？　……まあ、全ては今のゴタゴタが一段落したあとの話だけどね」

　ハルは西の方角を見やった。ほかの魔女たちもそれにならう。

　遠くにモノリスの偉容が見える。高さ一〇〇〇メートルを超す純黒の正三角柱、東京一帯の不気味なランドマークだ。

　魔術的視覚も使い、目を凝らせば、モノリス上空に《剣けんの秘文字》がうすく見える。

　パヴェル・ガラドはいまだ潜伏中で、東京も“〝占領”〟されたままなのだ。



　そして、夕方の学園──。

　いまだ眠りっぱなしのＭ部長を警察病院に搬送すべく、ルナ・フランソワが警視庁の警官たちを呼びつけていた。魔女たちはそちらの手伝いに行っている。

　ハルはといえば、ひとりグラウンドに来ていた。

　夕ゆう陽ひで真っ赤に染まるなか、あえて声を出して語りかける。

「……結局、僕の提案を受けてくれたんだな」

「なに。思っていたより、おまえに利用価値がありそうだからな。使いつぶすより、恩着せがましく手を貸す方がよろしかろうと考えたのだ」

　ハルのそばに緋の和服をまとう童女が顕あらわれ、うそぶいた。

　もちろん火ひ之のか具ぐ土つちである。今までは元ドラゴンの女王、亡霊、自称悪魔というようなプロフィールの持ち主だったが。

「今は、僕の銃のなかに間借りしている……でいいのか？」

「おまえの杖を守護してやっている、だ。愚か者。妾わらわの叡えい智ちが加わった今、この杖は竜王たちの杖にも負けぬ至高の力を宿しているのだぞ」

　紅ぐ蓮れんの女王をコントロールしようとしたとき。邪魔に入った火ひ之のか具ぐ土つちの霊体はハルの気合いで蹴散らされたあと、魔銃のなかに入ってきたのだ。

「まあ、ここ最近はあれこれ力を使って、だいぶくたびれていたからな。何か依より代しろでも見つけないと、消滅しかねないところでもあった。ちょうどよかったのだ、うむ」

「素直に成仏するって選択肢はないんだなあ……」

　憎まれ口をたたきながらも、ふたりの間の空気は以前とすこしだけちがう。

　もしかしたら、あのとき。女王の支配権を奪ったとき。火之具土はわざと譲ってくれたのでは──と思えるから、かもしれない。

　そして、ハルに対する評価を火之具土がすこしだけ上げたから、かもしれない。

「なあ小僧。妾わらわはな、この時代に“〝そろもん”〟なる男をよみがえらせたいのだ」

「ソロモンって……古代イスラエルの王様の？　七二匹の悪魔を支配していた？」

　伝説の賢者であり、大魔術師でもあるソロモン王。英雄ダヴィデの息子。

　予想外の名前にハルはきょとんとした。

「ドラゴンのくせに変なこと知ってるな……。一体どうして？」

「まあ、遊びだな。何しろ死んでいるから、ほかにやることもない。それと、だいぶ昔に嘆願されたのだ。あれはたしか、どこぞの──人間の娘であった、かもしれん」

「いいかげんだな。そんな無む茶ちや、どこの誰だれが頼んだのさ？」

「ふん。女の過去を根ほり葉ほり訊きくとは、気の利かぬ小僧だ」

「女じゃなくて雌ドラゴンだろ、厳密には」

「減らず口もほどほどにしろ。おまえとのつきあいもすこし長びきそうだし、妾の機嫌を取るため、跪ひざまずいて崇あがめ奉たてまつることも覚えるといい」

「そこは『気を遣う』くらいに言いかえて欲しいよ」

「あと、新生の儀式はひきつづき手伝わせろ。おまえひとりでは危なっかしい」

「……何か不純な意図を感じないでもないな」

「……なら言いかえよう。妾にもすこしいい目を見させろ。若い娘の肌を愉しむ好機、やはり無駄にすべきでないと思うのだ」

「こういうときだけ素直なのって、いかがなものかと思うなあ」

　ともあれ話は終わり、火之具土はふたたび姿を消した。

　いつのまにか夕ゆう陽ひがだいぶ傾いてきた。校舎の方にもどろうとして、ハルはそちらで織おり姫ひめが待っていることに気づいた。

「……具土さんとのお話、終わった？」

「まあ、ね。なしくずしでいつもみたいな感じになったけど」

「いいじゃない、あの人も仲間なんだし。あ、そうそう。さっき言ってたアーシャさんといっしょにお仕事する話だけど」

　織おり姫ひめはいたずらっぽく微笑ほほえんで、自分を指さした。

「もちろん、わたしも参加前提でお話ししてるのよね？」

「いいのかい？　実入りはよさそうだけど苦労もするだろうし、ブラック企業並みに忙しくなるかもよ。僕なんか長年あたためてきた『今からたっぷり貯金して三〇代で悠々引退』計画を四〇代に修正したくらいだ」

「春はる賀がくん、まだ一〇代なのにその計画は致命的に若さがないわよ……」

　しみじみコメントしてから、織姫は朗らかに言った。

「買ってまで苦労はしたくないけど、仕事って忙しい方がいいと思うの。それに、春賀くんたちだけに面倒なことをさせるわけにいかないわ、やっぱり」

　屈託なく笑う織姫が、やはりハルにはまぶしい。

　あんな得体の知れない元ドラゴンも、春賀晴はる臣おみのような胡う散さんくさい稼業の人間も、彼女にとっては等しく気心の知れた『仲間』なのだ。

「……待てよ、王様か。いっそ十じゆう條じよう地じあたりを看板代わりの王様に仕立てて、僕とかが摂政や大司教に収まるのも面白いかもな。アーシャじゃカリスマ性が足りないから王様って柄じゃないし……」

「どうかしたの、春賀くん？　ひとりごと言っちゃって」

「いやいや。ちょっと思いついたことがあって」

　火ひ之のか具ぐ土つちが口にした“〝そろもん王”〟からの思いつきだった。

　が、今考えるべきは行方不明のパヴェル・ガラドと、これから起きるであろう決戦のこと。タイミングのいいことにもうすぐ夜。月の出と同時に、ルサールカたちが消耗した疑似神格の使用回数も回復し、リセットされる。

　ハルは織姫とならんで歩き、校舎に入っていった。
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　ルルク・ソウンの秘術が東京新しん都とにかけられて、四日目の夜。

　パヴェル・ガラドは己の病室でしかめ面をしていた。避難所となった区民ホールの和室である。今朝まで敷きっぱなしだった布団は隅にたたまれている。

　しかし、ガラドはいまだ人間体のままだ。そして、ふたりの客がいた。

　対ドラゴン関係者が『フリーズ』と呼ぶ魔術が発生したとき、ガラドの展開した結界のおかげで難を逃れた少女たちである。

「イケメンさんは晩ご飯、食べないの？　結構おいしいよー」

「自衛隊の人たちが炊き出ししてくれたやつ。うわさには聞いてたけど、警察や消防の人たちが分けてくれるレトルトやインスタントより、やっぱり美お味いしいもんだね」

「……いらぬ」

　船ふな木きさんと武む藤とうさん、女子高生ふたりが運んでくれた食糧を仏頂面で断る。

　野菜入りハンバーグにシチュー、コールスローサラダ、ご飯といった献立を、彼女たちはにぎやかにおしゃべりしながら食している。

　だが、人間用の食糧はガラドには不要だった。

　その気になれば食べることもできるだろう。しかし、この人間体は竜の魔術で造り出したもの。栄養補給は必須ではない。むしろ、目の前にいる娘たち──。

　彼女たちの血と精気を吸う方が滋養となるかもしれない。

　だが、所詮は人間である。絶対的に量がすくない。この間、弓の継承者を助けていた“〝まがいもの”〟の雌蛇たちの血でもむさぼらなくては、ドラゴン本来の巨体を癒やすことはできないはずだった。

　しかし、竜りゆう弑ごろしの使い手といえば──。

　ガラドは少女たちのそばを離れ、窓辺に向かった。

　夜空を見上げる。星しか見えない。だが今日の日中、天に輝く《矢の秘ひ文も字じ》をたしかに目撃した。白き竜王・雪ゆき風かぜの姫がこの都に来ているのだ！

「く……っ」

　己は今、満足に戦うこともかなわない。それがたまらなく口くち惜おしい。

　竜族のルールにのっとれば、この都は現在ガラドの勢力範囲。不ふ埒らちに侵入してきた姫を迎え撃つのも、交渉するのも、己の役割のはずだった。

「だというのに不ふ甲が斐いない──！」

　この数日、完全に弱り切っていた。身動きすることもままならなかった。

　そして、その間も今も人間の手で匿かくまわれていたのだ。目の前にいる娘たちによって。ガラドは人間の顔で歯は噛がみした。

　搾取し、捕食する側である竜の種族が猿の近似種に慈悲をかけられるとは──。

　かつてない屈辱。しかし、朗報もある。もう何日もおとなしくしていた恩恵だろう。ガラドの人間体にもすこし力がもどってきた。歩きまわるくらいはできそうだし、すこしなら魔術も使える。

　この地を速やかに離れるのだ──そう考えたときだった。

「もしかして、外の空気を吸いたいの？」

「ずっと部屋で寝てたもんね。連れてってあげようかー？」

　武藤さんと船木さんが声をかけてくれた。



　二〇分後、ふたりの女子に連れられて、ガラドは区民ホールの外に出た。

　講演会などのイベントも行われる大きな施設なので、正面エントランス前の駐車スペースも広い。そこを三人は歩いていく。

　先を行く武む藤とうさん・船ふな木きさんはゆっくりとした足取りだ。

　ときどき足下がもつれる半病人に気を遣っているのだが、そんなことにも気づかぬままガラドはふたりのあとを黙然と歩く。

「……む？」

「ああ。最近よく飛んでるんだよ。怖いよねー」

「自衛隊の人たちが話してるのこっそり聞いたけど、あいつら、すごく危険な何かを捜索してる──みたいなことを言ってたよ。なんなんだろうね？」

　ガラドが眉をひそめて上空に目をやったら、船木さんが不安そうに身をすくませ、武藤さんが豆情報を披露してくれた。

　三人の視線の先には、夜空を飛ぶ碧あおいラプトルの姿があった。

　ここは江戸川区南みなみか西さい。この界かい隈わいの上空で、大きな円を描くようにゆったり低速で飛んでいるのだ。竜族の鋭い視線で地上を見おろしながら。

　そして、ガラドは気づいた。

　あの羽トカゲハボネスのまなざしには、魔力が宿っていると──。

　どこかの上位種が探知の魔術を仕込んだのだ。たとえ《変身》の魔術で姿を変えていようと、その者の奥にひそむ竜の焔ほのおを見いだせるように。

　南西上空を旋回していた碧ラプトルは、やにわに鳴きはじめた。

　くああああああああっ！　くああああああああっ！

　仲間に集結をうながす呼び声だった。あの羽トカゲは獲物を見つけたのだ。パヴェル・ガラドという《剣けんの秘ひ文も字じ》の継承者を。

「ど、どういうこと、これ!?」

「こここんなのはじめて見たよ、どうしよう～!?」

「この地はまもなく戦場になる──。そういうことだ」

　戦いの予兆を感じ取りつつも、ガラドは舌打ちした。

　たとえ手負いの身でも、いつもなら嬉き々きとして戦闘にそなえるところだ。それが竜族の性さがであり業でもあった。しかし、わずかに出歩いただけで敵の斥候に見つかり、襲撃を受けることになるとは──。ガラドは気づいた。

　ここ数日を無事にやりすごせたのは、まちがいなく人間の手で匿かくまわれていたからだ。

　その事実を自覚してしまった。それは純血の竜族であるパヴェル・ガラドには、最大級の屈辱であった。拭いようのない汚点であった。

　ガラドは激しく歯ぎしりし、そばにいる少女たちを険しくにらみつけた。








【第五章　弓と矢と、そして】
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『今現在、新しん都との行政部と都議会の大半が“〝フリーズ”〟しているでしょ？』

　カーナビの画面のなかで、柊ひいらぎさんがやや投げやりに言った。《S.A.U.R.U.サウル》術じゆつ務む顧問にして、関東支局長への就任が内定している女性幹部だ。

　横浜市内の彼女と、ネット経由でビデオ通話を行っているのだ。

『そちらに代わって、内閣や国会のみなさんがもう何日も議論しているわ。今回の“〝ドラゴン族による東京新都の不法占拠”〟にどう対応すべきかを。とりあえず、対策委員会の特命担当大臣が昨日失言で失脚したから、今日は新大臣の任命』

「みごとに対応が遅れてますねえ」

　運転席でハンドルを握りながら、ハルはつぶやいた。

　陸自から四輪駆動車タイプの軍用車両を借りて、新高速の湾岸線を快走中だった。助手席には織おり姫ひめ、後部座席にはアーシャもいる。

『原因はいくつか考えられるわね。一、日本をふくむ東アジアにはもう一五年も上位種が出現していなかった。二、その間ラプトルの出現以外はそれなりに安定した状況が続いていた。三、そのあたりが原因となった平和ボケ……じゃなかった危機意識の不足』

「激戦区のヨーロッパや北米とちがって、イレギュラーに弱いわけですね」

『そういうことよ。ところで、私からの支援物資は届いた？』

「ええ。でも……月げつ餅ぺいばっかりがこんなにあったら太っちゃうわ」

　答えたのは織姫だった。膝に紙袋を乗せている。

　海自所属の遠隔操縦型無人ヘリで新しん木き場ばの埋め立て地に届けられた、少量の物資。そのなかに柊さんからハルたちに宛てた荷物があった。

　有名中華料理店の紙袋にぎっしり入った、数十個の月餅である。

「ちっちゃいのに糖分たっぷり、油分たっぷりでカロリー高いんだから……」

『だからいいと思って。超高カロリーの携帯食はきっと役に立つわよ。わざわざ中華街で買ってきたんだから、役に立てて』

　画面のなかで柊さんは手を振り、通話は終わった。

　ハルは「なるほど」とつぶやき、織姫もうなずいて後部座席を見やった。アーシャが目をつぶり、瞑めい想そうしている。今の会話も耳に入ってない様子だ。彼女は今、ついに新生したパートナーを遠隔操作中なのだ。

「納得だわ。ほとんどアーシャさんに渡せってことなのね」

　湾岸線をひた走る四輪駆動車は新しん木き場ば付近を通過し、荒川を渡って西方面へ順調に向かっていた。ほかに走る車はないので、遠慮なく飛ばすことができる。

　新しん都と内のラプトル、江戸川区に集結開始──。

　その報を受けて、現地に急行しているところなのだ。そして、そちらにはもう幼なじみがルサールカを遠隔操作で先行させている。

「ところで春はる賀がくん……。アーシャさん、聞こえてないみたいね」

「ん、ああ。かなり深く集中しているからね。たぶん、復活したルサールカと念入りに同調して、コンディションの確認とかもしてるんじゃないか」

「じゃあ話を変えるけど……実は車に乗ってから、ふと思ったの」

　織おり姫ひめが珍しく言いにくそうに、しかも微妙に照れながら言った。

「雪ゆき風かぜのお姫さま──竜王の女の子にルサールカが必殺技をぶつけたでしょう？」

「うん。あのときはドラゴンの姿だったけど」

「春賀くん、アーシャさんの……あそこにさわらなかったわよね？」

「そういえば！」

「も、もしかして、あれは絶対に必要なアクションじゃなくて……わたしのときは春賀くんのえっちな心に応えて、あの銃がうそを教えたとか──なんてない、わよね……？」

「あ、あるわけないだろ、十じゆう條じよう地じっ」

　むっつりを自認するハルだが、名誉にかけて即答＆断言した。

「仮説を立ててみようっ。アーシャは弓を撃つとき、疑似神格を二重発動ダブルキヤストさせたそうだから。そのおかげで僕の補佐が要らなかったんじゃないかな？」

「た、たしかにそうかも。わたしとアーシャさんじゃ実力がちがうものね！」

　ふたりして顔を赤くしながら、原因を考えてみる。

　それから黙って進行方向の先を見つめ、やや気まずい空気を噛かみしめた。

「あのね……その仮説が正しかった場合だけど」

「う、うん」

「そのときはまた、あれをしなくちゃ駄目よね……。今度の敵も強いわけだし」

「というより、前回以上の超強敵だよ」

「じゃあ、やっぱりやらなくちゃ……。昨日ふたりで決めたとおりにがんばりましょうね、春賀くん。わ、わたしたちの義務だと思うの！」

「…………うん。ぎ、義務なら、たしかに仕方ないかな……」

「で、でもね。わたし以外の女の子──アーシャさんほど強くない魔女の子といっしょに戦うときは、あれをして欲しくないというか。春賀くんが自重してくれたら、すごくうれしいなって思うの。わ、わたしとだけ、して欲しいなって──」

「え、ええと十じゆう條じよう地じ……それは一体どういう意味で……」

　十條地織おり姫ひめにしては本当に珍しいことに、ぼそぼそとした小声の訴えが続く。

　しかし、彼女らしくないささやきの連続が不思議と可か憐れんで、しかもハルを悩ましい想おもいにさせた。いや、なんとなく心の奥底では織姫が言わんとする真意を理解できる気もするのだ。しかし、この解かい釈しやくでいいのかという逡しゆん巡じゆんがハルを踏み切らせない。

　なので、弱腰のまま問いかけると、織姫は頬ほおを赤らめ、うつむきながら言う。

「た、たとえば羽は純ずみなんかと、そういうことは控えてくれるとうれし──」

　いきなり織姫はハッとした。

「あ……い、今のはあの子の姉さまとして、変なことを許すわけにはいかないっていう責任感から出た発言です。ほかにふくむところは一切ありません」

「あ、うん」

　混乱しているのか、なぜか織姫は敬語になっていた。

「そ、それにわたし以外の女子が春はる賀がくんみたいなむっつりさんを寛大に受け入れてくれるとは思えないし」

「その辺は本当にそう……だね」

「と、とにかく、わたしたちふたりでがんばりましょうね！」

　諸もろ々もろがうやむやのまま、なんとなく話が一段落したときだった。

　カーナビにつながっていた携帯端末にネット回線からの通信が入った。ルナ・フランソワからである。ハルはカーナビを操作し、ビデオ通話をはじめた。

『こちらの方は準備完了よ』

　画面にルナ・フランソワの顔が映る。その奥には羽純もいる。

「こっちもそろそろいい頃合いかな」

『じゃあ、打ち合わせどおりにはじめましょう。みんなに幸運の加護があるよう祈っといてあげる。……でも、実を言うと本当の得意技は不幸を祈る方なの』

「ありがたくない告白だなあ」

　魔女仲間から『悪魔』と呼ばれる少女の言いぐさにぼやいてから、ハルは画面の奥にいる仲間へ声をかけた。織姫もうなずきかけている。

「じゃあ白しら坂さか。よろしく頼むよ」

「面倒なことは考えなくていいから、がつんとやっちゃってね」

『わ、わかりました先輩。ね、姉さまも見ていてね。わたし、全力でやってみるからっ』

　カーナビの画面に、白坂羽純の天使を思わせる顔が映っている。

　誰だれが見てもわかるほど、緊張し切っていた。



「それじゃ、はじめましょうか。主に羽純さんの担当分になるけど、私たちが第一の目的とすべきは露つゆ払はらい──。当とう該がい空くう域いきに集まるラプトルを速やかに掃そう滅めつし、ルサールカと悪あく路ろ王おうにかかる負担を減らすこと」

「は、はい。……でも、いいんでしょうか？」

　指揮官ともいえるルナ・フランソワに、羽は純ずみは訊たずねた。

　ふたりの現在地は、新しん木き場ばの埠ふ頭とうだった。すぐ目の前に東京湾が広がっている。まわりには一五名ほどの警官がバックアップのため待機中だ。

「わたしたち、先輩といっしょに現地へ行かなくて……」

「いいのいいの。予備戦力として待機することも大切な役目なんだから。それにせっかく便利な飛び道具があるんだし、効率よくやりましょう？」

「は、はいっ」

　羽純はうなずいて、東の方角を眺めた。

　新しん都と内を飛びまわっていたドラゴンたちが集結したという、西の方角である。羽純は意を決し、天に向かって呼びかけた。

「わたしの声に応えて、水み無な月づき！」

　埠頭の上空に輝く五ご芒ぼう星せいが顕あらわれ、『∞』となり、有翼の大蛇に変化する。

　エメラルド色の竜りゆう蛇だ型リヴァイアサン・水無月である。羽純は右手の甲を撫なでた。そこに浮き上がるのは『傾いた半月』を想起させる象しよう形けい文も字じ──。

　弓の竜りゆう弑ごろしを意味するルルク・ソウンの記号、《弓の秘ひ文も字じ》だった。

　出発前、晴はる臣おみ先輩に頼んで、授けてもらったのだ。

「わたしも先輩のお手伝いをしたいの。それに姉さまとアーシャさんを助けなくちゃ……。だから、力を貸して！」

　羽純はめったにないことに声高に叫び、パートナーに訴えた。

　そして、羽純自身も魔力を操る。三日前もたどたどしく使った《見けん敵てき》と《空間把握》の魔法。しかし、今回は水無月を遠隔操作していない。

　その分、術のコントロールが前よりもたやすかった。

　江戸川区南みなみか西さいの空に碧あおいラプトルたちが集まる状況──それを羽純は地図でも俯ふ瞰かんするように認識することができた。

　東京湾へとつながる旧江戸川の河口付近。

　そこに位置する大きな区民ホールを取り囲むように、数十匹のラプトルたちが興奮気味に飛びまわっている。正確な数は──六七匹。

　区民ホールそばの地上では、すでに戦闘がはじまっている。

　その戦いをはやし立てるように、六七匹のラプトルは口を大きく開けては吠ほえまくっていた。現地にいれば、とんでもなくうるさいはずだ。

　ラプトルたちも注目する対戦の組み合わせ──。

　その奇妙さに羽は純ずみは目をみはったが、今は任務遂行が先だった。

　羽純は大きく深呼吸した。

　通常、ラプトルの体表は鋼色なのだが、ここに集う六七匹はいずれも碧あおい。このタイプは疑似竜りゆう弑ごろしの力を秘めていると、晴はる臣おみ先輩は語っていた。

　撃墜王のパートナーたるグリンダでも、油断できない難敵。

　それどころか返り討ちに遭う危険性も低くはない。だから、この役目は自分にまかされたのだ。竜弑しの力、《弓の秘ひ文も字じ》を託された自分に──！

「おねがい……力を貸してね？」

　羽純は右手の刻印、《弓の秘文字》をまた撫なでる。

　その瞬間、水み無な月づきがまるで勝利の凱がい歌かを歌うように美しく鳴いた。

　ラァァァァラァァァァラァァァァラァァァァ……。

　──かつて水無月の右前まえ肢あしは異様に発達し、鋭い爪をそなえていた。いわゆる角かく状じよう部ぶ位いだったからだ。しかし、新生のとき左右の前肢は同じサイズになり、長く鋭い爪の代わりに白い宝珠を右手に得た。

　水無月がエメラルド色の右みぎ掌てを開くと、この珠が浮き上がっていく。

　持ち主の肩の上で、宝珠は『細長い白色の筒』に形を変えた。羽純の目には、それがライフル銃のようにも見えた。銃身も銃じゆう把はも長く、引き金までそなえている。

「えっ!?」

「あら、マスケット銃みたい」

　ルナ・フランソワのつぶやきに、思わず羽純はうなずいた。宝珠が形を変えた『銃』はシンプルな造りで、それゆえの骨こつ董とう品ひん的な優美さがあった。

　たしかに火ひ縄なわ銃じゆうやマスケット銃など、古式の銃器になぞらえるのがふさわしい。

　羽純は直感した。この銃は水無月の『弓』として生み出されたのだ。

　ラァァァァァァァァァァァァァ──！

　水無月が吠ほえた瞬間、マスケット銃は白い閃せん光こうを吐き出した。この光は遥はるか東──南みなみか西さいの上空まで飛んでいった。

　区の境を越えて、江こう東とう区くの新しん木き場ばから江戸川の河口まで。

　しかも、現地の空を飛んでいたラプトルの胸をあやまたず貫く。みごとな長距離狙撃であった。さらに、一匹撃ち抜いたあとはそのまま方向と角度を変えて飛び、次のラプトルの胸を撃ち抜いてしまう。そして、さらに次のラプトルへ──。

　この白い閃光の方向転換と自動追尾は、実に六〇回近くも繰りかえされた。

　江戸川河口の上空を白い光のラインが一筆書きのように乱らん舞ぶするさまは、羽純たちがいる新木場の埠ふ頭とうからもよく見えた。花火の夜のようだった。

　そして、胸を撃ち抜かれたラプトルたちは──

　全身がボロボロに風化し、細かい粒子となって崩れ去っていく。

　魔術で増幅された羽は純ずみの視覚は、その光景をしっかりと目の当たりにした。これが《弓の秘ひ文も字じ》の力なのだ！

　南みなみか西さいの空に集まったラプトルたちは、一瞬にして一〇匹以下となった。

「グリンダ、遠駆けよ！　Long Ride!」

　すぐさまルナ・フランソワが命じ、グリンダを上空に召喚した。

　緑竜と黒山羊の頭部も持つ獅し子し型リヴァイアサンは、戦場へと飛んでいく。ルナの遠隔操作を受け、残ったラプトルを牽けん制せいさせるのが役目なのだ。

「Gravity Shield!」

　ルナ・フランソワが叫ぶと、グリンダの背後に黒い魔方陣も顕あらわれた。

『蛇』の巨体に負けないほど大きな円のなかに、五ご芒ぼう星せいを描いた印だ。これがまるで馬にひかれる馬車のように、三頭の獅子のうしろを追って飛んでいく。遠隔操作中の『蛇』は疑似神格を使用できないので、今ここで何かを託したらしい。

　ともあれ、ひとまず役目をまっとうすることができた。

「よ、よかった……」

　羽純がほっとして、視覚増幅の魔術を解こうとしたとき。

　視界の端で、蒼あおきワイバーンが地上へ急降下していく。もちろんルサールカだったが、その飛ひ翔しようには今まで見たことがないほど力がみなぎっていた。
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「目標を発見しました。予想どおりの展開になってますね」

　後部座席のアーシャが不意に目を開けて、言った。

　ずっと目をつぶり、ルサールカの遠隔操作に集中していたのだ。ちょうど水み無な月づきが《弓の秘文字》による長距離狙撃を実行し、六〇匹近いラプトルを薙なぎ倒たおしたあとだった。

　ハルの運転する四輪駆動車は湾岸道路を出て、環七の大通りに入る。

　もう南西に到着していた。助手席の織おり姫ひめがうしろのアーシャへ訊たずねた。

「避難所が近くにあるんでしょう？　そちらに被害は出てないのかしら？」

「それも危き惧ぐして、ルサールカを先行させましたが……どうにか大丈夫そうです」

　疾走する四輪駆動車の前方に、蒼きワイバーンが舞い降りてきた。

　偵察と、必要があれば人命救助のため先行させていたルサールカだ。その飛翔は軽やかでいながら力強い。つきあいの長いハルにはわかる。

　死にかけていた『蛇』は、ついに全盛時のパワーと動きを取りもどしたのだ。

　ルサールカが環七のやや上を飛んでいく。先導するためだ。蒼き飛竜のあとを追い、ハルは四輪駆動車を走らせる。やがて、大きな区民ホールの前に到着した。

　旧江戸川の河口に近い施設である。

　道路を越えれば、すぐに河川敷の広い芝生へ行ける。

　今、その上空が戦場となっていた。二体のドラゴンが対決しているのだ。やはり片方は銀竜パヴェル・ガラドだった。

　例のメタリックシルバーの巨体が星明かりと街灯を浴びて、輝いている。

　対するは老竜ラ・エグゾス。四日前に雪ゆき風かぜの姫に臣従したばかりの、白骨化したドラゴンである。翼だけが鋼鉄製だった。

『はははは。剣けんの僭主どの、やはり満足に戦えぬ身であったか』か』か』

「おのれ──！」

　老いたるエグゾスが嘲笑すれば、若きガラドは憤怒する。

　骨格標本じみたエグゾスは、宙に浮く黄おう銅どう色いろの円盤に乗っていた。この円盤がいきなり加速し、銀竜めがけて飛んでいく。

　ガラドも背中の翼を広げ、空中に静止していた。

　彼の右手が持つのは屠と竜りゆうの剣──《剣の秘ひ文も字じ》が具現した長剣だ。これを振るい、高速で迫るエグゾスの円盤を切り払おうとしたのだが。

　パリン！　甲高い音を立てて、屠竜の剣は粉々に砕け散った。

　そして、受け損じたガラド自身の巨体は大きく吹っ飛ばされ、墜落する。

　落ちた先は旧江戸川の河川敷である。遊歩道も敷設される広い芝生で、ドラゴン上位種の巨体を十分に受け止められる空き地だった。

　白銀の雄敵らしくない不ふ甲が斐いなさに、ハルはつぶやいた。

「傷は治ってないってことか……」

「それだけではないな。あのやせすぎた老いぼれが乗るのも“〝竜りゆう弑ごろし”〟だぞ。無論、本物ではなく、まがいものだが──出来は悪くはない」

「竜弑しの模造品。やっぱり、あっちも使えたんだな」

　車内にひびく火ひ之のか具ぐ土つちの声に、ハルはうなずいた。それにしても、ほとんど韜とう晦かいするだけだった今までとちがい、タイミングのよい指南だ。

　これも同盟を結び、魔銃とひとつになった自称悪魔の配慮なのだろう。

　ハルは区民ホール前のバスターミナルに車を止めた。

　ほかにマイクロバスが三台も停車していた。また、上空ではルサールカがゆっくり旋回しながらパートナーの指示を待っている。

　アーシャ、織おり姫ひめといっしょに車を降り、河川敷へ向かおうとしたときだった。

「あ、あれえ？　みんな、どうしてここに来てるの？」

「って春はる賀がくん、君、なんで車なんか運転してんのさ!?」

　見れば、同級生の女子・船ふな木きさんが動転し、武む藤とうさんが目を丸くしていた。

　区民ホールの前には、一般人とおぼしき老若男女が二、三〇名ほど所在なげにたたずんでいたのである。級友たちに織おり姫ひめが声をかけた。

「ふたりはやっぱり……ここに避難していたのよね？」

「う、うん。いっしょにいた人たちとここのホールにこもって、いつ逃げようかって相談とかしてたの。建物のなかにまだたくさんいるんだ」

「ドラゴンがたくさん集まってきて、外に出るのも怖かったしさ。でも」

　困惑気味の船木さんと比べて、武藤さんは冷静だった。空を指さして言う。

「どこからか飛んできた光線がドラゴンをたくさん倒してくれたから……そろそろチャンスかもって、あたしたちで外の様子を見にきたの。行方不明の人もいるしね」

「行方不明だって？」

「うん。正確には、ちょっとちがうかもだけど……」

　ハルの問いに武藤さんが言葉を濁すと、船木さんが口をはさんできた。

「あ、あのねっ。目の前でイケメンの男の人が変身したの。子供番組に出てくる銀と赤の人みたいに『でゅわっ』て感じで。そう、あのドラゴンに！」

「「「…………」」」

　ハル・織姫・アーシャは思わず沈黙した。

　船木さんが指さしたのは、河川敷で起きあがろうとしている銀竜だった。光の巨人に喩たとえられたパヴェル・ガラドは途中で力尽き、膝をついてしまう。

　結局、竜族の目に憤怒をたぎらせて、エグゾスと竜りゆう弑ごろしの円盤をにらんだ。

　一方、武藤さんは不思議そうに頭を振りながら言った。

「いやー、見まちがえとか錯覚にしては、あたしも船木さんもはっきり目撃したし、記憶もたしかなんだよねえ……。その人、あたしらのこと怖い顔でにらんでいたんだけど、骨格標本の怪物が現れた途端に変身しちゃって……」

「もしかして、そいつさ。避難所にいた身元不明の人物とか？」

「おおー。すごい、春はる賀がくんっ。大正解！」

　やっぱり人間に化けていたのかと、ハルはうなずいた。

　そして、アーシャが肩をすくめながら言う。

「大体のところは呑のみこめました。時間がないので簡潔に指示を出しますよ。ふたりはあちらの建物にもどって、避難の開始を呼びかけてください。ラプトル──ドラゴンのことは気にしなくても大丈夫です」

　タイミングよく、三つの頭部を持つリヴァイアサンが上空に飛んできた。

　取り決めどおりルナ・フランソワが送りこんでくれたのだ。グリンダはこの空域に残っていた数匹のラプトルと対決すべく、牙をむいて飛びかかっていく。

　しかし、碧あおいタイプのラプトルは疑似竜りゆう弑ごろしの力を秘めているはず。

　さすがのグリンダも苦戦、あるいは返り討ちの憂き目に遭うのではないか？

　ハルは危き惧ぐしたが──杞憂だった。オレンジがかった体毛の獅し子し型リヴァイアサンは馬車でもひくようにして、背後に五ご芒ぼう星せいの魔方陣をひきつれていた。

　この魔方陣がやにわにグリンダの前面へ躍り出た。

　まるで盾だった。碧いラプトルが迫りくる獅子に黄おう銅どう色いろの焔ほのおを吐きかける。あれは竜弑しの火だと、ハルの目は見抜いた。しかし、この焔を黒い五芒星がしっかりガードするのである。物理攻撃を遮断する重力障壁なのだ。

　黄銅色の焔が秘める屠と竜りゆうの力は、比較的弱いようだ。

　重力の盾は十分な防御力を発揮し、グリンダの巨体をよく守っていた。

「遠隔操作中は疑似神格を使えないから、前もって持たせておいたんだな……」

　困難な状況にもさらりと対応し、勝利をたぐりよせる。

　ルナ・フランソワの撃墜王らしい機転、特級魔女マスターマギとしての底力にハルは感嘆した。

　上空では重力障壁に守られながら、グリンダが緑竜と黒山羊の口ふたつを開く。そこから放たれた緋ひ色いろの焔がラプトルの体を灼やいた。

　火焔の息攻撃ブレス。これが致命傷となり、碧い翼竜の体が墜落していく。

　あちらの心配は必要なさそうだ。ハルはあらためて級友たちに向き直った。

「じゃあ、避難の方をよろしく頼むよ。僕たちは野や暮ぼ用ようがあるから」

「また学校で会いましょう。じゃあね！」

　ハルが言葉少なに要請すれば、織おり姫ひめは颯さつ爽そうと別れを告げる。

　同級生の女子ふたりはきょとんとした顔でうなずいてくれた。それを見届けて、ハルたちは河川敷へ乗りこむべく走る。

「ルサールカ、こっちです。戦闘準備！」

「悪あく路ろ王おう、わたしたちも決戦よ。すぐに来て！」

　走りながらアーシャが相棒を呼べば、織姫も召喚の歌を叫ぶ。

　それに応えて蒼あおきワイバーンはすぐに移動を開始し、空には白き九尾の狐こ狼ろうが忽こつ然ぜんと顕あらわれた。魔女たちが『蛇』を操る光景に、武む藤とうさんも船ふな木きさんも目をみはる。

　しかし、この辺の話は全てあと──。

　ハルたちは河川敷の広い芝生にやってきた。

　上空では老竜エグゾスの頭上にルルク・ソウンの秘ひ文も字じが一一個も顕れている。意味は『偽りの武具』だ。

『さあ、屠竜の王権よ。我にさらなる力を──！』！』！』

　黄銅色の円盤に乗って、宙に浮かぶエグゾス。

　その背後に同じ円盤がいきなり八つも出現した。全て竜弑しだろう。ハルはとっさに魔銃を右手に呼び、骨だけの老竜めがけて撃った。

　新たな円盤のひとつが迅速に動いて盾となり、魔銃の赤い光弾をはじく。

『ふふふふ……。羽トカゲどもが消えたので、そろそろ来る頃だと思ったぞ』ぞ』ぞ』

　円盤の上でエグゾスは頭ず蓋がい骨こつを動かし、目ではなく眼がん窩かの空洞を河川敷に向ける。ハルを見おろしたのだ。

『ようこそ、弓の僭主どの』の』の』

「悪いけど、僕は剣けんを持ってる方に用があるんだ。あんたと話すことはないよ」

「な、なんだと……？」

　ハルが宣告するのを聞いて、パヴェル・ガラドがうめく。

　銀竜は膝をついたまま目だけ動かし、ハルの方を眺めた。しかし、もう限界だったのだろう。彼の巨体がいきなり縮んでいった。

　十数秒後、白銀のドラゴンは人間の美青年に変わりはてていた。

　河川敷の芝生に膝をつき、心臓の上を手で押さえ、苦く悶もんの表情を浮かべる。

「ふん。竜の巨体を動かせぬほど弱ったか。まあ、復活の秘儀で無理によみがえらせた体はかんたんに癒えぬということだな」

　火ひ之のか具ぐ土つちの声で、嘲るように魔銃がささやく。

「小僧と巫み女こたちよ。いつまでも前座の老いぼれがけたたましいのは癇かんにさわる。とっとと片づけろ。矢の一本もあれば足りるであろうよ」

「自分は労働しなくていいからって、気楽に言うよなあ」

「あと、敬老精神にもちょっと欠けているかしらね……」

　ハルと織おり姫ひめは真剣な顔つきのまま、言葉だけ冗談めかして言った。

　敵はドラゴン上位種。しかも、疑似竜りゆう弑ごろしの使い手。そして骨だけの肉体は貧弱だが、魔術に関してはおそらく今まで出会ったなかで最も老ろう練れん。これだけの数のラプトルを操る上位種、めったにいないはずだ。

　だが、ハルも織姫もアーシャも──誰だれもエグゾスを畏怖していなかった。

　もちろん警戒はしている。しかし、余裕がある。わかっているのだ。自分たちが得た力は、目の前にいる上位種を凌りよう駕がしていると。

　おそらく、全員が盟約の絆きずなで《弓の秘ひ文も字じ》とつながっているからだろう。

「道徳的にはともかく、火之具土の意見はもっともです。迅速に排除することにしましょう。私と──ルサールカで」

　凜りん然ぜんと言い放ったのはアーシャだった。

　弱冠一五歳にして歴戦の魔女、ドラゴン上位種の圧倒的な力に幾度も苦い思いをしてきた少女は、今ついに逆襲の特権を得たのだ。

　今度は自分たちこそが、ドラゴンを蹂じゆう躙りんする側に立てるという──。

　しかし、アーシャは浮かれることもなく狂喜もせず、ただ静かに、戦士の落ち着きを持って、敵の撃破を規定事項のように宣言した。

　これでこそ元欧州の撃墜王。ハルは大きくうなずいて、呼びかけた。

「じゃあアーシャ、女王の力を君にあずける！」

「まかせてください。ルサールカ！」

　ふたりの息が合った瞬間、空中に紅あかき巨体が顕あらわれた。

　なかば透きとおったドラゴン王の姿──紅ぐ蓮れんの女王である。そのまま蒼あおきワイバーンと女王はふたたび空中で融合を遂げた。

　ルサールカは紅玉造りの胸部装甲と両腕を取りつけた状態となる。

　言うなれば『女王形態』というところか。そして、この形態を見たパヴェル・ガラドの人間体は明らかに狼ろう狽ばいしていた。

「まがいものを……変化させた？　あの力は──!?」

『ふむ。妙な小細工をしてきたものだな』な』な』

　エグゾスは胡う散さんくさそうに女王形態の『蛇』を見つめている。

　しかし、それでも攻撃を繰り出すのは種族の本能ゆえか。老竜が呼び出した八つの円盤の内ふたつがルサールカに超高速で飛ぶ。

　が、この攻撃は通じなかった。むなしくはじき飛ばされる。

　蒼きワイバーンの全身を真珠色の光がつつみこみ、保護したのだ。ハルや雪ゆき風かぜの姫がまとうのと同じ、不朽の加護だった。

『む──!?　それは竜王と僭主のみに許された加護だぞ！』』』

「ルサールカ、高速飛行！」

　アーシャが指示するや、女王形態のワイバーンはすぐさま飛び立つ。

　めざすのは夜空をまばらにおおう雲海のさらに上。その加速力はすさまじく、ほんの数秒で音速の手前にまで達してしまった。

　雲を突き抜け、天上界に迫る勢いで急上昇していく。

　だが、エグゾスの円盤八つもルサールカを追って、急加速と急上昇を行った。

　円盤たちのスピードもすばらしく、蒼きワイバーンの背中になんとしても追いすがらんという勢いで、ついにすぐ真後ろにまで到達した。

　しかし、ここでアーシャはさらなる指令を下すのである。

「さらに加速！　引き離して、ルサールカ！」

　女王形態のワイバーンはこの指示にも平然と応えた。

　当たり前のように音速の壁を越え、衝撃波をまき散らしながら飛ひ翔しよう。すぐ後方につけていた八つの円盤をあっさり置き去りにした。

　しかも、ある程度の距離を開けたところで、ルサールカはくるりと反転した。

　己めがけて殺到してくる円盤たちを冷徹な目つきで眺める。そして、その紅玉造りの左手には紅ぐ蓮れんの弓。右手には蒼あお白じろい光の矢。

　天翔けるルサールカは進行方向に背を向けながら、弓に矢をつがえる。

「氷結粉砕フリーズ・アンド・クラツク！」

　紅玉の腕が放った矢はすぐさま八本に分かれ、自分たちに迫りくる円盤を迎撃した。

　全て命中。矢が命中した円盤はただちに全体が凍りつき、一瞬ののち、ぱりんぱりんと氷像が砕け散るように粉々になった。爆散である。

　この遥はるか彼方かなたの空で起きている戦闘──ハルは目の前の出来事のように認識できた。

　ルサールカと眷けん属ぞくの盟約で結ばれているおかげだった。

『ちぃっ！　まがいもの風情ふぜいめが！』』』

　今度はエグゾス自身の乗る円盤が攻撃を仕掛けてきた。

　ルサールカではなく、河川敷に陣取るハルたちを標的に。

　ハルは落ち着いて、不朽の加護を展開した。自分だけでなく、織おり姫ひめとアーシャも真珠色の光でおおってしまう。

　この加護にぶつかり、エグゾスは黄おう銅どう色いろの円盤ごと吹っ飛ばされた。

　しかも、ハルは魔銃を三点バースト──三連射で撃ち放つ。老竜エグゾスの頭ず蓋がい骨こつはこれを受け、粉々に砕け散った。

　だが、さすが骨だけのドラゴンだった。肋ろつ骨こつのあたりから、まだ声がする。

『おのれ、これで終わりと思うな！』』』

「悪あく路ろ王おう、やっちゃって！」

　織姫の指示に応えて、空で待機していた悪路王が急降下した。

　その勢いに乗って黄銅色の円盤に体当たりし、突き飛ばしてしまう。上に乗っていたエグゾス──頭蓋骨を失った骨格標本も吹っ飛んでしまう。

　すかさず悪路王は死にぞこないの標本に飛びかかり、肋骨のあたりを噛かみ砕くだいた。

　さらに、ふたたび電光の速さでルサールカがもどってきて──

　エグゾスの背後で右前まえ肢あしを振るい、紅玉色の竜爪を脊椎に突き立てた。

『があああああああああああああああああああああああああッ！』』』

　断末魔の悲鳴をあげ、ラ・エグゾスの骨格がバラバラに砕け散っていく。

　一種の死にぞこないとも言える老竜は、ついにむなしく絶命したのだ。ハルたちが完全勝利した瞬間だった。
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　奇怪な老竜が息絶えたあと、竜りゆう弑ごろしの継承者ふたりは再会を遂げた。

　旧江戸川の河川敷で、ハルはパヴェル・ガラドとついに向き合ったのである。すこし距離を置いて、魔女ふたりが見守っている。

「古き王の面影をまがいものに託し、かりそめの王として戴たい冠かんさせる──。おそろしい力だな。選せん帝ていの秘ひ儀ぎとでも名付けるべきか……」

「せんてい？　ああ、皇帝を選ぶってことか。選帝侯とかの」

　ガラドの言わんとするところを、ハルは察した。

　選帝侯。中世ヨーロッパの神聖ローマ帝国において、『王』を選ぶ特権の持ち主だった有力諸侯の意味だ。大貴族やカトリックの司教がその権威を持っていた。

「まさか、この短い間にここまで差をつけられるとはな……」

「まあ、そっちはだいぶ痛んでいるしねえ」

　落胆もあらわにガラドがつぶやくので、ハルは肩をすくめた。

　あれだけ強大だった銀竜は人間の姿で膝を屈している。立ちあがる力もないのだ。銀髪美青年の容貌は見るからにやつれていた。

　しかし、ガラドは悔しそうにかぶりを振り、ハルの言葉を否定した。

「そういう意味ではない。君が得た《選帝の秘儀》はあとすこしで竜王の高みにまで手が届く──それほどの力だ。君は今、最も玉座に近い僭主なのだぞ？」

「…………」

　べつにそちら方面のランクアップは望んでいなかったのだが。

　ハルは軽くため息をついて、話題を変えることにした。急ぎの話があるのだ。

「積もる話は脇に置こう。とりあえず、手を組まないか？」

「なんだと？」

「あんたが東京に居すわりたいのなら、当分それでもかまわない。日本国民にはないしょで協定でも組んで、しばらく共存することにしよう。雪ゆき風かぜのお姫さまを隣人にするくらいなら、僕ら──いや、僕はあんたを受け入れるよ」

「私と……君が手を組む、だと？」

　美男子の顔で唖あ然ぜんとするガラドに、ハルはうなずきかけた。

　目の前の竜族は危険きわまりない怪物で、多くの人間を手にかけてきた。日本の総意を国民投票で集めたら圧倒的大多数に反対されるだろう。

　しかし、そこに目をつぶってでも確保しておきたい『その他勢力』なのだ。

「頼むよ。敵の敵は味方っていうだろ？　それに、僕らはどっちも竜王たちの前じゃ弱小なんだ。争うより共闘する方がウィンウィンでいいと思うよ」

「バカな。純血の竜たる私が人間ごときと手を組むなど──」

「まあまあ。たまにはいいじゃないか、今だって人間に化けてるんだし」

「…………」

「それにさ。あんたが何日もエグゾスに発見されなかったのって、人間のなかにまぎれていたからだろ。あんたといっしょにいた女の子たちから話を聞いたよ」

「く……っ」

　ふれられたくないところだったらしく、ガラドは剣けん呑のんな目つきになった。

　しかし、それも一瞬。竜族の勇者は男らしい美貌に詠嘆の念を浮かべると、ハルのことをややまぶしそうに見つめた。

「選帝の力だけではなかったか……。君は短い間にずいぶんと変わったな」

「いろんなことがありすぎたからね。できれば、ただの一市民として平和に暮らしたいところではあるけど」

　まさか、こんなふうに竜族へ裏取引を持ちかける日が来るとは──。

　ハルは今、かつて想像すらしなかった境遇に置かれている。だが死にたくないし、四〇代以降は隠居してのんびり余生をすごしたいのだ。また、そのためには世界にも今より平穏になってもらわないといけない。

　前向きでありながら後ろ向き。それがハルのモチベーションだった。

「弓の使い手よ……たしか晴はる臣おみと呼ばれていたな」

「うん。覚えていただけていたとは光栄だ」

「共闘……となれば、私も当然“〝あれ”〟と向き合わねばなるまい」

　ガラドはちらりと旧江戸川の河口──東京湾のはじまりに目を向けた。

　彼も気づいているのだろう。新たな敵の接近に。しかし、熱血気質かたぎゆえの硬さを一瞬だけ崩しかけたドラゴンは、ハルの期待を裏切った。

「だが、それは無理だ。先ほどの戦いで私はもう力尽きている。君と共闘できるほどの余力は微み塵じんも残されていないのだよ」

「ま、たぶんそうかもなって覚悟はしてたけどね……」

　ハルは今日何度目かのため息をついた。

　これを恐れて、ルナ・フランソワにも言ったのだ。雪ゆき風かぜ陣営よりも先にパヴェル・ガラドを見つけ出せないかと。実は予想どおりの交渉結果だった。

「また機会があったら、同じ申し出をするかもしれない。そのときはよろしく」

「……私を殺さないのか、晴臣よ」

「敵の敵は味方になるかもしれないってことさ。意味もなく殺さないよ」

　あえて軽い調子で言ってから、ハルは仲間のもとへもどった。

　利用できないのなら、将来の禍か根こんを断つためにここで射殺するという選択肢にわざと気づかないふりをしながら。

「ダメだったよ。今日のところはもう打ち止めみたいだ」

「仕方ありません。あとは私たち次第ですね」

「──やっぱり、この間の大きなカメ。お姫さまの召使いよ！」

　ハルの報告にアーシャはうなずき、双眼鏡をのぞき込んでいた織おり姫ひめが叫ぶ。日本人少女は河口の先、東京湾の方角を見つめていた。

　水平線の先に“〝黒い点”〟が見える。徐々に近づいてきている。

　うなずくハルに、アーシャが言った。

「晴はる臣おみとガラドが話している間に、ルナから連絡がありました。残っていたラプトルは彼女のグリンダが全滅させたということです」

「さすがアメリカから来た撃墜王さまだ」

「でも、海上自衛隊から報告があったそうです」

　南みなみか西さいのラプトルを全滅させたあと──。

　グリンダを新しん木き場ばに呼びもどした米国人魔女は、報告を受けたという。四日前、羽田沖に出現した竜王の眷けん属ぞく・玄げん武ぶ王おう──。あの超巨大カメが東京湾の海中より浮上し、旧江戸川河口に接近していると。

　ついに真打ちの襲来なのだ。アーシャがすかさず宣言する。

「まずルサールカで行けるところまで行けます。限界が来たら、その次は悪あく路ろ王おうが女王の力を──。お願いしますね、織姫さん」

「ええ、まかせといて！」

　パヴェル・ガラドが《選帝の秘儀》と呼んだ、ハルたちの切り札。

　これは無限の力と同義ではない。女王形態となれる眷属は一体きりだった。だからエース格のルサールカがまず女王化し、悪路王はアシスト役と決めたのである。

　後方には《弓の秘ひ文も字じ》を得た水み無な月づきと、グリンダも控えている。

　ハルの魔銃にもまだ残弾はある。ドラゴンに対抗するため、ここまでの陣容をととのえた都市は地球上のどこにも存在しないはずなのだが。

「これでも十分に思えないのが残念だ。でも、やるだけやってみようか」

「ええ。こういうときに『ダメでもともと』っていうのよね？」

「ついに織姫さんも魔法の呪文を覚えましたか……」

　無駄口をたたきながら、三人は河口付近の川岸へ小走りに移動した。

　東京湾方面から到来しつつある、全長一〇〇メートル近い巨大眷属・玄武王。あの超巨体が海上を突き進んでくる。河口まであと二、三キロというところか。

「ルサールカに弓で狙撃させてみますか……」

　アーシャがつぶやいたときだった。

『ふふふふ。早くも再戦のときが来たな、晴臣！』

　夜空に可か憐れんな笑い声が響きわたる。雪ゆき風かぜの姫からの通達だった。きっと何処いずこかの高みから、ハルのことを見下ろしているのだろう。

『とはいえ、さきほど受けた傷もまだ癒えていない……。ここは我が眷けん属ぞく・玄げん武ぶ王おうにおまえの相手をさせよう。だが、侮るなよ』

　姫の涼やかな声に合わせて、海より迫る玄武王が大きく鳴いた。

　ＧＯＡＨＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＴＨ！

『おまえが眷属に屠と竜りゆうの弓を託すように、雪ゆき風かぜもまた我がしもべを屠竜の矢と変えることができる。ふふ、雪風ほどの軽やかさはないが、矢となった玄武王もなかなかだぞ。いざ尋常に勝負だ、晴はる臣おみ！』

　それは王者の威風をまといながら、無邪気に遊ぶ子供のような挑戦だった。

　もしかしたら、雪風の姫はハルのことを“〝ようやく見つけた遊び相手”〟とでも思っているのかもしれない。しかも、火ひ之のか具ぐ土つちまで魔銃のなかでささやく。

「ふむ。あの小娘、おまえのことを気に入ったらしいな」

「こんな形でお気に入りにされても、全然うれしくないよ……」

　ぼやいた瞬間だった。海上の玄武王に変化が起きた。

　全長一〇〇メートルの巨体から、黄金の光を発しはじめたのだ。前に羽田沖でも目撃した現象だ。光り輝きながら、玄武王の魁かい偉いすぎる巨体は河口へ迫ってくる。

　上陸まで、あと数百メートル。すかさずアーシャが叫ぶ。

「ルサールカ、女王の弓を装備！　疑似神格も併用！」

「悪あく路ろ王おう、あなたも火の魔法を使って！　弓の文字もね！」

　織おり姫ひめもすぐさま指示した。

　ふたりとも疑似神格と《弓の秘ひ文も字じ》を併用し、必ひつ滅めつ之の法ほうを撃つつもりなのだ。

　もっとも“〝射陽の神弓”〟ではないだろう。あれは最大の切り札だが、消耗もきわめて激しい。使いどころを見きわめなくてはいけなかった。

　命じられた『蛇』二体は、ちょうどハルたちの頭上に浮いて待機中だった。

　まず、女王形態のルサールカが左手に紅ぐ蓮れんの弓を呼んだ。

　右手には氷の矢──鏃やじりから矢羽根までの全てが氷細工製の矢を呼び、すばやく射る。すると、蒼あおきワイバーンの背後に同じ氷の矢が一〇〇本近くも顕あらわれた。

　おびただしい数の矢が空中にひしめく図はなんとも壮麗であり、剣けん呑のんだった。

「ルサールカ、魔術射撃マジツクミサイル！」

　アーシャの指令に応えて、残りの矢も一斉に玄武王へと発射された。

　まるで重機関砲の連射だった。一方、織姫も叫んでいた。

「今よ、撃って！」

　悪路王が呼んだのは、九つの黒い鏃だった。

　これらは河口に迫る玄武王の上まで飛んでいくと、一斉に火炎放射をはじめた。九つの火線が巨大なカメ型眷属を灼やき滅ぼそうとする。そこに氷の矢がゲリラ豪雨の雨粒のごとく降りそそいでいく。しかし、効かなかった。

　黄金の光につつまれる玄げん武ぶ王おうの超巨体は、まったくの無傷なのだ。

「僕の銃で撃ったときも通じなかったけど……」

「まあ、あのでかぶつの図ずう体たいそのものが『矢』のようだからな」

　息を呑のむハルに、火ひ之のか具ぐ土つちの声がささやきかける。

「小回りも利かんだろうし、それほど速くもない。だが、あれの前進を止めるのは──雪ゆき風かぜ自身の飛ひ翔しようを止めるのと同じほど厄介だぞ、小僧！」

「ってことは、正面から向き合わない方がいいわけだ！」

「ひとまず場所を移しましょう！　織おり姫ひめさん、頼みます！」

「ええっ。悪あく路ろ王おう、おねがい！」

　玄武王は黄金の光を発しながら、河口に侵入していた。

　ハルたちの居場所まで、もう数十メートル程度。だが、ここで悪路王が空から降りてきてくれた。着地するなり体を縮小させ、三メートルほどの体長となる。

　織姫も、ハルも、アーシャも、白き狐こ狼ろうの背へ必死に這はい上あがった。

　全員を乗せてから悪路王はすばやく跳躍。その勢いに乗って飛行をはじめる。ハルはハッと気づいて、空から地上を見おろした。

　武む藤とうさん・船ふな木きさんも滞在していた区民ホール。

　その付近に人影はない。バスターミナルに止まっていたマイクロバス三台も全てないところを見ると、すばやく避難してくれたのだろう。まあ、すぐ近くで怪獣大決戦がはじまったのだから、当たり前か──。

　安あん堵どしたとき、海から来た大怪獣が河川敷に到達した。

　その瞬間、玄武王の全身をつつんでいた黄金の光が──炸さく裂れつした。まるで大爆発でも起こすように。とっさにアーシャが叫ぶ。

「ルサールカ、不朽の加護を……！」

　蒼あおき眷けん属ぞくが悪路王のそばに飛んできて、真珠色の防御フィールドを展開する。

　ハルも《弓の秘ひ文も字じ》に命じて、同じ加護で自分と仲間たちを守らせる。直後、黄金の光の炸裂は周囲一帯を呑のみ込こんでいった──。

　二分後。光の炸裂によって、金色に染まっていた視界が晴れていく。

　空に逃れていた悪路王の背中から、ハルたちは地上を見おろして愕がく然ぜんとした。

　この一帯がまっさらな更地になっていたのだ。広々とした河川敷の芝生も、道路も、南みなみか西さいの家々も、街も──きれいに吹き飛んでいた。

　見れば、河口付近に直径二キロほどのクレーターができていた。

　また、大穴の周囲五、六キロほどのエリアは光の炸裂によって薙なぎ払はらわれ、その上にあった全てが消滅したのだ。

　真っ平らな更地となった一帯で、動くものは巨大な玄げん武ぶ王おうだけだった。

「春はる賀がくん、あれ！」

　悪あく路ろ王おうの背中の上で、織おり姫ひめが空の一点を指さした。

　鋼色のラプトルが一匹だけ飛んでいる。その後ろ肢がつかんでいるものは銀髪の美青年、パヴェル・ガラドの人間体だった。

　ラプトルは更地に降り立つとガラドの体を放し、また飛び去っていく。

「最後の力を振りしぼり、どうにか一匹だけ呼んだ……そんなところでしょうね」

「でも、ラプトルはすぐ帰っていったから……あの召喚を維持できるほどの余力、やっぱりガラドにはないんだな」

　やはり悪路王の背で、アーシャとハルはうなずき合う。

　ちなみに、まっさらな空き地の上にいる玄武王とガラドの間には、一キロほどの距離が横たわっていた。

『ほう。何かと思えば、剣けんを継いだ銀竜か』

　天にひびくのは、もちろん雪ゆき風かぜの姫が発する声だった。

『そういえば、この地にひそんでいると報せを受けていたな。ちょうどいい。おまえもいっしょに始末するとしよう。──玄武王、もう一撃だ。今度は念入りにな』

　地上のガラドは姫の声に反応しなかった。

　草の一本も残っていない更地の上で横たわり、苦しげに身もだえしている。屈辱的な言われように反発するだけの体力も残ってないのだろう。

　まあ、彼の性格上、内心では屈辱に打ち震えているかもしれないが……。

　そして、主の指令を受けて、玄武王が──なんと直立した。全長一〇〇メートルの超巨大ガメ、上陸後は四つ足で這はっていたのだが。

　いきなり二本の短い後ろ肢だけで、すっくと直立したのである。

　ここから黄金の光をふたたび発しながら、飛んだ。空の高みへ──ちぎれた綿雲が浮かぶ夜空へロケットさながらに飛んでいく。ハルは息を呑のんだ。

「あのでかいのも“〝屠と竜りゆうの矢”〟ってことは……姫と同じ真ま似ねをするつもりとか？」

「──！　高いところから落ちてくる必殺技ね！」

　織姫も同じ想像をしたらしい。表情が硬い。

「あれが落ちてきたら……街ひとつどころか、区ごと吹き飛ぶんじゃないか？」

「その程度ですめば御の字です。あくまで私の直感ですが、さっき姫の急降下を止められなかったら、新しん都との八割は消し飛んだ気がします」

　ハルの予想にさらに悪い予想を付け足してから、アーシャはささやいた。

「だとしたら、同じ方法で食い止めるしかありません」

「アーシャさんも必殺技で対抗するのね、さっきみたいに！」

　織おり姫ひめが言う。しかし、ハルの幼なじみは暗い面持ちでつぶやいた。

「さっきと同じ結果にできる自信は……正直ありません。雪ゆき風かぜの姫も言ってましたが、あのときの彼女には油断があったはずです。二度も同じあやまちを繰りかえすとは──。でも、やるだけやってみます」

　アーシャは決意の表情で言った。

「私たちはひとりじゃありません。そこに賭けてみましょう」



　推定一万メートルの高高度から急降下してくる巨大眷けん属ぞく・玄げん武ぶ王おう。

　これを迎え撃つべく、ルサールカ、悪あく路ろ王おう、そして人間三名は地上に降りた。割と近くにパヴェル・ガラドの人間体も倒れていたが、かまう暇はない。

　女王形態のルサールカは紅ぐ蓮れんの弓に光の矢をつがえ、天に向ける。

　悪路王は通常サイズにもどり、やや離れたところで待機。ハルと魔女たちはうなずき合い、それからアーシャが凜り々りしく叫ぶ。

「ルサールカ、《月》の疑似神格を二重発動ダブルキヤスト！　月の力を受け取って！」

　リヴァイアサンたちは月と夜の申し子である。

　天に輝く満月から魔力を授かるためにアーシャは神格を使わせ、そうして得た力を紅蓮の弓に注ぎ込んだ。そして、ルサールカの背後に二一個のルルク・ソウン記号『我、射陽の神弓を以もつて天を衝つき、日輪を殺あやめん』が顕あらわれる。

　上空からは、黄金にきらめく玄武王が腹部をさらしながら落下中だった。

　まるで隕いん石せきのごとく、ハルたちの頭上めがけて！

「今です──！」

　アーシャの指示で、ルサールカが神弓を射る。

　紅蓮の弓から放たれた光の矢はまっすぐに飛び、玄武王の腹を射貫く──寸前。ルルク・ソウンの秘ひ文も字じ《盾》が顕れて、光の矢を受け止めた！

　だが、さすがは必ひつ滅めつ之の法ほう・射陽の神弓。

　一五字より成なる《盾》の配列を吹き飛ばし、みごと玄武王を射貫いたのである。

　だというのに、それは終わりを意味しなかった。亀型の超巨体はまるごと猛火につつまれ、大炎上をはじめたが──

　爆散もせず、止まりもせず、激しく燃焼しながら降下を続けている。

　神弓の威力だけでは、玄武王をしとめきれなかったのだ！

『その技は先ほども味わったばかりだ！　雪風に同じ攻めが二度も通じると思うな!?』

「それはもちろん……折り込み済みです！」

　虚空にひびく姫の声へ凜りんと答えながらも、アーシャの足はもつれていた。

　射陽の神弓を射るための二重発動ダブルキヤストが彼女から体力を奪ったのだ。だが、力尽きた先輩魔女を抱きとめる少女がいた。織おり姫ひめである。

「悪あく路ろ王おう、次はあなたの番よ！」

　号令に応えて、白き九尾の狐こ狼ろうが吠ほえる。

　クオオオオォォォォォオオオオオオオオオオオンンンッ！

　その瞬間、悪路王の背と左右の脇腹を守る甲冑が顕あらわれた。紅玉で造られたかのようにきらきらと輝く、美しい装甲だった。

　これと入れ替わるように、ルサールカの胸甲と両腕が消えた──。

「女王の力で、あの大きいのを吹き飛ばして！　今度こそ！」

　悪路王の背を守る装甲の上に、大口径の火砲が忽こつ然ぜんと顕れる。

　それは戦車の主砲をそのまま持ってきたかのような兵装であった。が、素材は光り輝く黄金だった。そう──。

　消耗激しいアーシャに代わって、織姫と悪路王が女王形態を引き継いだのである。

　一方、いまだ落下をやめない巨大なる玄げん武ぶ王おう。地上からの高度一〇〇メートル前後というところにまで降下してきた。

　この標的へ、悪路王は背中の黄金砲を撃ち放つ。

　砲身から赤い閃せん光こうが空へ駆け上がり、玄武王の巨大な腹部を射貫いた。

　さらに、北西の方角からは白い光線が飛んできた。新しん木き場ばに待機する水み無な月づきもふたたび屠と竜りゆうの弓を撃ってくれたのだ。これは玄武王の甲羅をたっぷりと切り裂いた。

　そして、最後の一撃を放ったのは──

「ルサールカ、凍てつく息フロストブレス！」

　織姫に支えられたアーシャと、そのパートナーだった。

　蒼あおきワイバーンの口から、氷片と凍気の息攻撃ブレスが玄武王へ放射される。

　二重発動ダブルキヤストで消耗しきっていたが、新生したルサールカにはそれでも疑似神格を一度だけ放つ余力が残されていたのである。

　三体のリヴァイアサンから集中攻撃を受けて──

　玄武王をおおっていた黄金の光がついに消滅した。黒き大亀の巨体が落下する軌道は微妙に変わり、ハルたちの頭上ではなく、一〇〇メートルほど向こうに落ちていく。

　ゴオオオオオオオオォォォォォォォォォォォンンンンンンンッ！

　墜落のとき、なんとも重々しい轟ごう音おんが響きわたった。

　しかし、光の炸さく裂れつは起こらなかった。屠竜の矢を止めることに成功したのだ。

　それを見届けてから、織姫に支えられていた特級魔女はささやいた。

「どうやら、無事にしとめられたようですね……」

「アーシャ！」「アーシャさん!?」

　ハルの幼なじみは両目を閉ざした。そのまま、ぐったりと眠りこんでしまう。二重発動ダブルキヤストの行使で弱った体に無理をさせて、とどめの一撃──。限界が来たのだろう。

　今夜、ルサールカは疑似神格を五回分も使用した。

　アーシャは第五階かい梯ていの魔女だから、『蛇』に神格行使を五回まで命じられる。

　つまり、彼女は持てる力の全てを振りしぼったのだ。ハルは幼なじみに感謝しつつ、右手の魔銃＝火ひ之のか具ぐ土つちに訊たずねた。

「あのでかいの、もう死んだってことでいいのかな？」

　地上に墜落した玄げん武ぶ王おうの巨体はぴくりとも動かない。

　それどころか、今まで漆黒だった体の色がすこしずつうすれ、灰色に変わりつつある。変色した部分は早くも風化をはじめ、ぼろぼろと崩れていく。

「うむ。さすがにあれだけ痛めつければな。やはり図ずう体たいが大きすぎる分、勢いまかせに前進する以外の戦い方ができぬのだろうよ」

「あのサイズなら、突進するだけでもとんでもない威力だしなあ……」

　ぼやきつつもハルが安あん堵どしたとき、火之具土の声は「む？」とささやいた。

　織おり姫ひめが眠るアーシャを地面に横たえさせてから、訊ねる。

「どうかしたの、具土さん？」

「いや……妾わらわとしたことが考えちがいをしていた。雪ゆき風かぜの小娘め、味な真ま似ねをする」

　魔銃の守護者は不吉なことを言った。

　その意味はすぐ明らかになった。ハルの目の前で玄武王の巨体はどんどん風化し、塵ちりになっていく。形を失い、崩れ去ってしまう。

　しかし、その塵のなかに一体の大蛇がひそんでいたのである。

　体長は二十数メートルというところ。体表は黒く、そして、背中からコウモリの羽によく似た翼を生やしていた。四肢はない。

　有翼の黒き大蛇。ハルは自分の目を疑った。この怪物のたたずまいが、今ここにはいない仲間・新生したあとの水み無な月づきに似ている気がしたのである。

「つまり、あの玄武王とやらを内側から操る者がいたのだな」

　火之具土の重々しいコメントだった。



　　　　　　　　　４



『みごとだ、晴はる臣おみ！　よくぞ玄武王の甲かつ冑ちゆうをはぎとり、化か蛇だの本性を突き止めた。ふふふ、おまえの手並み、雪風は好ましく思うぞ！』

「か、化蛇……？」

　天より降ってくる姫の賞賛を聞きながしながら、ハルは思い出した。

　化蛇。中国の奇書にして高名な怪物絵巻『山せん海がい経きよう』にも登場する怪物の名前だ。たしか翼の生えた蛇だった。

　あらためてハルは玄げん武ぶ王おうの中身を見た。

　翼ある大蛇。そして、白しら坂さか羽は純ずみのパートナー・水み無な月づきをどこか彷ほう彿ふつとさせる。その理由にハルは気づいた。獰どう猛もうさがないのだ。

　リヴァイアサンたちも、ドラゴンも、戦うために生まれた生物である。

　そのせいか、どんな個体も多かれ少なかれ猛たけ々だけしさを内にも外にもそなえている。野性味と言いかえてもいい。しかし、新生後の水無月にはそれがなかった。

　戦闘中でさえ静かなたたずまいで、生得の武器である角かく状じよう部ぶ位いすら持たない。

　温厚なパートナーの影響を受けたのかとも思っていたが……。

『真なる玄武王よ、本来のおまえは慈悲深き女神でもある。このような命を下すのは少々心苦しいのだが……我が敵・晴はる臣おみとその郎党を討ち滅ぼせ』

　一方、雪ゆき風かぜの姫はやさしいとさえ言える声音で通達していた。

『やりようはまかす。おまえにも矢を託すゆえ、好きに使え』

　ァァァァァァァァァアアアアアアアア──。

　真・玄武王は姫の指令に甲高くも美しい鳴き声で応えた。

　そして、真・玄武王の背後に魔術記号が顕あらわれる。横置きの楕だ円えん形けいと、そのなかに描かれた二等辺三角形──大蛇の体と同じほど大きな《矢の秘ひ文も字じ》だった。

「ふん。いにしえの女神に甲かつ冑ちゆうをかぶせて、いくさ場に連れ出していたわけか。まあ、あの連中はおとなしい輩が多いからな……」

「い、いにしえの女神って何、か具ぐ土つちさん!?」

　魔銃のなかでささやく助言役の声に、織おり姫ひめが反応した。

「あれ、羽純の水無月にすごく似ている気がするわ。何か関係あるの!?」

「あるに決まっている。おまえたちが使う“〝まがいもの”〟は、あれを──遥はるかな昔、人の手で造られた女神を参考にしているのだろう？」

　火ひ之のか具ぐ土つちの言葉に、ハルはハッとした。

　古代の魔術師が造り出した人造ホムンクルス、まがいもののドラゴン。ハルたちの親世代が発見したサンプル『不死者なる蛇の母グランドマザー・インモータル』。

　つまり、『蛇』たちの祖母と真・玄武王は同じ生き物なのか──!?

「めちゃめちゃ気になることだから絶対にくわしく教えて欲しいけど、その話はあとにしよう。今はあいつの相手だ！」

「え、ええっ。悪あく路ろ王おう、おねがい！」

　ハルが空を指さすと、織姫はあわててうなずいた。

　真・玄武王が翼を広げて飛び立ったのだ。そのまま空中で静止し、冷たい瞳で眼下のハルたちと悪路王を見おろす。まるで無慈悲な女神のように。

　この威厳あふれる有翼の黒蛇へ、地上から悪あく路ろ王おうが砲撃を加えた。

　女王形態となることで背中に得た黄金砲から、赤い光線を撃ち放ったのである。

「十じゆう條じよう地じ、疑似神格を使うタイミングに気をつけよう！」

「そうね。もう最後の一回だけだものね！」

　疑似神格で魔力を吹きこめば、あの黄金砲は必ひつ滅めつ之の法ほうを発射できる。

　しかし、織おり姫ひめは第三階かい梯ていの魔女、一日三回しか神格行使を命令できない。そして、今夜はもう二回使っていた。

　それゆえ、悪路王は必滅ならざる砲撃を立てつづけに五発も連射した。

　対して、真・玄げん武ぶ王おうはルルク・ソウンの秘ひ文も字じ《盾》を使用した。一五文字の魔術配列が有翼の大蛇を守り、砲撃を払いのけた。

　だが、女王形態の悪路王は手をゆるめない。さらに三連射。

　真・玄武王を守る《盾》が明滅をはじめ、うすれていく。必滅ならざる砲撃も、女王形態の恩恵で火力が格段に高いのだろう。

「このまま押し切って、悪路王！」

　しかし、同級生の言葉を聞いて、ハルはどきりとした。

　雪ゆき風かぜの姫が直々に眷けん属ぞくとして使役する怪物。こんなにあっさり敗れるだろうかと。そして、この不安は的中してしまった。

　ァァァァァァァァァァァァアアアアアアアアアアア──。

　さっきと同じ、甲高い聖獣の鳴き声。

　その直後、真・玄武王の背後に顕あらわれていた《矢の秘文字》が動いた。悪路王に圧倒されつつある所有者の前面に。しかも、さらに目を疑う事態が発生した。

「ええっ!?」

「どうしたの、悪路王!?」

　真・玄武王の前面に《矢の秘文字》が動くと同時に、悪路王の砲撃は止まったのだ。

　ずっと連射を続けていた黄金砲。この武器がいきなり消滅し、代わりに白き狐こ狼ろうの背中には“〝傾いた半月”〟の記号──《弓の秘文字》が顕れた。

　そして、真・玄武王のまわりにルルク・ソウンの秘文字が二〇個も顕れる。

　意味は『武を偃ふせて乱を撥おさむ』。つまり武器を隠し、乱世を治める。この配列の出現と共に、弓と矢の秘文字は──そろって消きえ失うせた。

「り、竜りゆう弑ごろしを消すことができるのか!?」

「まあ、暫しばらくの間だけだがな……」

　ハルが愕がく然ぜんとするなか、火ひ之のか具ぐ土つちは魔銃のなかで嘆息していた。

「しかも、敵の竜弑しを封じる代わりに、己の竜弑しも共に封じなくてはいかん。闘争の申し子である竜族に、あれはできん。心安らかな女神の一族にしか成なせぬ業わざだ」

「おたがいの武器を使えなくする魔法なのね……」

　織おり姫ひめもまた愕がく然ぜんとしていた。しかし、パートナーへの叱しつ咤たを忘れない。

「悪あく路ろ王おう！　向こうもこっちも条件は同じなんだから、負けたらダメよッ。弓がなくたってパンチしたり噛かみついたりはできるんだから！」

　この声に応えて、白き九尾の狐こ狼ろうは高らかに吠ほえた。

　クオオオォォォォォォォォンンンンッ！

　黄金砲を失っても、まだ女王の装甲はまとったまま。その姿でひらりと飛ひ翔しようし、真・玄げん武ぶ王おうの間近に飛び込んでいった。接近戦の距離だ。

　悪路王の九尾。内ひとつがゴムのようにのび、右フックさながらの打撃を繰り出した。

　これをはじき返すのは、真・玄武王がふたたび列ならべた《盾》の文字列。しかし、悪路王はあきらめない。九尾を次々とのばし、拳のように打ち込んでいく。

　合計して二十数発の打撃。怒ど濤とうのラッシュだった。

　しかも、悪路王は最後に口から熱線を吐き、だめ押しとした。

　──だというのに。通じていなかった。悪路王の攻撃の数々はことごとく《盾》ではじき返され、真・玄武王の体を傷つけることはできなかった。

　そのうえ悪路王が疲れて動きを止めると、黒き大蛇はいきなり甲高く鳴いた。

　ァァァァァァァァァァァァアアアアアアアアアアア──。

「悪路王、防御して！」

　織姫の指示で、すぐに不朽の加護が白き狐狼をつつみこむ。

　直後、真・玄武王の頭上にルルク・ソウンの秘ひ文も字じが七つ顕あらわれる。その意味に──ハルは瞠どう目もくした。《魔力吸引》だったのだ。

　そして、悪路王も驚きよう愕がくの吠え声をあげる。

　クオオオオオォォォォォォッ!?

　不朽の加護を意味する真珠色の光──その光の粒子が《魔力吸引》の配列にすこしずつ吸いこまれていった。細かな砂鉄が磁石に吸いよせられるように。

　結果、すこしずつだが不朽の加護が失われていく！

　この現象を前にして、魔銃のなかで火ひ之のか具ぐ土つちがつぶやいた。

「不朽の加護は難攻不落……。だが破るのではなく、多少遠回りしてでも消し去るという選択肢が女神どもにはある。あれもあやつらの種族だけが使える術だ」

「ほ、本当にドラゴンたちとはべつの生き物なんだな……」

　ハルはごくりと生唾を呑のみ込こんだ。

　今までたくわえてきたセオリーが通じない。なんとも厄介だ。

　一方、悪路王が攻撃を再開した。真・玄武王に九尾をのばして、なんとしてでも打撃で打ちのめそうとするのである。が、やはり《盾》で防がれてしまう。

　しかも、反撃まで待っていた。

　ァァァァァァァァァァァァアアアアアアアアアアア──。

　真・玄げん武ぶ王おうが鳴くと、夜空に大きなルルク・ソウンの秘ひ文も字じが四つ顕あらわれた。

　意味は『神罰』。この配列のまわりに暗雲が満ち、星空が覆いかくされた。ゴロゴロという音が低く轟とどろき──稲妻が落ちてくる。

「悪あく路ろ王おう！」

　パートナーを案じて、織おり姫ひめが叫ぶ。白き狐こ狼ろうは加護に守られ、無傷だった。

　だが、吸引の術によって、不朽の加護はすこしずつ減り続けている。上空の暗雲は消えず、次々と悪路王めがけて稲妻を落としていく。

　このままだと敗北は必至──。ハルは魔銃をかまえた。

　まだ残弾はある。もう自分が最前線に出るしかない。

　しかし、真・玄武王はそんなハルをじろりと横目で見おろした。悪路王の攻撃を今までどおり《盾》でやりすごしながら。

　この局面で、最も注意すべき者が誰だれかをしっかり認識している！

「なんてやりにくい敵なんだ……」

　魔銃で仕掛けても防がれるだけか。ハルはため息をついた。

　考えなければ。真なる玄武王をどうやって出し抜けばいい？　魔力は強大、沈着冷静、怪物のくせに怪物らしくない、やけに神々しい存在を──。

　これが雪ゆき風かぜの姫なら己の強大さを恃たのんで、矢のように突撃するのだろう。

　そして、彼女はあざやかに敵を撃破するのではないか。うらやましい。非力な人間の春はる賀が晴はる臣おみには逆立ちしてもできない戦法だ……。

　このとき、人ならざるものと目が合った。そういえば、こいつも近くにいたのだ。

「先ほど共闘と言ったな──」

　その声音の暗さから、さまざまな情念を察することができた。

　屈辱、闘争心、プライド、怒り、葛藤、反骨心、そして律儀さ。生真面目で、熱血気質かたぎな男なのだ。今の状況はさぞかし不本意なことだろう。

「選帝の僭主よ。このとおり、わたしの刃やいばはすり減り、剣つるぎも折れかけている……。だが、まだわたしにもできることがあると言ったら、どうする？」

　敵の敵は味方になるかも──。自分の言葉を思い出す。

　実はさっき考えたのだ。人の姿をしているからって気後れせずに撃ち殺し、将来の禍か根こんを断っておくのもいい手なんだぞと。しかし、ハルはそうしなかった。

　戦場的現実主義にのっとって考えれば、これは悪くない選択肢のはずだった。

　だが、できなかった。とにかくハルにはできなかったのだ。

　だから、賭けをすることにした。もしかしたら、こいつの存在がいずれ戦局を左右するかもしれないと。その未来に賭けてもいいじゃないかと。

　その男が今、最後の力でよろよろと身を起こし、右手をのばしている。

　ハルはうなずいて彼に歩みより、魔銃を差し出した。

　彼──パヴェル・ガラドの人間体は鋼と黄金のハンドガンをのばした右手でつかみ、噛かみつくように言った。

「わたしに唯一残された力、君に預ける……必ず女王のしもべを倒せ！」

　そのままガラドはがくりと倒れ伏し、気を失ってしまう。

　さらに、魔銃のなかで火ひ之のか具ぐ土つちの意識が眠りにつくのを感じた。魔導の杖の全魔力を戦闘に向けさせるため、あえて己の存在を封じたのだろう。

　となれば、次は自分たちが死力を尽くす番。ハルはすぐに叫んだ。

「やろう十じゆう條じよう地じ！　もうこいつで悪あがきするしかない！」

「まかせて！　わたしと春はる賀がくんで、なんとしてもあの蛇をやっつけましょう！」

　織おり姫ひめとうなずき合い、ふたりでいっしょに走る。

　悪あく路ろ王おうのそばへ──。天から落ちる稲妻で撃たれつづけの白き狐こ狼ろうは、その圧力に押されて今や地上に降り立っていた。四肢を踏んばらせ、身を低くして不朽の加護を展開し、神罰の稲妻を堪えている。

　ひたすら耐える悪路王を、翼ある黒蛇は空から超然と見おろしていた。

　こちらの不利は明らか。しかし、織姫がぐっと右の拳を握りしめ、手の甲をパートナーに見せつける。そこには《剣けんの秘ひ文も字じ》がはっきりと顕あらわれていた。

　不等号の印『』を三つ連ねたような魔術記号──。

　同じ文字がハルの右みぎ掌てにも浮かび、この手が持つ魔銃にも変化が起きていた。銃把じゆうはのすぐ下に刃渡り一五センチほどの銃剣が装着されたのだ。

「悪路王！　ドラゴン殺しの剣、あなたにも使わせてあげる！」

　そして、悪路王の背中に白銀の長剣が装備された。

　この剣を持つのは、背中の装甲に加わった紅玉色の金属アームである。人間の腕でいえば肘から先の部分だった。

　託された切り札──屠と竜りゆうの剣。これを金属アームが横置きにしてかまえる。

　まるで、悪路王の右側にだけ翼が生えたようにも見えた。

　クオオオオオォォォォォォォォォンンンンンンッ！

　新たな武器を得て、悪路王が力強く吠ほえる。織姫もすかさず叫ぶ。

「剣で切り落として！」

　狐こ狼ろうの背中で金属アームが動き、屠竜の剣を縦にかまえる。

　剣道でいえば大上段の構えだった。直後、天から稲妻が落ちてくる。しかし、悪路王の背中の長剣がこれをはじいて、神罰の電光はそのまま消滅した。

　さっそく離れ業わざを見せた屠と竜りゆうの剣けん──。

　刀身は悪あく路ろ王おうの体長と同じほど長い。刃も厚く、幅広である。

　この剛剣をふたたび翼のようにかまえ、白き狐こ狼ろうは高々と跳躍した。十数メートル上空から己を見おろす、真・玄げん武ぶ王おうめがけて。

　標的とすれちがいざま、屠竜の剣で横よこ薙なぎにする。

　翼ある黒蛇はもちろんルルク・ソウンの《盾》で防御したが──その一五個のルーン文字ごと、屠竜の剣は真・玄武王を斬り裂く！

　ァァァァァァァァァァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ──!?

　はじめて聞く、真・玄武王の悲鳴じみた鳴き声だった。

　長大な蛇体のなかばあたりが横一文字に斬り裂かれ、赤い鮮血がほとばしる。

「やったのか、十じゆう條じよう地じ!?」

「い、いいえっ。手応えはまだ浅いわ！」

　真・玄武王はまちがいなく深ふか傷でを負っていたが、たしかにまだ健在だった。

　蛇体のまわりにルルク・ソウンの秘文字による《盾》を今度はふたつも出現させ、より堅けん牢ろうに防御をかためる。

　しかも、新たな文字が七つ、鮮血したたる傷口の上に顕れる。

　意味は《癒やしの手》。屠竜の剣で無惨に斬り裂かれた傷から出血が止まり、ゆっくりと傷口がふさがっていく……。ハルはうめいた。















「ＲＰＧの僧侶クレリツクみたいだな。あっちの方こそ難攻不落だ……」

　ドラゴン上位種の操る魔術は多くが攻撃的で禍まが々まがしい。

　対して、雪ゆき風かぜの姫と火ひ之のか具ぐ土つちが『女神』と呼ぶ超生物はむしろ守備的な形で魔力を使いこなす。しかも、この分野では上位種たちより達者な使い手のようだ。

「もっと強力な攻撃で圧倒しなくちゃダメなのね……」

　いつのまにか、すぐそばに織おり姫ひめが寄りそってくれていた。

　彼女は──十じゆう條じよう地じ織姫は、悪あく路ろ王おうという眷けん属ぞくをより強くコントロールするための操そう縦じゆう桿かんのような存在だ。ハルは魅力的すぎる仲間をぐっと抱きよせた。

「頼む、十條地！」

「ええっ。悪路王、おねがい！」

　春はる賀が晴はる臣おみに身をまかせながら、織姫が叫んだ。

　彼女の体を引きよせ、強く抱き合う。ゆたかな胸の感触がハルの体に押しつけられた。ハルの心臓が生み出した強大な魔力は、密着する乳房と肌を経由して織姫の心臓に注ぎ込まれ、悪路王の心しん金がねへと流れ込む──。

　いやらしいさわり方はダメと通達され、気を遣った結果だった。

　まあ、むしろ以前より情熱的に密着する形となり、さらに勢い余って、魔銃を持っていない左手で彼女のおしりをぐっとわしづかみにもしていたのだが。

　おかげで、胸よりもさらに量感にあふれ、しかも弾力に富む感触を確認してしまった。

「ん……んんっ。こ、この間のあれを──今度はわたしたちが！」

　流れ込む魔力の強さ・熱さに身み悶もだえしつつも、織姫は指示した。

　その声は前回以上に甘やかで、切なげで、そしてハルの背筋をぞくぞくとさせるものだった。思わず、彼女を抱く力が強くなってしまう。

「じ、十條地！」

「春賀くん！」

　ふたりは抱き合いながら目撃した。悪路王のアームが持つ屠と竜りゆうの剣けんに沿うようにして、一九個のルルク・ソウン文字が出現するのを。

　その意味は『我が呼ぶは雷神の剱つるぎ。急ぎ鞘さやより抜き放て──』。

　かつてパヴェル・ガラドが振るった必ひつ滅めつ之の法ほうを、今度は悪路王が発動させたのだ。

　空にはすでに雷雲が満ちている。白き狐こ狼ろうはここから稲妻の雨を呼んで我が身に浴びせ、エネルギーとしてたくわえた。そして、雄お叫たけびと共に飛ぶ。

　クオオオオオォォォォォォォォォンンンンンンッ！

　悪路王は白い電光を全身にまとわせながら真・玄げん武ぶ王おうにまっすぐ飛び込んでいき、背中の長剣を黒い蛇体の喉元に深々と突き立てた。

　さらに、ハルも織おり姫ひめを抱きかかえながら、魔銃をかまえる。

　銃口が狙うのは、もちろん真・玄げん武ぶ王おう。撃ち放つのは必滅のフルオート射撃。ハルの魔銃に残っていた弾丸二十数発は赤い閃せん光こうとなって有翼の黒蛇へと飛び、その長大な蛇体を次々と抉えぐってみせた。

　そして、真・玄武王の体は爆発を起こし、激しい光を放ち──

　散華していった。

　が、このとき黒き翼蛇はすぐ間近の空中に浮いていた。二〇メートルと離れていない、至近距離での爆発である。

　ハルは織姫をぎゅっと抱きしめ、我が身と不朽の加護を盾にして彼女をかばった。

　すると、織姫もきゅっとしがみついてくれた。

　ふたりはこの体勢──きつく抱き合った体勢のまま、爆発と衝撃がおさまるのをひたすら待った。その間、おたがいの感触、熱さ、柔らかさだけが拠りどころだった。

　そして、ついに爆発と衝撃がおさまった。

「わ、わたしたち生きのびたの……」

「それどころか、どうにか勝ったみたいだよ……」

　ささやき合ってから、ふたりは同時に抱ほう擁ようを解いた。

　はじけるような笑顔をたがいに向け合う。そして、織姫があらためてハルの胸に飛び込んできた。ハルも力強く織姫の全身を受け止めた。

　結果、ふたりはふたたび強く、激しく抱き合う形となった。

「やったわね、春はる賀がくん！」

「君のおかげだよ、十じゆう條じよう地じ！」

　だが、やはり“〝あのやり方”〟による必ひつ滅めつ之の法ほうは消耗が激しい。

　いきなりハルの足がもつれた。急に力が抜けてしまったせいだ。織姫と抱き合っていたので、彼女はあわてて支えようとしてくれたが──無理だった。そうするだけの力は元剣道日本一の少女にも残されていなかったのだ。

　結果、ハルは期せずして織姫を押し倒す形となってしまった。

　ぐったりと全体重をあずける形になる。

「ご、ごめんっ。早くどかないと……」

「い、いいの。春賀くんも力が入らないんでしょう？」

　気まずい思いであやまったら、織姫がおだやかな声で言ってくれた。

「わ、わたしも同じだから……。このまま、すこし休みましょう？」

　織姫は押し倒されながらも文句を言わない。逆にやさしい目でハルを受け入れ、抱き止めてくれていた。

「そう言われると、すごく助かるけど……やっぱりまずいよ」

「どうして？」

「だって君が相手だし、密着中だし、きっと変な気分になるだろうし」

「もう……あいかわらずえっちなんだから……」

　クレームをつけながらも、織おり姫ひめの目はやさしいままだった。ハルの背中に両腕をまわし、ぎゅっと強く抱きしめてくれる。

　その感触と、すぐ真下で熱く息づく織姫の肢体がひどく生々しい。

　おかげで、ハルはようやく『生きのびた』という実感を強く得て、ふぅぅと大きく息を吐き出すのであった。








【終章】





　東京新しん都とを占領したドラゴンたちとの戦いから数日後。

　ひとまず、新都は日常を取りもどしつつあった。エグゾスの死後、被害に遭っていた新都都民は自然に覚醒をはじめたのだ。『フリーズ』の魔術は、あの老竜の魔力で維持されていたのだろう。

　もっとも、問題も多々報告されていた。

　四日間の冷凍睡眠が原因の一時的な筋力の低下、記憶の混乱──。助かった都民も、しばらくの間はそれらの症状で多かれ少なかれ悩まされることとなったのだ。

　とはいえ、後遺症がその程度だったのはかなりの幸運と言えた。

「でも、東京新都でのドラゴン出現回数……ここ数か月は本当に異常だから。さすがに素人だって、何かがおかしいって気づくはずよね」

　肩をすくめるルナ・フランソワは、学園の制服を身につけていた。

　今日ついに授業を再開した胡こ月げつ学がく園えん。その放課後、みんなでカフェのテラス席に集まったのだ。ハル、織おり姫ひめ、アーシャ、羽は純ずみが顔をそろえている。

「今回の占領を機に、新都から引っ越す人もかなり多いみたい」

「うちのクラスでも今度、一〇人近くが転校するそうです」

　ルナが明かした情報に、羽純は悲しそうな顔であいづちを打った。それを聞いて、アーシャがため息をつく。

「でも、専門家の私たちが見ても、今の東京は物騒な土地ですよ」

「冗談とか抜きに、ドラゴンたちが集まるコロシアムになってるもんなあ」

　ハルはしんみりとつぶやいて、南西の方角を見やった。

　校舎外のテラス席からは、旧銀座方面にそびえ立つ純黒のモノリスが見える。さすが高さ一〇〇〇メートルのランドマークだった。

　そして、モノリス上空に《剣けんの秘ひ文も字じ》はもうない。

　ハルはあの戦いの直後、パヴェル・ガラドと交わした会話を思い出した。



　ハルと織姫はおたがいを支え合うようにして、ガラドのところへもどった。

　人間体のまま地面に座りこんでいた銀竜は勝利を祝福することもなく、渋じゆう面めんのまま無言で手をのばした。すると、ハルの掌てのひらから《剣の秘文字》が消えた。

　代わりに、竜族の右手に血まみれの長剣が顕あらわれた。もちろん屠と竜りゆうの剣だ。

　この剣をガラドは地面へ突き立て、真・玄げん武ぶ王おうの鮮血で真っ赤に染まった刀身を指でぬぐい、指先についた血を舌で舐め取った。

　途端に弱り切っていたガラドの目に力がもどり、彼はいきなり立ちあがったのだ。

「やはり、雌蛇の血が何よりの妙薬か……」

「ソスって竜族も似たようなことをしてたよ。ところで、竜りゆう弑ごろしの文字は貸し借りもできたんだな」

「あくまで所有者の許しがあれば、だがな」

　竜族と人間、種族はちがえど似たような境遇の男ふたり。

　しかし、ガラドはハルに背を向け、屠と竜りゆうの剣けんを手に歩み去っていく。

「どこに行くんだい？」

「君に告げるつもりはない。だが、われらは近いうちにまた相まみえるだろう。共に竜弑しを持つ者同士、それが必然というものだ」

　歩みを止めもせず、ガラドは背中越しに言った。

「そのとき手心は一切加えないと、先に告げておこう。我が剣を貸したことで、君──いや、君たち人間への借りは全て返した。わたしはそう認識している」

　それが別れの言葉だった。

　そして、ガラドの背中が見えなくなったところでハルは気づいた。《剣の秘ひ文も字じ》がモノリス上空から消えている。竜族の勇者は東京領有をひとまず断念したのだ。

　もしかして、『王への道』もあきらめたのだろうか──？

　いや。ハルはこの想像を否定した。おそらく今回の失敗を糧に、今までと異なるアプローチでゲームに取り組むつもりなのだろう。それが竜族の業わざというものだ。



「ガラドのやつ、まだ東京のどこかにいるのかな？」

「考えられなくもないですね。ところで晴はる臣おみ、それに織おり姫ひめさん……」

　しんみりしていたら、急にアーシャがからんできた。

　じとっとした目つきで、ハルたちを胡う散さんくさそうに眺めている。

「変な顔して、どうしたのアーシャさん？」

「気になっていることがあるんです。いいですか、ここ半月ほど晴臣の隣にはいつも羽は純ずみさんがくっついていました。そんなふうに」

　このテラス席は丸テーブルを使っていて、これを皆でかこんでいた。

　そして、ハルの右隣にすわるのは羽純だった。急にアーシャにじとっと見つめられて、天使のように心やさしい少女はにっこりと微笑ほほえんだ。

「言われてみると、たしかにそうですね。はい。おっしゃるとおり、最近はほとんど先輩のおそばにくっついていました」

「こ、これです。このノリで羽純さんったら、空気みたいに晴臣のそばにいるんです！」

　わなわなと肩をふるわせながら、アーシャは次に織姫を見つめた。

「そして新たな問題は、いつのまにか同じ特殊技能を身につけた人が出てきたことです。そう、織おり姫ひめさん──あなたです！」

「えっ、どういうこと？」

　殺人事件を解決する名探偵よろしくアーシャに指摘され、織姫はきょとんとした。

「わたし、何か変なことをしてる？」

「しています！　ここ数日、何でいつも晴はる臣おみのそばにいるんですか!?」

「「えっ？」」

　ハルは左隣にすわる織姫と顔を見合わせた。

　そういえば、ここ数日は事後処理に駆けまわっていたのだが、織姫といっしょにいることも多かった。最後まで事件解決の最前線にいた両名、その方が都合のよいことも多かったのだ。それに同じ空間にいるとき──

　ハルがつい織姫のそばへ近づいていたせいでもある。

　また、織姫もハルの顔を見ると、すぐにそばへ来てくれたからでもある。

　最終局面をふたりで切り抜け、勝利の瞬間を抱き合いながら迎えて以来、ハルと織姫はずっとこんな調子なのだ。

　どうしてこうなっているのか、ハルには上う手まく説明できなかったのだが。

「いや、ほら。その方が都合のいいことも多かったしさ」

「そ、そうね。ふたりで同じ場所を巡っていった方がよかったものね」

「それに最後の一撃をぶつけたあと、十じゆう條じよう地じはかなり参っていただろ。後遺症とかないかって心配でもあったし」

「春はる賀がくん、最近すごくくたびれていたから……。わたしも心配だったわ」

「そんな。僕のことなんか気にしなくてもいいのに。これでも結構しぶとい方だし」

「それを言うなら、わたしの方こそ見た目以上に頑丈よ。だから、やっぱり春賀くんの方が心配。また寝不足とかになってない？　ちゃんと食べてる？」

「その辺はさすがにもう大丈夫だよ。母親みたいな心配するんだなあ」

「ち、ちょっと、そこはせめて『お姉さん』っていうところ！」

「ふふっ。たしかにアーシャさんの言うとおり、最近の姉さまと先輩はすごく仲良しですよね。わたしもいっしょにいて、そう思います」

　おたがいのことを心配したり、軽口をたたき合ったり、見つめ合ったり。

　ハルと従姉妹いとこが親密な姿を見て、羽は純ずみが微笑ほほえましそうにしている。

　自分とも親密なふたりが仲なか睦むつまじいのを、純粋によろこんでいる笑顔だった。羽純のこういうところがなんとも可愛かわいらしい。

　ハルも織姫も口元をほころばせ、そろって羽純を見つめた。

「あ、そうだ。春賀くんにきちんと栄養摂取させる必要もあるし、今晩はうちで鍋でもやらない。家に電話してあげるから、羽は純ずみも来るといいわ」

「本当!?　ふふ、なんだか楽しいごはんになりそうですね、先輩」

「でも、十じゆう條じよう地じの家にはあのおじいさんがいるんだよなあ」

「いいじゃない。春はる賀がくんなら、うちのおじいちゃん相手でものらりくらりと逃げまわれるでしょ？　あ、アーシャさんとルナさんにも暇だったら是非来て欲しいわ」

「そ、それはかまいませんけど、ちょっと話題をもどしていいですか……」

　朗らかな誘いをぎこちなく受けてから、アーシャは震える声で言った。

　わなわなと肩をふるわせ、性犯罪者でも見つめるような険しさでハルをにらむ。

「こ、これです！　晴はる臣おみのくせに何ですか、このチャラ男おぶりは!?　女子ふたりを両脇に侍はべらせて、我が世の春を謳おう歌かして！　ははは反省してください！」

「べ、べつにいいじゃないか。仲が悪いより全然いいだろう？」

「程度問題です！」

「ふふふふ。アーシャが獣のように荒ぶる姿って、とってもエキサイティングでクールな感じ。すごく私好みのエンターテイメント」

「そこ！　人のストレスを娯楽のネタにしないでくださいっ！」

　アーシャに噛かみつかれても、ルナ・フランソワは涼しい顔で受け流す。

　そういえば──彼女の制服姿を眺めて、ハルは問いただした。

「ところでさ。ルナはどうして今日も制服着てんのさ？」

「この方が堂々と出入りできていいでしょう？　転入の手続きもあったし」

「転入!?」

　ハルだけでなく、ほかのみんなも目を丸くして、米国人魔女を見つめた。

「さっきハリーも言ったじゃない？　今の東京はドラゴンが集まるコロシアムだって。私、これでも環太平洋の撃墜王だから、見過ごすわけにもいかないのよ」

「まあ、たしかにねえ……」

「それに、例のお仕事もあるでしょう？　もちろん、それ以外の個人的な相談にも可能なかぎり対応する準備ありよ。ハリーの代理人としてね」

　ウインクしながらルナ・フランソワは言った。

　数日前のオファーへの回答にハルはありがたくうなずいた。

「じゃあ、さっそくだけど。うちの親父が妙な石を手に入れた経緯を調べてみたいな」

「それなら、まずハリーパパが日本国外に残した資料を調査させましょうか」

「そりゃ助かる。あとそうだな……今回の件でわかったけど、あれがもうひとつあるといいのかもしれない。捜索に協力して欲しい」

「あれ？」

「僕の弓やガラドの剣けんと同じもの──竜りゆう弑ごろしのルーン文字だ」

　この発言にみんながハッとしたとき、ハルの携帯端末が着信音を鳴らした。

　端末を見る。武む藤とうさんからの電話だった。きっとＵＦＯ研部室への呼び出しだろう。

　彼女も船ふな木きさんも“〝この間の件”〟について、ハルたちから聞き出したくてウズウズしているのだ。予想どおり、しばらくの間かなり忙しくなりそうだ。

　ハルは軽くため息をついて、着信画面上の『通話』にタッチするのだった。



　そして、この日の夜。

　あわただしくもにぎやかな一日を終えて、ハルは隅すみ田だ川がわのほとりに来ていた。東京に帰ってきて以来、思いがけず増えた仲間とも別れ、今はひとりきりだった。

　呼べば拳銃の形をした魔法の杖と、その守護者も顕あらわれる。

　しかし、今は用事もない。というわけでハルは川辺の土手を夜歩きし、ひとりの身軽さを気楽に満まん喫きつしていた。まあ、もうすこし落ちついたら、あの元竜王も交えて『作戦会議』をする必要はあるのだが──。

「それにしても、パーティー組んだり、あちこち調べてアイテムを集めたり、新しい武器を探したり……本当にＲＰＧっぽくなってきたなあ」

　春はる賀が晴はる臣おみの現状をかえりみると、そんな感慨もこみあげてくる。

　ハルは星空に向けて右手をかざしてみた。竜りゆう弑ごろしのルーン文字が宿る手だ。そして意識を集中すると──星明かりをきらきらと硝子がらすのように反射する。

　右手の手首から先に現れた変化だった。

　まるで表面をうすいガラスの膜でコーティングしたかのような状態だ。

　そのくせ指や手首など、全ての関節を問題なく曲げられる。パヴェル・ガラドに勝利したあと、ふとした拍子に気づいた変化だった。あのときは右手の指先だけ、しかし、今は掌てのひらと手の甲にまでおよんでいる。

「ま、心臓とかもふつうじゃなくなったしね……」

　ハルはため息をつき、精神集中を解いた。右手のきらめきも消える。

　はたして、今の状況をいつまで続けられるだろう？　考えても仕方のないことなので肩をすくめ、ハルは足を止めた。きっと自分は今、すこし疲れた顔をしているのかもしれない。

　ハルは頭を振り振り、ふたたび歩きはじめた。

　そろそろ家に帰ろうか──ふと考えたときだった。

　隅田川の土手から見える、旧東京租そ借しやく地ちのモノリス。その上空に、光り輝く刻印がはっきりと顕れたのである。横置きの楕だ円えんのなかに鋭い二等辺三角形を収めた意い匠しよう……《矢の秘ひ文も字じ》だった。

　パヴェル・ガラドに代わり、雪ゆき風かぜの姫が東京の領有を宣言したのだ！

　しかも、ハルの右掌てのひらが熱くなる。この感覚は──とっさに魔銃を呼んだ。

「小僧、来るぞ」

　魔銃が火ひ之のか具ぐ土つちの声でぼそりと警告する。

　直後、天から白いワンピースの少女が降ってきた。しかも、ハルの顔面に空中で回し蹴りをたたきつけようと、みごとな身のこなしで体をひねらせながら──。

　ハルはとっさに不朽の加護を展開した。

　だが、雪の精に似た黒髪の美少女はかまわず飛び回し蹴りを打ち込んでくる。ハルの体は加護に守られて無傷だったが、衝撃で吹っ飛ばされた。しかも、そんなハルの上に少女は落ちてくるのである。

　天から飛び降りてきた少女は、そのままハルの腰の上で馬乗りになる。

　総合格闘技でいうマウントポジションを取られてしまった。

「ふふふふ。油断していなかったのは重畳。誉ほめてやるぞ、晴はる臣おみ」

　身も心も上から目線で告げるのは、もちろん雪ゆき風かぜの姫。

　ハルがマウントポジションを奪われながらも右腕をのばし、魔銃を姫の美貌へ突きつけていることへの賞賛だろう。ただし、彼女の方も右手をハルの喉元に置き、手刀の形にしている。たがいに武器を突きつけ合った格好だ。

「お誉めの言葉は恐縮だけどさ。せっかく空から女の子が降ってきたんだから、このまま甘々の棚ぼた式ラブコメをはじめてもらいたいなあ……」

「よくわからんが、含がん蓄ちくのありそうな言葉だな」

「うん。ラブコメを愛する全ての日本人が同意してくれると思う」

　空から落ちてきた美少女に馬乗りされ、交わす言葉は和やか。

　なのにハルは彼女に銃を向け、彼女は泰然自若の体でハルを見おろしている。なんとも不思議なシチュエーションだった。

　この体勢をしばらく続けたあと、姫はふっと笑い、立ちあがった。

「今こ宵よい、おまえを訪ねてきた理由がわかるか、晴臣？」

「やっぱり宣戦布告のため？」

「すこしちがう。この雪風の勝利を布告するためだ」

　言葉だけ見れば、驕おごりに満ちた勝利宣言。しかし、雪風の姫が口にすると不思議な涼やかさを感じてしまう。きっとこれが人徳なのだろう。

　王者のカリスマを体現する美少女は快活に笑っている。

　それをため息と共に見つめながら、ハルはゆっくりと立ちあがった。

「この都と日本国は今より我が所有物となる。まあ、あえて民を虐しいたげるつもりはないが、雪風は気まぐれだからな。そのたび民は迷惑をこうむるかもしれん。そこは堪えろと、おまえの口からも言っておくがいい」

「僕はお姫さまのスポークスマンじゃないんだけどなあ」

「ふふ。それも存外、悪くないかもしれんぞ。雪ゆき風かぜはおまえのことを気に入っている。おまえのような男、竜族のなかにはまずいない」

「そりゃ当たり前だよ。僕は人間なんだから」

　ハルが『まだ』の一言を加えずに答えると、姫は微笑をすこし大きくした。

「晴はる臣おみよ。われらはいずれ雌雄を決する間柄。この雪風がおまえを破り、おまえが命いのち冥みよう加がに生きながらえたなら、ひとつ機会をくれてやる」

「機会？」

「うむ。おまえはこの雪風の眷も属のとなれ」

　さわやかに告げてから、姫は不敵かつ鋭い表情でハルを見据えた。

「我といくさ場で相まみえ、命を拾うほどの勇士がいれば……その程度の褒美、むしろあたえて然しかるべきだろう。せいぜい励めよ、晴臣！」

　自分と戦う者は死ぬのが必然──。暗にそう宣言している。

　なんとも彼女らしい言葉を残して、雪風の姫はハルのそばから去っていく。無防備に背中をさらして歩いているが、もちろん撃つ気になれない。通じるはずがないのだ。

　やがて、魔導のサーフボードがどこからか飛んできた。

　これにさっと跳び乗り、雪風の姫は夜空へと軽やかに飛び立つ。

　彼女がめざすのは旧東京租そ借しやく地ち──純黒の三角柱モノリスと《矢の秘ひ文も字じ》が異様な存在感を誇示する方角だった。

「つまり、僕らの街の隣に魔王城ができたってことか。ＲＰＧ風に言うと……」

　旧東京の廃はい墟きよは、今夜から麗しき竜王のお膝元となった。

　飛び去る姫の影を見送りながら、ハルは新たな冒険のはじまりを悟った。








【あとがき】





　みなさま、おひさしぶりです。丈たけ月づき城じようです。

　小説執筆を生業なりわいにして早くも数年が経たつ僕ですが、いまだに仕事と遊びをいっしょくたにするという悪癖が抜けません。

　つい作中のあちこちに、趣味的な要素や描写を散りばめてしまいます。

　無論、『盟約のリヴァイアサン』もその例にもれません。まあ、僕の仕込むネタは細かすぎるのか気づかれないことも多いのですが（苦笑）。気づいた方は、にやっと笑っていただければ幸いです。

　このように趣味的な作品ではありますが、読者のみなさまのご贔ひい屓きもあって三巻目という節目を迎えることができました。厚くお礼申し上げます。

　そして、編集・印刷・営業・販売にかかわる方々、またイラストの仁に村むらさま、ＡＬｃｏｔ様にも毎度毎度お世話になっております。



　さて、当シリーズについてですが。

　実は主人公はじめとする主要キャラにＲＰＧをさせようというコンセプトにもとづいて、世界と設定をデザインしておりました。

　彼らはこの三巻で、ついにゲームの本流までたどり着いた形になります。

　……白状すると、巻数が浅いうちに打ち切りを打診された場合、ここまでの内容で『彼らの戦いはまだまだ続く！』エンドかなと想定していたのですが（苦笑）。

　幸い、ここはまだ終着点ではありません。

　次巻からは武器探し、アイテム錬成、呪文習得、ダンジョン探索、野外ワイルダネスアドベンチャー、数々の戦闘といった各種イベントや新シナリオがはじまる予定です。

　今までの冒険が基本ベーシツク編なら、ここからは上級者エキスパート編というところでしょうか。

　ひきつづきお楽しみいただければと、心より思います。

　また、まもなく舘たち津つテトさんによるコミカライズ版もスタートいたします。

　キャラをたいへん魅力的に描かれる方で、原作者の僕は羽は純ずみが特にかわいいと感じております。そちらも是非、ご贔屓にしていただければと思います。

　そしてラブコメ方面では、メインヒロイン格の織おり姫ひめさんが順調にトップを走るなか、真ヒロインである雪ゆき風かぜの姫が本格参戦、先頭集団の後方を羽純さんがマイペースで着々と追走中という状況です。

　よろしければ、こちらの展開にもご注目を──

「ちょっと待ったあ！　何ですか、そのあおりは!?」



　おやおや、メインヒロイン（仮）さんじゃないですか？

　こんなところに出てくるなんて、今日はどういった御用ですか？

「ぶらり途中下車する番組じゃあるまいし、何が『おやおや』ですか。二巻で私のことをメインヒロインとか言ってたくせに、今回はしれっとべつの人を持ち上げて！」

　それは誤解です、ア●●ャさん。

　前巻のあとがきでは、ちゃんと最後に（仮）をつけておいたじゃないですか。

「そ、そうです、その（仮）にもツッコミたいところでした！」

　うーん、そこを訊ききますか。話すと長いようで短い話なのですよ。作者が最初メインヒロインに想定していたのは、もうおひとりの方だったという、ね……。

「……い、今なんと？」

　いや、いちばんはじめに作った試作プロットには、織おり姫ひめさんにあたるキャラはいましたけど、あなたに相当するキャラはいなかったのです。

「ひいいっ!?」

　次に生まれたのはドラゴン陣営の姫様。彼女、実は登場人物のなかで最も早くキャラが固まった方で、ボスキャラにしてライバルという立ち位置が最初から決まっていました。

「じぇじぇじぇ!?」

　これはもう裏ヒロイン、いや真ヒロインというべきキャラだろうなと書きはじめる前から予想していたら、実際そうなりつつあるという。

「じ、じゃあ私はどういうコンセプトで生み出されたんですかっ？」

　えーと。たしか一巻を書き出す前までは、あなた、プロット上では『人を寄せつけないクールな雰囲気の美少女』みたいに設定されていました。

「え……っ（照れ）？　無闇に誉ほめられるのは好きではありませんが、まあ、仕方がないと言うべきでしょうね。たしかに私といえば氷のようなクールビューティー、ミステリアスな雰囲気がにじみ出る美少女ですし……」

　それが実際に書いてみたら、一ページ目からこんな感じのキャラになってて。

「私の人間性に何か問題でも（じろり）？」

　いやあ、僕はそんなあなたが気に入ってますよ？

　ただ、生き馬の目を抜くライトノベル業界、こんなに女子力低くて大丈夫かなと。一巻書いている途中で、ちょっと魔改造も試みたんですけどね。

「魔改造!?」

　読者のみなさまにぐっと萌えていただけるよう、ちょこちょこ言動を書きかえて。

　でも、続きを書いていると、あなたのキャラはいつのまにか最初の状態にもどっているんですよ。結局、改造は無理なんだなーと判断して、素のままのあなたを作中に解きはなつことにして今に至るんです。

「……わ、私は今のままでも萌え要素ばっちりのイケてる萌えキャラですよ!?」

　その辺は主に、イラストの仁に村むらさんによる功績が大なのかなと。

　実際、仁村さんのキャラデザを見た編集サイドから一巻の表紙はあなたで行こうとゴーサインが出て、僕の方も『あ、この子はちゃんとメインあつかいされてるのか』と認識を新たにして、ダブルヒロイン態勢になった次第でして……。

　で、いろいろイレギュラーな存在だから（仮）をつけておこうかなと。

「ち、ちょっと編集部の中の人！　『ア●●ャは今回も残念でいいですね』とか言ってる場合じゃないですよ！　もっと作者に私を立てるよう指定してくださいっ。あと仁村先生、私にもっと乙女力を──！」



　おっと、いきなりの乱入で話がそれてしまいました。

　ラブコメ方面の話でしたね。

　メインヒロイン（仮）の彼女に関しては、このシリーズを一種のビルドゥングス・ロマンと見立てて、その成長と人間的変化を長い目で見守りたいなと思っております。ただ、彼女がセンターポジションに躍り出る日の到来を、三巻登場の某ヒロインが黙って静観することはまずないような気もしますが……。

　次巻のメインをつとめるのはヒロインたちの誰だれになるのか、いよいよアメリカからの黒船が本気を出すのか、それとも女性陣なんて飾りですよ回になってしまうのか。そのあたりのことも考えつつ、第四巻にそなえたいと思います。

　何はともあれ、今後ともひきつづきご愛顧いただければ幸いです。
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